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2.0 11/12/2001 再フォーマット 

2.1 02/04/2002 2002年第1四半期アップデート 

2.2 10/10/2002 最新のトレーニングアップデートに更新 

3.0 08/15/2003 最新のトレーニングアップデートに更新 

3.1 12/19/2003 編集とマイナーアップデート 

5.0 11/19/2004 マイナーアップデート 

6.0 10/13/2005 大幅なアップデートと新規格を追加。 

7.0 10/27/2006 編集の変更とトレーニングの更新。 

8.0 11/13/2007 一部修正 

9.0 12/01/2008 規格の細かな更新と明確化 

10.0 12/31/2009 2009年のトレーニングアップデートに更新マイナー編集 

11.0 01/01/2011 更新と主な編集。 

12.0 01/01/2012 マイナー編集 

12.1 01/15/2012 KISS GEMレベル1インストラクタースタンダードを追加。 

12.2 06/01/2012 2.3 定義を追加した。 

12.3 08/15/2012 
Helitrox Instructor #10、Poseidon Discovery MK VI/SE7EN Air Diluent #26、Air Diluent 
Decompression Procedures #27、Mixed Gas #28のインストラクターレベルを追加。 

13.0 01/01/2013 変更されたインストラクター・トレーナーの前提条件。 

13.1 04/01/2013 #29ホリス・エクスプローラーCCR空気希釈インストラクターを追加。 

13.2 07/01/2013 
#22 KISS GEM Sidekickインストラクターを追加。 
#31リブリーザー・フルケーブ・ダイバー・インストラクターを追加。 

13.3 10/01/2013 
# 8.5.2 追加:TDIアドバンス・ナイトロックス・インストラクターまたは同等の資格（アドバン

ス・ナイトロックス・インストラクター・コースがデコ・プロシージャー・インストラクターと同

時に教えられている場合を除く）。 

14.0 01/01/2014 変更なし 

14.1 04/01/2014 

リーダーシップ・スタンダードのMK VIをMK VI/SE7ENに変更 
1.2 リブリーザー・マトリックス 
32.9 水の要求事項におけるTDI ITをSDIおよびERDIのITレベルと標準化する。 
32.10 TDI プログラムのITレベルにアップグレードするための条件を明確化。 
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14.2 10/01/2014 

5.3 １を削除TDI上級ナイトロックスおよび減圧手順インストラクターでもあるTDIインストラク

ター・トレーナー。 
23.5、24.5 前提条件の追加:リブリーザーがTDI認定のサイドマウント・リブリーザーの場合、

生徒はTDIサイドマウントインストラクター資格または同等の資格を保有していなければならない

。 

15.0 01/01/2015 変更なし 

 

15.1 

 

04/01/2015 

23.5、24.5 追加事項: 
最低100ダイブ、最低100時間のダイビングを証明する書類を提出すること。 
認定されたリブリーザーダイバー（ユニット固有ではない）に12か月以上参加する 

15.2 08/01/2015 
1.2 リブリーザー 概要一覧MKVI/SE7ENユニットの高度混合ガス評価を明確化、 
リストに次のリブリーザーユニットを追加JJ、リバティ、トリトン 

15.3 11/01/2015 2ページ目：アメリカ本部の情報を更新 

16.0 01/01/2016 変更なし 

16.1 4/01/2016 32インストラクター・トレーナーの変更。 

16.2 10/01/2016 3.8.4 必須教材にTDIダイブマスタースレートを追加。 

17.0 01/01/2017 1.2 ディフェンダーのCCRレーティングをリストに追加。 

18.0 01/01/2018 

2.1 デジタル教材が使用できるように文言を変更し、試験の合格点を明確にし、指導者育成プログ

ラムを連続して実施する場合の手順を明確にした。 
2.3参加前条件の定義を追加 
3.7 TDIダイブマスターの手続きのために提出する正しいフォームを明確にした。 
3.8 必要な装備を更新した。 
3.10 必要スキルと卒業要件を更新。 
8.5.5追加：または10 SDIアドバンスド・アドベンチャー・ダイバーまたは同等のもの。 
9.2 アンダー・クオリフィケーション エントリー・レベル・トライミックスをトライミックスに

変更。 
23 ベーシックからエアダイリューエントに名称変更。 
24 ベーシックからエアダイリューエントに名称変更。 
24.5.2に「または同等のもの」を追加。 
27 ベーシックからエアダイリューエントに名称変更。 
28 ベーシックからエアダイリューエントに名称変更。 
29 ミックスガスからヘリトロックス・デコに名称変更。 
31.5 フル・ケイブ・インストラクターが管理上アップグレードする方法についての情報を追加。 
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19.0 01/01/2019 

該当するすべてのコースに「またはeラーニング」を追加。 
ダイビング以外のコースからメディカル要件を削除。 
CPR、応急手当、酸素供給者の認定要件を明確化。 
1.1 表の誤りを訂正。 
2.1 このセクションにメディカルフォームの要件を追加し、どのような書類を提出しなければなら

な いのか、またどのような書類を指導者が保管しなければならないかを明確にし、管理上の格上

げを明確にした。 
2.2 参考文献を追加。 
3.3 指導者を明確にした。 
3.5.6 前提条件を明確にした。 
3.10 技能成績と卒業要件を明確にした。 
9.5.4 前提条件を明確にした。 
10.1 許容He率に±5%を追加。 
10.5 前提条件を明確にした。 
11.6 オープンウォーター実施項目 2. 
11.8 必要な装備を明確にした。 
11.10 求められるスキルを明確にした。 
ポセイドン固有の標準、セクション27、28、29を削除 
32.11 Advを明確化TrimixのIT要件。 
書式設定の更新 

0120 01/01/2020 

2.1.2医師の署名入りダイバーメディカルの正式表記を定義 
7.8 項目 3 と 4 を追加。 
8.8 項目 3 と 4 を追加。 
9.8.2 項目の最後に「またはeラーニング」を追加。 
10.1 ヘリウムの割合が「20」から「35」に変更。 
12.8 項目 1、「エントリーレベル」を削除、項目 1 と 2、項目の最後に「または e ラーニング

」を追加。 
17.8 「必読書」の「TDI Diving in Overhead Environments」を「TDI Cavern Diver」に、

「Instructor Resource CD」を「Digital Instructor Resource」に差し替えた。 
24.1& 24.2 深さを「45 メートル/150 フィート」から「40 メートル/130 フィート」に変更。 
24.8「必要教材」の下に、項目4〜7を追加オプション資料」の項目2が「TDI Rebreather Cue 
Cards」に変更され、項目4～9が削除された。 
新しいインストラクタースタンダード25を追加ヘリオックスエアディルエントCCR減圧手順イン

ストラクター – 特定ユニット以下のすべての規格の番号が変更された。 
30.(旧29）TDIインストラクター・トレーナー基準が書き換えられた。 

0121 01/01/2021 変更なし 

0221 02/01/2021 国際研修クロスオーバーコース基準を追加しました。 



TDI スタンダード&プロシージャー 

  パート3：リーダーシップスタンダード 

 

 

Version:0124 Index xviii of xix 

 

0122 01/01/2022 

2.1 太字の行を拡大。 
2.5 項目11を追加。 
6 "TDI サイドマウントインストラクター "に新しい規格を追加し、それ以降のすべてのセクショ

ンの番号を変更した。 
17.5 (18.5) 最小コースを「TDI」から「SDI/TDI/ERDI」に変更。 
17.6.5 (18.6.5) 最大水深を 40 メートル／130 フィートに変更。 
17.8.5、18.8.5、19.8.5、20.8.5） 指定された長いホースの長さを削除した。 
21 「DPV ケーブ・ダイバー・インストラクター」に新しい基準を追加。 
26.5.3 (28.5.3) 指導者レベルの前提条件が変更され、その後の項目 1 が項目 4 に改番された。 
28 エクスプローラー・リブリーザー・インストラクター・スタンダードは削除され、それ以 降の

セクションはすべて番号が変更された。 
29.3 (30.3) 項目の展開 

0122a 01/01/2022 変更なし 

0123 08/25/2022 

1.1.11、1.1.12、1.1.17、1.1.22、1.1.25、1.1.26、1.1.30、1.2 インストラクターのコース

マトリックスの誤りを修正。 
2.1.3 会員規約に関する情報を追加。 
3.4、17.5.2、コースにおける応急手当、CPR、酸素認証の要件を変更し、適切なファースト・レ

スポンス・コースを参照するようにした。 
12.6.1,21.6.2, 28.5.2, 32.6.1 水中実習項目を明確化 
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0124 01/01/2024 

4.11 項目 5 を削除し、以降の項目の番号を変更する。 
5.11 最大水深をダイバーコースに合わせて変更 
13.1 清澄ガス混合可 
13.6 オープン・ウォーターの実施方法の明確化 
25.タイトル変更 
25.1 ナイトロックスを追加 
25.2 資格の明確化 
25.6 ISOごとの水中セッションの最大回数を追加 
25.8 必須素材とオプション素材の明確化 
25.9 救済要件の明確化 
25.10 原材料の明確化、ISO に基づく項目 4.e.、8.f.、10 の追加 
25.11 スキルの明確化、ISOに基づくロギング要件とコティーチング要件の追加 
26.1 ナイトロックスを追加 
26.2 資格の明確化 
26.5 前提条件の明確化 
26.6 ISOごとの水中セッションの最大回数を追加 
26.8 必須素材とオプション素材の明確化 
26.9 救済要件の明確化 
26.10 原材料の明確化、ISO に基づく項目 4.e.、8.f.、10 の追加 
26.11 スキルの明確化、ISOに基づくロギング要件とコティーチング要件の追加 
27.2 資格の明確化 
27.5 前提条件の明確化 
27.6 ISOごとの水中セッションの最大回数を追加 
27.8 必須素材とオプション素材の明確化 
27.10 原材料の明確化、ISO に基づく項目 4.e.、8.f.、11 の追加 
27.11 スキルの明確化、ISOに基づくロギングとコティーチングの要件の追加 
28.タイトル変更 
28.1 清澄酸素含有量 
28.2 資格の明確化 
28.3 インストラクターの格付けを明確化 
28.5 前提条件の明確化 
28.6 ISOごとの水中セッションの最大回数を追加 
28.8 必須素材とオプション素材の明確化 
28.9 救済要件の明確化 
28.10 原材料の明確化、ISO に基づく新しい項目 4.e、4.f、8.e、および 10 の追加 
28.11 スキルの明確化、ロギング要件の追加 
29.タイトル変更 
29.2 資格の明確化 
29.5 前提条件の明確化 
29.6 ISOごとの水中セッションの最大回数を追加 
29.8 必須素材とオプション素材を明確にした。 
29.9 救済要件の明確化 
29 10 資料を明確にし 4 e を追加した 4 f  8 e  10 per ISO 
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1. コースの概要一覧 

1.1 全コース 

  

コース名 

最
少
年
齢

 

数
 

必
須
ダ
イ
ブ

     
  

3 テクニカルダイブマスター 18 

4ダイブ 
最低限 
累積 

ボトムタイム100 
分 

   

4 ノンダイビングインストラクター 21 該当なし 
 

  

5 イントロテックインストラクター 18 
最低4ダイブ 

累積ボトムタイム100分 
   

6 サイドマウントインストラクター 18 
最低3ダイブ 

ボトムタイム90分 
 

  
 

7 ナイトロックスインストラクター (Nitrox 
Instructor) 

18 
なし 

2ダイブ推奨  

 
 

 

8 
アドバンス・ナイトロックス・インストラク

ター 
18 

4ダイブと100分間のボトムタイム 
水深23m以上の4台すべて 

2回の30ｍ(100ft) を超えるダイビング 
 

  
  

 

9 減圧手順インストラクター (Decompression 
Procedures Instructor) 

18 
4ダイブ 

１００分間のボトムタイム 
 

 
 
 

 

10 エクステンディッドレンジインストラクター 
(Extended Range Instructor) 

21 
4ダイブ 

30メートル/100フィート 
水深40m以上2ダイブ 
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11 ヘリトロックスインストラクター 21 4ダイブと100分間のボトムタイム   

12 アドバンスドレックインストラクター 21 ペネトレーションレックダイブ6ダイブと100分間のボトムタイム  

 
 

 
   

 
 

 

13 トライミックスインストラクター 21 
4ダイブ 

2 45m/150フィートより深い 
100分間のボトムタイム 

 

  
 

 
 

 
 

14 
アドバンスドトライミックスインストラクタ

ー 
21 

4ダイブ以上 
累積ボトムタイム100分 

最大水深70m(230ft)以上の2回のダイビングが必要 
 

 
      

 

15 ガスブレンダー・インストラクター 21 該当なし 
 

 

16 
アドバンストガスブレンダーインストラクタ

ー 
21 該当なし 

 
 

 

17 
酸素（O₂）機器サービス 
技術指導員 

21 該当なし 
 

 
 

 
 

18 カバーンインストラクター 21 ２ダイブ  
  

 
 

19 イントロケーブインストラクター 21 ２ダイブ  
 

  

20 ケーブインストラクター 21 ２ダイブ  
 

  

21 DPVケイブインストラクター 21 監督下での3DPVケーブダイブログ  
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22 
セミクローズドリブリーザーインストラクタ

ー 
18 特定ユニット必須項目はスタンダードを参照  

 
 

 

23 KISS GEM レベル1 インストラクター 18 合計ボトムタイムが200分以上となる5回のダイビング  

      
 

     
 

   

24 KISS GEM sidekick インストラクター 21 
5ダイブ 
最低限  

累積ボトムタイム200分 
 

        
   

25 
エアディルエント CCR インストラクター - 
特定ユニット 

21 4ダイブ  
 
 

  

26 
エアダイリューエントCCR減圧手順インストラ

クター -ユニット別 
21 4ダイブ  
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27 
ヘリトロックス希釈液 CCR 
減圧手順インストラクター -ユニット別 

21 4ダイブ  

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

28 
ミックスガス CCR 
インストラクター（特定ユニット） 

21 4ダイブ      

29 
アドバンストミックスガス CCR 
インストラクター（特定ユニット） 

21 4ダイブ  
   

 

30 
リブリーザーフルケーブダイバーインストラ

クター 
21 

TDIリブリーザー・キャバーン、ケーブ入門、フル・ケーブの各2ダイ

ブに参加。 
 

  
 

    
 

 
  

31 インストラクタートレーナー 21 該当なし 
 

  

32 International Training®クロスオーバー 18 該当なし 
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1.2 リブリーザー・トレーニングコース 

TDI は、次のCCRユニットに関するトレーニングを提供しています。 

  

ユニット 

エ
ア
デ
ィ
ル
エ
ン

ト
  

エ
ア
デ
ィ
ル
エ
ン

ト
 

減
圧

 

 
ヘ
リ
ト
ロ
ッ
ク
ス

 

ミ
ッ
ク
ス
ガ
ス

 

ア
ド
バ
ン
ス
ド
ミ

ッ
ク
ス
ガ
ス

 

1 Copis      

2 Defender      

3 ディスカバリーMK VI/SE7EN      (SE7ENのみ） 
4 Evolution      

5 Hammerhead      

6 Inspiration      

7 JJ      

8 KISS      

9 Liberty      

10 Mark 15      

11 Megalodon      

12 Optima      

13 Ouroboros      

14 Pathfinder     -- 
15 プリズム・トパーズ／プリズム2      

16 Pelagian      

17 rEvo      

18 Sentinel      

19 SF2      

20 Submatix 100      

21 Titan      

22 Triton      

このマニュアルに含まれるエアディルエント、エアディルエント減圧手順、ミックスガス、およびＡＤ

ミックスガスCCRインストラクターコーススタンダードは、上記の特定ユニットのCCRです。 
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2. リーダーシップコーススタンダード 
以下の基準は、すべてのTDIリーダーシップ・コースに適用されます。 

2.1 行政 

指導者トレーナーは、受講生が参加する指導者養成コースおよび指導者専門分野ごとに、すべての受講

生が以下の書式に記入することを確認しなければなりません。 

それらは： 

1. TDI責任免除および明示的危険負担同意書。 

2. TDIメディカル・ステートメント・フォームに医師免許を持つ医師の署名があること。医師が署

名したダイバーメディカルは、より長い有効期間が示されている特定のフォームの場合を除き、

病状に変化なければ最大12か月間有効。 

3. TDIダイブリーダー申請書は、TDI本部に提出する必要があります。 

4. TDIダイブリーダーフォームのコピーとその他全てのコース記録は、最低7年間保存しなければな

りません。 

5. 新会員は、署名した会員同意書に指導者レベル登録書類を添えて提出しなければならない。 

アップグレードとクロスオーバーを含むリーダーシップレベルの登録は、SDI/TDI/ERDIアメリカ本部

が候補生の書類と資格を確認し、処理するまで完了しない。SDI/TDI/ERDIアメリカ本部から認定レベ

ルの承認を受けるまで、該当するレベルの活動をすることはできない。  

確認は、オンラインプロフィール、Eメール、またはSDI/TDI/ERDI本部からの口頭による通知で行うこ

とができます。特定のインストラクター評価には、管理アップグレード手順があります。これらの手順

は通常、コースのダイバーレベルのスタンダードに記載されています。 

すべてのTDIインストラクターは、自らが実施または受講するダイバーまたは指導者レベルのコースに

必要なTDI基準と手順書、および必要な教材を持つことが義務付けられています。 

注：すべてのリーダーシップ・レベルの最終試験は、80％以上の得点、および100％の補習が必要です

。 

ダイブマスター、インストラクター、またはその組み合わせのように、TDI指導者レベルのコースが連

続して実施される場合、インストラクター、またはインストラクタートレーナーは、各レベルのトレー

ニングの登録フォームが提出され、次の段階のトレーニングが開始される前に承認を受けていることを

確認しなければなりません。このように連続してコースを実施する場合には、各トレーニングが終わっ

て次の手順が開始される前に本部に登録書類を提出し、承認を受けなければいけません。 
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2.2 事故 

会員が事故に巻き込まれた場合、あるいは事故を目撃した場合、事故報告書に必要事項を記入し、事故

発生後直ちにTDI本部にファックスまたはEメールで送信する必要があります。TDI規格第1部6.4.8項を

参照のこと。 

2.3 定義 

アシスタントまたはアシスト＝自分が指導する資格がないコースを開催しているインストラクター、コ

ースディレクターまたはインストラクタートレーナーをアシストする人。アシスタントは、追加の監督

活動やスタンダードと環境が許容する範囲内でインストラクターと講習生の人数比を増やすために採用

される。登録時にリストされたアシスタントは、アシストしたコースの経験クレジットが認められる。 

共同開催(コーティ―チ/Co-
Teach)またはセカンドインストラクター=そのコースを指導できる資格を有しており、他の資格のある

インストラクターと一緒に講習するインストラクター、コースディレクターまたはインストラクタート

レーナー。登録時にリストされたセカンドインストラクターは、同等のクレジットが認められる。 

講習生参加前条件=コースを開始する前に講習生が満たさなければならない条件。スタンダード内で特

に記載されていない限り、これらの条件をコース中に満たすことはできない。ここにリストされている

条件を、インストラクターの判断で免除することはできない。参加前条件の書面によるスタンダードの

免除は、コース、ダイブサイト、およびコース参加者の特定の過去の経験に応じて、アメリカ本部トレ

ーニング部門によって発行される場合がある。 

2.4 限定水域(コンファインドウォーター)トレーニング 

限定水域トレーニングは、プールや、以下のような条件を持つ限定水域で実施すること： 

1. 視界約3メートル/10フィート。 

2. 水面が穏やか 

3. 講習生が水面から頭を出して立つことができる水深までアクセスが容易 

4. スキルが十分に発揮できる深さ。 

5. トレーニングサイトに適した器材がある 

6. プール以外の限定水域でのトレーニングは、TDI本部の承認を得なければならない。 

2.5 オープンウォータートレーニング 

インストラクターは、以下の点を考慮し、オープンウォータートレーニングサイトを選択すること: 
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1. 地域のダイビング条件に近い水域（海、湖など） 

注：プールは開放水域とはみなされない。 

1. 透視度 

2. 気温と水温 

3. 気象状況 

4. 水域までのアクセス 

5. コンディションに適した器材がある 

6. コンディションに適した防寒対策(保護スーツ)がある 

7. ブリーフィングに含まれるべき内容： 

a. ダイブサイト 

b. 海況/水況 

c. 実施するスキル 

d. エントリー/エキジット方法 

e. 緊急時の手順 

8. デブリーフィングに含まれるべき内容： 

a. ダイバー全体としてのパフォーマンス 

b. 改善が必要な事項 

c. 環境観察 

d. 質疑応答 

9. チームダイビングのコンセプトは、すべてのTDIコースのすべてのダイブで強調される。 

10. チームダイビングのコンセプトは、すべてのTDIコースのオープンウォーターダイブで強調され

る。 

2.6 TDIインストラクターコースの必須科目 

1. インストラクターパッケージの確認 

2. TDIの歴史 

3. 地域オフィス 

a. ロケーション 
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b. 他国の地域で指導する際のルール 

4. TDI倫理規定および行動規範 

5. 製品と手続き： 

a. ご注文方法 

b. 講習生認定入力方法 

c. メンバーリニューアル 

6. 責任と保険： 

a. リスク管理。 

b. 権利放棄と免責。 

7. インシデント/事故レポートの作成 

 

注：TDI規格で使用されているシリンダー容量は、メーカーの値または一般的な換算値に基づいており

、シリンダー容積と作動圧力にばらつきがあるため、メートル法からインペリアル法への正確な換算値

ではありません。メートルシリンダーを使用する場合は、記載されているメートルサイズのシリンダー

を使用してください。同様に、インペリアルシリンダーを使用する場合は、記載されているインペリア

ルサイズのシリンダーを使用してください。  
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3. テクニカルダイブマスター 

3.1 イントロダクション 

このプログラムは、オープンウォーター環境で認定テクニカルダイバーを率いるために必要なスキルと

知識を開発するように設計されています。 

3.2 修了者に与えられる資格 

このコースを修了すると、修了者は次のことができる： 

1. 承認されたダイビングコースにおいて、TDIインストラクターのアシスタントをすること。 

2. 認定テクニカル・ダイバーのためのダイビングを監督し、実施する。 

3. このプログラムでは、アドバンスド・レックを除き、オーバーヘッド環境はカバーしない。 

3.3 指導できるインストラクター 

現役のTDIインストラクターであれば、誰でもこのプログラムを教えることができます。 

3.4 講習生とインストラクターの人数比 

アカデミックだ： 

1. 講習を行うために必要な施設等が整っており、かつ、時間を十分に確保できる場合は、講習生数

に制限はない。 

閉鎖水域（プールのような状態）： 

1. 該当なし。 

オープンウォーター(海、湖、採石場跡、泉、川、河口など)： 

1. 講師1名につき、最大4名まで。 

2. 状況に応じてこの数を減らすことは、インストラクターの裁量である。 

3.5 講習生参加前条件 

1. 18歳以上。 
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2. SDIダイブマスターとして認定されていること（TDIダイブマスターの前提条件として、他の機関

による同等の格付けは認められません）。 SDIダイブマスターの最新の教材を持っていること。 

3. First Response Adult and Child Emergency Care 
Providerまたは同等の資格を現在取得していること。 

4. 現在の健康診断を受けていること。 

5. ダイブログ50回以上 

6. テクニカル・ダイバーの資格を持つ。 

3.6 コース構成と時間 

オープンウォーター・エグゼキューション 

1. 4回のダイビングが必要で、最低累積潜水時間は100分。 

コース構成： 

1. TDIでは、インストラクターは参加する生徒の人数やスキルレベルに応じてコースを構成するこ

とができます。 

コース時間： 

1. 最低授業時間数は10時間。 

3.7 事務手続き 

事務手続き項目： 

1. 全ての講習生からコース費用を徴収する 

2. 講習生が必須器材を所有していることを確認する 

3. 講習生にスケジュールを伝える 

4. 講習生は以下の書類の必要事項を記入する： 

a. TDI 免責同意書とリスクの告知書フォーム 

b. TDIメディカル・ステートメント・フォーム 

コース修了後、インストラクターは次の項目を実施すること： 

1. TDIダイブマスター申請書をTDI本部に提出し、TDIダイブマスター資格を発行する。 
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3.8 トレーニング教材 

必要な素材： 

TDIコース別ユーザーマニュアル 

3.9 必須器材 

インストラクター、ダイブマスター、生徒によるトレーニングに最低限必要な器材は以下の通り： 

1. マスクとフィン。 

2. 低圧パワーインフレーター付き浮力補償装置（BCD）。 

3. 水中圧力計付きレギュレーター。エア一体型ホースレスコンピューターを着用している生徒は、

別途水中圧力計を携帯する必要はない。 

4. オルタネイトエアソース 

5. ウェイトシステムおよび/またはウェイト。 

6. パーソナルダイブコンピュータ(PDC) 

7. トレーニング環境に適した保護スーツ 

8. 圧縮ガスシリンダー 

9. コンパス 

10. ナイフと救助信号。 

11. ダイビング・フラッグは、現地の法律や規則で別段の定めがない限り、オープン・ウォーターで

のトレーニング・ダイブには必ず必要です。 

12. 参加するテクニカル・ダイビングの活動に付随する追加器材。 

3.10 学科アウトライン 

講師は、現行のTDI基準および手順を使用しなければならないが、これらのトピックの提示に役立つと

思われる追加のテキストや資料を使用することもできる。 

下記のトピックをコース中にカバーしなければならない： 

1. 知識開発： 

a. レクリエーショナル・ダイブ・リーダー。 

b. ダイビングの物理学。 
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c. ダイビング生理学。 

d. ダイビング器材。 

e. 個人のダイビングスキル 

f. プロとしてのスキル 

3.11 スキル達成条件と修了条件 

ダイブマスターのパフォーマンス要件： 

1. 最低2回のブリーフ／ディブリーフを行うこと。 

2. ダイブマネジメントとテクニカルダイビング活動の準備、計画、管理を示す。 

3. 4回のオープンウォーターダイビングを行うトレーニングダイビングは、講習生が保有する資格の

制限範囲をこえてはいけない 

4. ダイビングが終了したら、生徒はログブックに記入し、インストラクターがサインをしなければ

ならない。 

5. 講習生は、インストラクターに必要な全ての器材を装備した状態で、ダイブマスターコースおよ

びそれ以前の過程で必要とされる全てのスキルを、リーダーシップのレベルに準じて試験にて示

さなければならない。 

 

このコースの修了条件： 

1. 保持しているテクニカル・ダイバーの最高ランクのTDI筆記試験を十分に修了すること。 

2. すべての給水条件を満たすこと。 

3. 潜水計画とその実行に関し、慎重かつ的確な判断力があることを示す 
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4. ノンダイビングスペシャルティインストラクター 

4.1 イントロダクション 

TDIノンダイビングスペシャルティインストラクターコースは、ショップのオーナーやサービステクニ

シャンなどスクーバダイビング業界のメンバーに、下記のノンダイビングスペシャルティのインストラ

クターとして単独で安全に活動するために必要な知識を指導することを目的としている： 

1. 視認検査手順(VIP) 

2. TDIナイトロックスガスブレンダー。 

3. TDIアドバンスド・ガス・ブレンダー。 

4. TDI酸素（O₂）機器サービス技術者。 

5. TDI本部の承認を得た上で、TDIが提供するその他のダイビング以外のスペシャリティ、すなわち

独自のスペシャリティ。 

 

上記のコースのインストラクターになるには、資格を有するインストラクター・トレーナーによる認定

を受ける必要があり、経験によるアップグレードはできません。例えばガスブレンダーのインストラク

ターなど、他の公認機関で同等の資格を持つインストラクターが、ダイビング以外のスペシャリティイ

ンストラクターとしてクロスオーバーすることを希望する場合は、現行のインストラクタークロスオー

バー手続きにより申請することができる。 

4.2 修了者に与えられる資格 

このコースを修了すると、修了者は次のことができる： 

1. 適切なTDIノンダイビングスペシャルティを教える。 

 

注：候補者は、対応するすべての前提条件と卒業要件を満たし、コースを実施するインストラクター・

トレーナーがすべてのレベルにおいて適格であることを条件に、複数の専門分野を同時に教える資格を

得ることができる。 

4.3 指導できるインストラクター 

TDIインストラクター・トレーナーとして活躍し、卒業後に指導するインストラクター・レベルの専門

分野を指導する資格を有する者。 
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4.4 講習生とインストラクターの人数比 

アカデミックだ： 

1. 講習を行うために必要な施設等が整っており、かつ、時間を十分に確保できる場合は、講習生数

に制限はない。 

閉鎖水域（プールのような状態）： 

1. 該当なし。 

オープンウォーター(海、湖、採石場跡、泉、川、河口など)： 

1. 該当なし。 

4.5 講習生参加前条件 

1. 最低年齢21歳。 

2. TDI施設と提携。 

3. 卒業後、指導する専門分野のユーザーレベルで1年以上の実務経験。 

4. 卒業後に教えることになる専門分野の前提条件をすべて満たす。 

5. 現在有効なファーストレスポンス大人と子供のエマージェンシーケア認定または同等の認定を取

得していることを証明する書類を提出すること注：ファースト・レスポンス・コースは、資格の

あるインストラクターがこのコースと組み合わせることができる。 

4.6 コース構成と時間 

コース時間： 

1. コース全体で最低20時間、15時間は現職のインストラクター・トレーナーの直接指導を受けなけ

ればならない。 

4.7 事務手続き 

事務手続き項目： 

1. 全ての講習生からコース費用を徴収する 

2. 講習生が必須器材を所有していることを確認する 

3. 講習生にスケジュールを伝える 
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4. 講習生は以下の書類の必要事項を記入する： 

a. TDI非スキューバ一般責任免責および明示的危険負担フォーム 

コース修了後、インストラクターは次の項目を実施すること： 

1. TDIダイバー登録用紙をTDI本部に提出するか、TDIウェブサイトの会員エリアからオンラインで

生徒を登録することにより、適切なTDI認定証を発行する。 

4.8 トレーニング教材 

必要な素材： 

1. TDIの基準と手続きマニュアル。 

2. TDIインストラクター・トレーナー・マニュアル 

3. TDIインストラクターマニュアル（複数可）。 

4. 卒業後に指導する専門分野について、現行の基準で義務付けられている教材。 

4.9 必須器材 

卒業後、候補者が指導する専門分野に適切な、現行の基準で義務付けられている設備。 

4.10 学科アウトライン 

インストラクタートレーナーは、これらのトピックのプレゼンテーションに役立つと思われる追加のテ

キストまたは教材を使用できる。 

下記のトピックをカバーしなければならない： 

1. TDIの基準と手続き。 

2. TDIの歴史 

3. 製品と手続き： 

a. ご注文方法 

b. 登録手続き。 

c. メンバーリニューアル 

d. 賠償責任と保険。 

4. リスク管理： 
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a. 権利放棄と免責。 

b. 事故／インシデント報告書の記入。 

5. 指導方法： 

a. 教授理論、教授法、口頭コミュニケーション。 

b. レッスンの準備： 

i. 教室で 

c. トレーニング補助具の使用。 

d. 自宅学習プログラム、ナレッジ・クエストの活用。 

6. コースの販売を成功させる 

a. 予算管理コース。 

b. 学生を募集している。 

c. コースの編成とスケジューリング 

d. 小売販売。 

7. インストラクターの倫理 

8. 卒業後に指導する専門科目の全コース内容。 

4.11 スキル達成条件と修了条件 

このコースを修了するためには、以下のすべてに合格する必要がある： 

1. TDI専門科目の中から、卒業後に指導することになる科目について、最低3回、15分以上の学術発

表を行う。 

2. TDI専門科目の中から、卒業後に担当する科目について、15分以上のプレゼンテーションを2回以

上行うこと。 

3. 指導するTDIスペシャリティのスキルパフォーマンスと卒業要件をすべて満たすこと。 

4. 生徒と一緒に試験問題を正しく補習する能力を実証する。 

5. クラスの計画と実行に関して、成熟した健全な判断力を発揮する。 
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4.12 単位 

TDIノンダイビングスペシャルティインストラクターコース修了者は、再度全コースを修了することな

く、他のノンダイビングスペシャルティにアップグレードすることができます。追加スペシャリティの

すべての前提条件、スキルパフォーマンス、卒業要件を満たし、資格のあるインストラクタートレーナ

ーによって実施されなければなりません。 
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5. TDI イントロテックインストラクター 

5.1 イントロダクション 

TDIテクニカルインストラクター入門コースは、テクニカルダイビングの世界へ生徒を有能かつ安全に

紹介するために必要なトレーニングを提供します。このコースの目的は、インストラクターが講習生に

対してテクニカルダイビング器材の構成と浮力、バランス、周辺環境に対する認識などのオープンウォ

ーターテクニックと、ノンストップリミット(減圧停止不要限界)で高度なガスプランニングテクニック

を紹介することである。このプロセスでは、TDI 
アドバンスドナイトロックスマニュアルと減圧手順マニュアルを使用するが、ノンストップリミット(減
圧停止不要限界)で実施されるべきである。講習生はナイトロックスを使用することができるが、保有す

る資格の範囲を遵守しなければならない。 

5.2 修了者に与えられる資格 

このコースを無事に修了すると、以下の条件のもとテクニカル器材コンフィギュレーションを使用した

ダイビングアクティビティを教えることができる 

1. ダイビングのアクティビティはトレーニングに近い。 

2. 活動地域や環境条件は、トレーニングに近い。 

このコースを修了後、以下のコースに参加することができる： 

1. TDIアドバンス・ナイトロックス・インストラクターコース。 

2. TDI減圧手順インストラクターコース。 

5.3 指導できるインストラクター 

TDI Intro to Tech Instructorコースを教える資格を持つTDIインストラクタートレーナー。 

5.4 講習生とインストラクターの人数比 

アカデミックだ： 

1. 講習を行うために必要な施設等が整っており、かつ、時間を十分に確保できる場合は、講習生数

に制限はない。 

閉鎖水域（プールのような状態）： 

1. 該当なし。 
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オープンウォーター(海、湖、採石場跡、泉、川、河口など)： 

1. インストラクター・トレーナー1名につき生徒4名まで。 

2. 状況に応じてこの数を減らすことは、インストラクター・トレーナーの裁量である。 

5.5 講習生参加前条件 

1. SDIオープンウォーター・スクーバ・ダイバー・インストラクター、または同等の資格を有する

こと。 

2. アドバンス・ナイトロックスおよびデコ・プロシージャー・ダイバー、またはそれに相当するダ

イバーとして認定されていること。 

または 

1. TDIアドバンスナイトロックスおよびデコプロシージャーインストラクター、または同等の資格

を有すること。 

5.6 コース構成と時間 

オープンウォーター・エグゼキューション 

1. 合計ボトムタイムが100分以上となる4回のダイビング 

コース構成： 

1. TDIでは、インストラクター・トレーナーは参加者の人数やスキルレベルに応じてコースを構成

することができます。 

コース時間： 

1. 学科講習およびブリーフィングの合計時間は6時間以上。 

 

このコースは、TDIナイトロックス・インストラクター・コースと組み合わせて教えることができる。 

5.7 事務手続き 

事務手続き項目： 

1. 全ての講習生からコース費用を徴収する 

2. 講習生が必須器材を所有していることを確認する 

3. 講習生にスケジュールを伝える 
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4. 講習生は以下の書類の必要事項を記入する： 

a. TDI 免責同意書とリスクの告知書フォーム 

b. TDIメディカル・ステートメント・フォーム 

コース修了後、インストラクターは次の項目を実施すること： 

1. TDIダイバー登録用紙をTDI本部に提出するか、TDIウェブサイトの会員エリアからオンラインで

生徒を登録することにより、適切なTDI認定証を発行する。 

5.8 トレーニング教材 

インストラクター・トレーナーは、現行のTDI基準および手順を使用しなければなりませんが、これら

のトピックの提示に役立つと思われるテキストや資料を使用することもできます。 

必要な素材： 

1. TDI Intro to Tech学生マニュアルまたはeラーニングコース。 

2. TDI技術入門インストラクターガイド。 

3. TDI技術入門パワーポイント・プレゼンテーション. 

4. TDI Advanced Nitrox and Decompression Procedures生徒およびインストラクター用教材。 

5. TDIの基準と手続きマニュアル。 

5.9 必須器材 

インストラクターおよびインストラクター候補生には、最低限以下の装備が必要です： 

1. 計画されたダイビングに十分なガスの供給。 

2. セカンダリーレギュレーターに取り付けられた代替空気源（セカンダリーレギュレーターに取り

付けられた空気共有用の十分な長さのホースが必要）。 

3. 水中圧力計。 

4. 水深計、ボトムタイマー、ダイブコンピューター。 

5. レギュレーターとSPGを備えたリダンダント・スクーバ・ユニット（ポニーシリンダー）を推奨

しますが、必須ではありません。 

6. 機器構成に適したパワーインフレータ付き浮力補償装置。 

7. リフトバッグ／水面マーカーブイ付きアセントリール： 

a. 最大計画深度に対して適切。 
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b. 少なくとも11kg/25ポンドのリフトバッグ。 

8. 現地の潜水条件に適した暴露保護具。 

9. スレート／ウェット・ノート 

10. すべての器材は、濃縮空気ナイトロックス（EAN）混合液に必要なラベルが適切に貼られ、洗浄

されていること。 

11. 酸素（O₂）分析器（必要な場合）。 

5.10 学科アウトライン 

インストラクター・トレーナーは、現行のTDIスタンダード・アンド・プロシージャー・マニュアル、T
DI技術入門マニュアル、TDIアドバンスド・ナイトロックス/減圧プロシージャー・マニュアル、または

eラーニングを使用しなければなりませんが、これらのトピックを説明するのに役立つと思われるテキス

トや資料を追加で使用することもできます。 

下記のトピックをコース中にカバーしなければならない： 

1. 物理学だ： 

a. プレッシャー・レビュー 

2. 生理学： 

a. 熱中症 

b. 低体温症。 

c. 心理的側面。 

d. 低酸素。 

e. 酸素毒性： 

i. 全身だ。 

ii. 中枢神経系。 

f. 窒素中毒。 

g. 窒素の吸収と排出。 

h. 二酸化炭素中毒 

i. 一酸化炭素中毒。 

3. フォーミュラ・ワーク 

a. ベストミックスの計算。 
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b. 混合計算の最大動作深度。 

4. 機材に関する考慮事項： 

a. シングル/ダブルシリンダー; バルブオプション. 

b. レギュレーターのオプション。 

c. ハーネス/BCオプション。 

d. コンピュータ、ボトムタイマー、水深計オプション。 

e. アセントとナビゲーションのリール/スプールのオプション。 

f. リフトバッグ/サーフェスマーカーバッグのオプション。 

g. 露出保護のオプション 

h. 必要なものだけを持参する。 

i. 設備の合理化と収納。 

j. ステージシリンダーのオプション。 

k. ジョンラインかガービンのクリップ。 

l. 潜水段階と減圧中の適切な加重と浮力コントロール。 

5. ダイブテーブル 

a. どのテーブルでも等価空気深度（EAD）。 

b. コンピュータ生成テーブル（Pro-Planner、DPA、Dr. X、Abyssなど）。 

6. ダイブコンピューター 

a. ミックスは調整可能。 

b. 酸素（O₂）統合。 

7. ダイブプランモード： 

a. ガスが必要。 

b. 酸素の制限。 

c. 窒素の制限。 

d. テーブル/コンピューターダイブのプランニングと実行。 

e. 表面空気消費率（SAC）の計算。 

f. 無減圧潜水のための最小ガス備蓄量の計算。 

g. 環境への配慮。 
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8. 手続き： 

a. エントリー／エグジット戦略。 

b. ガス漏れ／紛失時の緊急対策。 

c. 上昇／下降戦略。 

d. ダイビングの計画 

e. 標準操作。 

i. ガスが必要： 

ii. 酸素の制限。 

iii. 窒素の制限。 

f. 緊急時の計画 

i. 減圧停止違反 

ii. 減圧症 

iii. 機器の故障。 

g. プライマリーと減圧ガス： 

i. 通常運転。 

ii. 故障、紛失、不十分な緊急時の手順 

iii. 分析と記録。 

iv. デコ供給レギュレーターのセーフガード。 

v. 減圧装置の艤装と展開。 

h. 降臨： 

i. エントリー方法、ダウンライン、フリーディセント。 

ii. ダイビングに携行する器材の整理。 

i. 上昇する： 

i. 変動金利。 

ii. トリムと補正。 

j. 固定式または漂流式の減圧方法： 

i. アップラインはボトムに固定。 

ii. リール、リフトバッグ、水面マーカーブイ。 
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iii. 無料のドリフトステージまたはボート供給。 

iv. 自給式ガスボンベと地上供給/ランデブー式ガスボンベの比較。 

k. サポートする： 

i. 海岸から 

ii. 降下ラインまたは固定プラットフォームから。 

iii. 船上生活から。 

9. 減圧オプション： 

a. 空気だ。 

b. ナイトロックス 

c. 酸素。 

10. 管理手続き： 

a. メディカルフォーム 

b. 権利放棄フォーム 

c. リスク管理。 

d. 登録用紙 

e. 基準と手順。 

5.11 スキル達成条件と修了条件 

インストラクター候補生は以下の技能を修了しなければならない。最大訓練深度は23メートル／75フィ

ートを超えてはならない。 

生徒は以下の技能を完成させなければならない： 

 

陸上ドリル： 

1. 混合ガスを適切に分析する。 

2. 機材の選択と準備 

3. リフトバッグ展開のために、チーム指向のスキル（バディチェック）を実施する。 

4. バディチーム間のガスマッチング。 

5. 基本的なハンドシグナルに精通していることを示す。 
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6. チームと個人のガス消費量に応じた制限を設け、適切なダイブ前計画を示す。 

 

ダイビング前のドリル： 

1. ダイビングの前には必ずS.T.A.R.T. *を使用すること。 

2. ストレス分析と緩和 

*START：S(Sドリル - エア切れ時の対応トレーニングとバブルチェック)、T(チーム - 
バディの器材チェック)、A(エアー - ガスマッチング)、R(ルート- 
エントリー/エキジットと計画された水中コース)、T(テーブル - 
深度、経過時間、ウェイポイント、スケジュール) 

 

 

 

水中ドリル： 

1. 体重チェック 

2. 手や足を動かさずに水柱の定位置でホバリングできること。 

3. ダイビングの潜降、着底、上昇の間、水平を保つことができる。 

4. ノーシルティング・プロパルジョン・テクニック、フロッグ・キック、モディファイド・フロッ

グ・キック、モディファイド・フラッター・キック、バックワード・キックを披露する。 

5. 水平トリムと浮力を維持しながら、次のデモンストレーションを実行する能力を示します: 

a. レギュレーターの交換 

b. レギュレーターの回復。 

c. マスクの部分的なフラッドとクリアは、エアロスを最小限に抑える。 

d. エアロスを最小限に抑えたマスクの脱着とクリアリング。 

6. 水柱の中でトリムと浮力を維持しながら安全ドリル（Sドリル）を行う能力を示す。 

7. 水柱内のトリムと浮力を維持しながらバルブドリルを行う能力を示す（ダブルシリンダーを使用

している場合）。 

8. 水柱内のトリムと浮力を維持しながら、水面マーカーブイまたはリフトバッグを展開する能力を

示す。 

9. バックアップレギュレーターまたはベイルアウト・スクーバ・システムの緊急配備を実演する。 

10. 定常深度での緊急ガス分配のシミュレーションを実演する。 
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11. 不測の事態と問題解決（インストラクター・トレーナーの判断による：） 

a. 減圧停止違反 

b. デコと再計算の増加によるボトムタイムプロファイルの延長。 

c. リフトバッグ／水面マーカーブイとリールを展開しなかった。 

d. アップラインを外したか、ボートアンカーを外したか。 

e. デコガスの損失。 

12. すべてのダイビングで少なくとも3分間の適切な減圧停止を行い、必要な場合はいつでもどこでも

適切な段階的減圧停止を行うこと。 

13. ダイビング中、良好な浮力コントロールと状況認識を示す。 

14. 優れた状況認識を示す。 

 

このコースを修了するためには 

1. オープンウォーターに必要なすべての項目を安全かつ効率的にクリアすること。 

2. TDIアドバンスナイトロックスと減圧手順の筆記試験を満足いくまで修了し、各解答を受講希望

者に適切に説明できること。 

3. トレーニングおよび潜水計画とその実行に関し、慎重かつ的確な判断力があることを示す 

4. TDI技術入門コースの指導に熟練していることを証明する。 

5. 技術入門のトピックについて、少なくとも1回の採点付きアカデミック・プレゼンテーションと少

なくとも1回の採点付きオープン・ウォーター・プレゼンテーションを行う。 
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6. サイドマウントインストラクター 

6.1 イントロダクション 

このコースは、インストラクターがすでにダイバーとして認定を受けている講習生に対して、伝統的な

バックマウントによる器材セッティングの代わりに、サイドマウントシリンダーを安全に使用する方法

を指導できるようにトレーニングをする。 

6.2 修了者に与えられる資格 

コース修了後は、サイドマウント器材を使用したダイビング指導が可能になります： 

1. ダイビングのアクティビティはトレーニングに近い。 

2. 活動地域や環境条件は、トレーニングに近い。 

このコースを修了後、以下のコースに参加することができる： 

1. TDIアドバンス・ナイトロックス・インストラクターコース。 

2. TDI減圧手順インストラクターコース。 

6.3 指導できるインストラクター 

アクティブステータスのTDI サイドマウントダイビングインストラクタートレーナー 

6.4 講習生とインストラクターの人数比 

アカデミックだ： 

1. 講習を行うために必要な施設等が整っており、かつ、時間を十分に確保できる場合は、講習生数

に制限はない。 

閉鎖水域（プールのような状態）： 

1. 該当なし。 

オープンウォーター(海、湖、採石場跡、泉、川、河口など)： 

1. インストラクター・トレーナー1名につき生徒4名まで。 

2. 状況に応じてこの数を減らすことは、インストラクター・トレーナーの裁量である。 
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6.5 講習生参加前条件 

1. SDIオープンウォーターインストラクターまたは同等の資格を有すること。 

2. TDIサイドマウントダイバー、または同等の資格を有すること。 

6.6 コース構成と時間 

水の執行： 

1. 3回のオープンウォーターダイブが必要で、最低90分のボトムタイムが必要。 

コース構成： 

1. TDIでは、インストラクター・トレーナーは参加者の人数やスキルレベルに応じてコースを構成

することができます。 

コース時間： 

1. 教室とブリーフィングの推奨時間数は4時間。 

6.7 事務手続き 

事務手続き項目： 

1. 全ての講習生からコース費用を徴収する 

2. 講習生が必須器材を所有していることを確認する 

3. 講習生にスケジュールを伝える 

4. 講習生は以下の書類の必要事項を記入する： 

a. TDI 免責同意書とリスクの告知書フォーム 

b. TDIメディカル・ステートメント・フォーム 

コース修了後、インストラクターは次の項目を実施すること： 

1. TDIダイバー登録用紙をTDI本部に提出するか、TDIウェブサイトの会員エリアからオンラインで

生徒を登録することにより、適切なTDI認定証を発行する。 

6.8 トレーニング教材 

インストラクター・トレーナーは、現行の TDI Standards and Procedures、TDI Sidemount 
Student Manual または e-Learning 
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を使用しなければなりませんが、これらのトピックの提示に役立つと思われるテキストや資料を使用す

ることもできます。 

必要な素材： 

1. SDI/TDI サイドマウントマニュアルとナレッジクエストまたはeラーニング。 

2. SDI/TDIサイドマウント・インストラクター・ガイド。 

オプション教材： 

1. TDIサイドマウントキューカード。 

2. TDIサイドマウント評価プレート。 

6.9 必須器材 

インストラクターおよびインストラクター候補生には、以下の備品が必要です： 

1. 二重ボンベ、計画されたダイビングに適した容量、生徒のガス消費量。 

2. 水中圧力計を備えた2つの独立した第1段および第2段レギュレーター。 

3. サイドマウントに適したパワーインフレーター付き浮力補償装置（BCD）。 

4. 潜水環境に適した露出スーツ。 

5. マスクとフィン。 

6. ダイブコンピューターと追加の水深計とタイミング装置。 

7. バックアップ用のコンピュータを推奨する。 

インストラクター・トレーナーと候補生は、すべての水中実習においてサイドマウント・ダイビングの

フル装備を着用しなければならない。 

6.10 学科アウトライン 

下記のトピックをコース中にカバーしなければならない： 

1. 異種容積を含むガスマッチング手順。 

2. 独立したボンベを利用したガス管理。 

3. 心理的な注意事項 

4. 機材に関する考慮事項： 

a. シリンダー・オプション。 

b. レギュレーターのオプション。 
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c. 浮力補償装置／ハーネスのオプション d.適正ウエイト 

d. 機器構成。 

5. コミュニケーション 

a. 手信号。 

b. ライトシグナル。 

6. 問題解決： 

a. ガスシェアリング 

b. ガス出血。 

c. 軽い故障。 

d. 視界の喪失。 

e. 絡み合い。 

f. セルフレスキューだ。 

7. 狭いスペース。 

8. 自然保護。 

9. 入水が難しい。 

10. Sドリル：サイドマウント専用。 

6.11 スキル達成条件と修了条件 

インストラクター候補生は以下のスキルを修了していなければならない。 

 

陸上ドリル： 

1. 陸上訓練は指導者の判断で行うことができる。 

 

ダイビング前のドリル： 

1. ダイビングの前には必ずSTARTを使用すること。 * 

2. ストレス分析と緩和 

* 
STARTは、Sドリル（OOAドリル、バブルチェック）、チーム（バディ器材チェック）、エアー（ガス
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合わせ）、ルート（エントリー／エキジット、水中予定経路）、テーブル（深度、時間、ウェイポイン

ト、スケジュール）。 

 

 

 

水中ドリル 

1. フロッグ・キック、モディファイド・フロッグ・キック、モディファイド・フラッター・キック

、バック・ワード・キック、ヘリコプター・ターン、環境に応じて手で引っ張るなど、さまざま

な推進テクニックを披露する。 

2. 手や足を動かさずに水柱の定位置でホバリングできること。 

3. ダイビングの潜降、着底、浮上時に適切な姿勢を保つことができる。 

4. 水平トリムと浮力を維持しながら、次のデモンストレーションを実行する能力を示します: 

a. サイドマウント・シリンダーのクリップを外し、取り付ける。 

b. マスクの有無にかかわらず、ガスの切り替えを行う。 

5. 独立したシリンダー内のガスを安全に管理する能力を実証する。 

6. 保存、認識、後方参照の技術を実証する。 

7. リフトバッグを展開する。 

8. 追加のボンベを携行する（オプション）。 

 

このコースを修了するためには、候補者は以下の条件を満たしていなければならない： 

1. すべての陸上訓練と潜水要件を安全かつ効率的に完了する。 

2. TDIサイドマウント最終試験を十分に終了し、各解答を入学希望者に適切に説明できること。 

3. ダイブプランとその実行に関し適切な判断を行える。 

4. TDIサイドマウントコースの指導に熟練していることを証明する。 

5. TDIサイドマウントのトピックについて、少なくとも1回のアカデミック・プレゼンテーションと

1回のオープンウォーター・プレゼンテーションを行い、それぞれ合格点を獲得すること。 
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7. ナイトロックスインストラクター (Nitrox Instructor) 

7.1 イントロダクション 

これは、ナイトロックスを呼吸用ガスとして使用する方法を指導するインストラクターレベル認定コー

スである。オープンウォーターダイビングを内容に含める場合は、最大水深は各自が保有する範囲を超

えてはいけない。このコースの目的は、EAN22～40の利点と危険要素、適切な手順を指導するインスト

ラクターを養成することである。 

7.2 修了者に与えられる資格 

このコースを修了すると、修了者は次のことができる： 

1. EAN-22からEAN-40を活用した教育活動に従事する。 

このコースを修了すると、修了者は以下のコースに参加することができる： 

1. TDIアドバンス・ナイトロックス・インストラクターコース。 

2. TDI減圧手順インストラクターコース。 

7.3 指導できるインストラクター 

アクティブステータスの TDI ナイトロックスインストラクタートレーナー 

7.4 講習生とインストラクターの人数比 

アカデミックだ： 

1. 講習を行うために必要な施設等が整っており、かつ、時間を十分に確保できる場合は、講習生数

に制限はない。 

閉鎖水域（プールのような状態）： 

1. 該当なし。 

オープンウォーター(海、湖、採石場跡、泉、川、河口など)： 

1. オープンウォーターダイブは、インストラクタートレーナーの直接指導がない場合、任意で行う

ことができる、 
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7.5 講習生参加前条件 

1. 18歳以上。 

2. SDIオープンウォーター・スクーバ・ダイバー・インストラクター、または同等の資格を取得し

ていること。 

3. ベーシックナイトロックスダイバーとして認定され、インストラクタープログラムと組み合わせ

ることができる。 

4. 最低10回のナイトロックス・ダイビングを記録した証明を提出すること。 

7.6 コース構成と時間 

オープンウォーター・エグゼキューション 

1. 2ダイブを推奨するが、必須ではない。 

コース構成： 

1. TDIでは、インストラクター・トレーナーは、参加する生徒の人数やスキルレベルに応じてコー

スを構成することができます。 

コース時間： 

1. 教室とブリーフィングの推奨時間数は6時間。 

7.7 事務手続き 

事務手続き項目： 

1. 全ての講習生からコース費用を徴収する 

2. 講習生が必須器材を所有していることを確認する 

3. 講習生にスケジュールを伝える 

4. 講習生は以下の書類の必要事項を記入する： 

a. TDI 免責同意書とリスクの告知書フォーム 

b. TDIメディカル・ステートメント・フォーム 

コース修了後、インストラクターは次の項目を実施すること： 

1. TDIダイバー登録用紙をTDI本部に提出するか、TDIウェブサイトの会員エリアからオンラインで

生徒を登録することにより、適切なTDI認定証を発行する。 

 



TDI スタンダード&プロシージャー 

  パート3：リーダーシップスタンダード 

 

 

Version:0124 Page 35 of 208 

 

 

7.8 トレーニング教材 

必要な素材： 

1. TDIナイトロックス・インストラクター・マニュアル。 

2. TDIの基準と手続きマニュアル。 

3. TDI EADテーブル。 

7.9 必須器材 

このコースには以下のものが必要である： 

該当なし。 

7.10 学科アウトライン 

このコースでは、最新のTDIスタンダード＆プロシージャー・マニュアルとTDIナイトロックス・インス

トラクター・ガイドの使用が義務付けられています。インストラクタートレーナーは、これらのトピッ

クのプレゼンテーションに役立つと思われる追加のテキストまたは教材を使用できる。 

下記のトピックをコース中にカバーしなければならない： 

1. EANの歴史。 

2. 生理学： 

a. 酸素。 

b. 窒素 

3. 物理学だ： 

a. プレッシャー・レビュー 

b. 分圧。 

4. 必要な機材 

a. 40％未満である。 

b. 40％以上だ。 

5. ダイブテーブル 

a. 空気相当深度(EAD) 

b. エンリッチド・エア・ナイトロックス（EAN）のテーブル。 
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c. 反復ダイブでミックスを切り替える。 

6. ダイブコンピューター 

a. ミックスは調整可能。 

b. 空気は統合されている。 

7. EANの利点と欠点： 

a. エアテーブルやコンピュータを使用して、生理学的に有利な空気として使用する。 

b. 無減圧ボトム時間を延長したり、浮上間隔を短くするために使用する。 

c. 酸素（O₂）毒性の危険性と深度限界。 

d. EAN混合物に関する神話と事実についての議論。 

8. 手続き： 

a. 酸素濃度計の使用と理論 

b. ガス分析およびロギング。 

7.11 スキル達成条件と修了条件 

インストラクター候補生は以下のスキルを修了していなければならない： 

1. TDIナイトロックス筆記試験を十分に終了し、各回答を受講希望者に適切に説明できること。 

2. 酸素/窒素混合物の分析に習熟する。 

3. TDIナイトロックス・ダイバー・コースの指導に熟練していることを示す。 

4. TDIナイトロックス・ダイバー・コースで要求される全てのスキルに熟練していることを示す。 

5. ナイトロックスに関するトピックについて、少なくとも1回の評価付きプレゼンテーションを行う

。 
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8. アドバンスドナイトロックスインストラクター(Adva
nced Nitrox Diver Instructor) 

8.1 イントロダクション 

これは、水深40メートル/130フィートまでの最適なミックスのために、100パーセント酸素（O₂）を

通してEAN-
21の使用を教えたいインストラクターのためのインストラクターレベルの認定コースです。このコース

の目的は、ノンストップタイム(減圧停止不要限界)において酸素濃度21～100%のEANを使用する利点

、危険要素、適切な手順を指導するインストラクターを養成することである。 

8.2 修了者に与えられる資格 

このプロセスを修了後、酸素濃度が21～100%のEANを使用するダイビング活動を教育し、認定するこ

とができる： 

1. ダイビングのアクティビティはトレーニングに近い。 

2. 活動領域はトレーニングに近い。 

3. トレーニングに近い環境条件。 

このコースを修了すると、修了者は以下のコースに参加することができる： 

1. TDI減圧手順インストラクターコース。 

2. TDIエクステンデッド・レンジ・インストラクターコース。 

8.3 指導できるインストラクター 

アクティブステータスの TDI アドバンスドナイトロックスインストラクタートレーナー 

8.4 講習生とインストラクターの人数比 

アカデミックだ： 

1. 講習を行うために必要な施設等が整っており、かつ、時間を十分に確保できる場合は、講習生数

に制限はない。 

閉鎖水域（プールのような状態）： 

1. 該当なし。 
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オープンウォーター(海、湖、採石場跡、泉、川、河口など)： 

1. インストラクター・トレーナー1名につき生徒6名まで。 

2. 状況に応じてこの数を減らすことは、インストラクター・トレーナーの裁量である。 

8.5 講習生参加前条件 

1. 18歳以上。 

2. TDIアドバンスナイトロックスダイバー、または同等の資格を有すること。 

3. ログ付けされた100本のダイブ証明（25本はナイトロックスダイビングであること）を提出する

こと。 

4. エントリー・レベルのナイトロックスで10人の生徒を認定していること。 

8.6 コース構成と時間 

オープンウォーター・エグゼキューション 

1. 合計ボトムタイムが100分以上となる4回のダイビング 

2. すべてのダイビングは水深23メートル以上でなければならない。 

3. 2ダイブは30メートル以上でなければならない。 

4. アドバンスド・ナイトロックスを減圧手順と合わせて指導する場合は、合計6本のダイビングが必

要です。 

コース構成： 

1. TDIでは、インストラクター・トレーナーは、参加する生徒の人数やスキルレベルに応じてコー

スを構成することができます。 

コース時間： 

1. 学科講習およびブリーフィングの合計時間は6時間以上 

8.7 事務手続き 

事務手続き項目： 

1. 全ての講習生からコース費用を徴収する 

2. 講習生が必須器材を所有していることを確認する 

3. 講習生にスケジュールを伝える 
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4. 講習生は以下の書類の必要事項を記入する： 

a. TDI 免責同意書とリスクの告知書フォーム 

b. TDIメディカル・ステートメント・フォーム 

コース修了後、インストラクターは次の項目を実施すること： 

1. TDIダイバー登録用紙をTDI本部に提出するか、TDIウェブサイトの会員エリアからオンラインで

生徒を登録することにより、適切なTDI認定証を発行する。 

8.8 トレーニング教材 

必要な素材： 

1. TDIアドバンス・ナイトロックス・インストラクター・ガイド。 

2. TDIの基準と手続きマニュアル。 

3. TDI Advanced Nitroxの受講者マニュアルまたはeラーニング。 

4. TDI Advanced NitroxPowerPoint. 

8.9 必須器材 

このコースには以下のものが必要である： 

1. 計画されたダイビングに十分なガスの供給。 

2. セカンダリーレギュレーターに接続された代替空気源；セカンダリーレギュレーターに接続され

た空気共有用の十分な長さのホースが必要。 

3. 水中圧力計。 

4. 水深計、ボトムタイマー、ダイブコンピューター。 

5. レギュレーターとSPGを備えたリダンダント・スクーバ・ユニット（ポニーシリンダー）を推奨

しますが、必須ではありません。 

6. パワーインフレーター付き浮力補償装置（BCD）。 

7. オープンウォーター環境に適した露出スーツ。 

8. すべての器材は、濃縮空気ナイトロックス（EAN）混合液に必要なラベルが適切に貼られ、洗浄

されていること。 

9. 酸素（O₂）分析器。 
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8.10 学科アウトライン 

インストラクター・トレーナーは、現行のTDIスタンダード＆プロシージャー・マニュアルとTDIアドバ

ンスド・ナイトロックス・マニュアルを使用しなければなりませんが、これらのトピックを説明するの

に役立つと思われるテキストや資料を追加で使用することもできます。 

 

下記のトピックをコース中にカバーしなければならない： 

1. 物理学だ： 

a. プレッシャー・レビュー 

2. 生理学： 

a. 低酸素。 

b. 酸素毒性： 

i. 全身だ。 

ii. 中枢神経系（CNS）。 

c. 窒素中毒。 

d. 窒素の吸収と排出。 

e. 二酸化炭素（CO₂）の毒性。 

f. 一酸化炭素（CO）の毒性。 

3. フォーミュラ・ワーク 

a. ベストミックスの計算。 

b. 混合計算の最大動作深度。 

4. 必要な機材 

a. 40％未満である。 

b. 40％以上だ。 

5. ダイブテーブル 

a. どのテーブルでも等価空気深度（EAD）。 

b. コンピュータ生成テーブル（Pro-Planner、DPA、Dr. X、Abyssなど）。 

6. ダイブコンピューター 

a. ミックスは調整可能。 
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b. 酸素（O₂）統合。 

7. ダイブプランモード： 

a. 作戦計画： 

i. ガスが必要。 

ii. 酸素の制限。 

iii. 窒素の制限。 

b. 一般的な混合手順（1つの方法を示す）分圧混合。 

c. 連続ブレンド。 

8. 減圧： 

a. デコガスとしてのエンリッチド・エア・ナイトロックス（EAN）の使用（50/50 
80/20など）。 

b. 減圧用の酸素。 

c. 複数のガススイッチの利点／欠点。 

8.11 スキル達成条件と修了条件 

最大トレーニング深度は40メートル（130フィート）を超えてはならない。 

インストラクター候補生は、以下のスキルをデモンストレーションレベルのクオリティで完成させなけ

ればならない： 

 

生徒は以下の技能を完成させなければならない： 

1. 混合ガスを適切に分析する。 

2. 以下の内容に基づく適切なプレダイブプランニングをデモンストレーションする 

a. 個人のガス消費量。 

b. 計画された深度での酸素暴露と実際の混合。 

c. 実際の混合物による計画深度での窒素吸収量。 

3. あらかじめ決められた制限の範囲内で、計画されたダイビングを適切に実行すること。 

 

このコースの修了条件： 
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1. TDIアドバンス・ナイトロックスコースの筆記試験を十分に修了し、各回答を受講希望者に適切

に説明できること。 

2. トレーニングおよび潜水計画とその実行に関し、慎重かつ的確な判断力があることを示す 

3. TDIアドバンス・ナイトロックス・ダイバー・コースで要求される全てのスキルに熟練している

ことを証明する。 

4. 上級ナイトロックスの指導に熟練していることを示す。 

5. アドバンスド・ナイトロックスのトピックについて、少なくとも1回の評価付きプレゼンテーショ

ンを行う。 
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9. 減圧手順インストラクター (Decompression 
Procedures Instructor) 

9.1 イントロダクション 

このプロセスでは、段階的な減圧潜水の理論と手順、計画を評価する。このプログラムは、単独のコー

スとして指導できるが、TDI アドバンスドナイトロックス、TDI アドバンストレックや TDI 
エクステンディッドレンジのインストラクターコースと合わせて指導してもよい。このコースの目的は

、最大深度45メートル／150フィートを超えない標準的な減圧手順コースを計画し、実施する方法をイ

ンストラクターに訓練することである。講習生はナイトロックスを使用することができるが、保有する

資格の範囲を遵守しなければならない。 

9.2 修了者に与えられる資格 

このコースを修了すると、修了者は以下のコースに参加することができる： 

1. TDIエクステンデッド・レンジ・インストラクターコース。 

2. TDI Advanced Wreck Instructorコース。 

3. TDIトライミックスインストラクターコース。 

9.3 指導できるインストラクター 

現役のTDI減圧手順インストラクター・トレーナーであれば、誰でもこのコースを教えることができる

。 

9.4 講習生とインストラクターの人数比 

アカデミックだ： 

1. 講習を行うために必要な施設等が整っており、かつ、時間を十分に確保できる場合は、講習生数

に制限はない。 

閉鎖水域（プールのような状態）： 

1. 該当なし。 

オープンウォーター(海、湖、採石場跡、泉、川、河口など)： 

1. インストラクター・トレーナー1名につき生徒4名まで。 
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2. 状況に応じてこの数を減らすことは、インストラクター・トレーナーの裁量である。 

9.5 講習生参加前条件 

1. 18歳以上。 

2. TDIアドバンス・ナイトロックス・インストラクターまたは同等の資格（アドバンス・ナイトロ

ックス・インストラクター・コースがデコ・プロシージャー・インストラクターと同時に教えら

れている場合を除く）。 

3. TDI減圧プロシージャーダイバー以上の資格、または同等の資格。 

4. ログ付けされた150ダイブの証明を提出すること。 

5. SDIディープ・ダイバーまたはTDIアドバンスド・ナイトロックス・ダイバーまたは同等の資格を

10名、SDIアドバンスド・アドベンチャー・ダイバーまたは同等の資格を10名取得。 

9.6 コース構成と時間 

オープンウォーター・エグゼキューション 

1. 減圧潜水を4回、最低累積潜水時間100分。 

2. TDIアドバンス・ナイトロックスを減圧手順と合わせて教える場合は、合計6ダイブが必要です。 

コース構成： 

1. TDIでは、インストラクター・トレーナーは、参加する生徒の人数やスキルレベルに応じてコー

スを構成することができます。 

コース時間： 

1. 学科講習およびブリーフィングの合計時間は6時間以上。 

9.7 事務手続き 

事務手続き項目： 

2. 全ての講習生からコース費用を徴収する 

3. 講習生が必須器材を所有していることを確認する 

4. 講習生にスケジュールを伝える 

5. 講習生は以下の書類の必要事項を記入する： 

a. TDI 免責同意書とリスクの告知書フォーム 
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b. TDIメディカル・ステートメント・フォーム 

コース修了後、インストラクターは次の項目を実施すること： 

6. TDIダイバー登録用紙をTDI本部に提出するか、TDIウェブサイトの会員エリアからオンラインで

生徒を登録することにより、適切なTDI認定証を発行する。 

9.8 トレーニング教材 

必要な素材： 

1. TDI減圧手順インストラクターガイド。 

2. TDI標準および手順マニュアル。 

3. TDI減圧手順の学生マニュアルまたはeラーニング。 

4. TDI減圧手順のパワーポイント。 

9.9 必須器材 

このコースには以下のものが必要である： 

1. プライマリーシリンダー 

2. 計画されたダイビングと生徒のガス消費量に適したシリンダー容量。 

3. 減圧ミックスシリンダー 

a. 潜水可能な圧力計を使用し、計画されたダイビングに適したシリンダー容量と生徒のガ

ス消費量。 

b. TDI スタンダードに則したラベリング 

4. レギュレーター（複数可）： 

a. すべてのプライマリシリンダにプライマリステージとオルタネートセカンドステージが

必要。 

b. すべてのプライマリーシリンダーには水中圧力計が必要である。 

5. 機器構成に適した浮力補償装置（BCD）。 

6. 現場の状況に応じて、ジョン・ラインやその他のリギング・ラインを使用する。 

7. リフトバッグ／水面マーカーブイ付きアセントリール： 

a. 計画された最大深度に対して十分。 

b. 最低23kg/50ポンドのリフトバッグ。 
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8. 水深計、オートマチックボトムタイマー、ダイブコンピューター。 

9. オープンウォーター環境に適した露出スーツ。 

10. 酸素（O₂）分析器。 

11. 水中スレート。 

12. 必要であれば、潜水可能なダイブテーブル。 

9.10 学科アウトライン 

インストラクター・トレーナーは、TDI減圧手順インストラクターガイドと現行のTDI標準および手順マ

ニュアルを使用しなければなりませんが、これらのトピックを説明するのに役立つと思われるテキスト

や資料を追加で使用することもできます。 

下記のトピックをコース中にカバーしなければならない： 

1. 必要な減圧停止と比較した安全停止の概要。 

2. 物理学だ： 

a. プレッシャー・レビュー 

3. 生理学： 

a. 気泡形成のメカニズム。 

b. 減圧における高酸素ミックスの利点。 

c. 窒素の吸収と排出。 

d. 二酸化炭素（CO₂）の毒性。 

e. 上昇率／下降率 

f. 熱中症 

g. 低体温症。 

h. 心理的側面：タスクの負荷、ストレス、パニック、時間管理。 

4. 減圧オプション： 

a. 空気だ。 

b. ナイトロックス 

c. 酸素（O₂）。 

5. 機器の検討： 

a. ツインシリンダーまたはシングルシリンダーのオプション、バルブのオプション。 
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b. ステージシリンダーのオプション。 

c. ハーネス/BCDオプション。 

d. コンピュータ、水深計、ボトムタイマーのオプション。 

e. 上昇リールとナビゲーションリール。 

f. ドリフトや自由減圧のためのリフトバッグ／水面マーカーブイ。 

g. ジョンラインかガービンのクリップ。 

h. ダイブフェーズと減圧時の適切な加重と浮力コントロール。 

6. ダイブテーブル 

a. さまざまなモデル（DCIEM、米海軍など）の紹介とレビュー。 

7. ダイブコンピューター 

a. ミックスは調整可能。 

b. 酸素（O₂）統合。 

8. ダイブプランモード： 

a. 標準操作： 

i. ガスが必要。 

ii. 酸素（O₂）の制限。 

iii. 窒素の制限。 

b. 緊急時の計画 

i. 減圧停止違反 

ii. 減圧症 

iii. 機器の故障。 

9. 手続き： 

a. プライマリーと減圧ガス： 

i. 通常運転。 

ii. 故障、紛失、緊急処置の不備。 

iii. 分析と記録。 

iv. デコ供給レギュレーターのセーフガード。 

v. 減圧装置の艤装と展開。 
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b. 降臨： 

i. エントリー方法、ダウンライン、フリーディセント。 

ii. ダイバーが携行する器材の整理。 

c. 上昇する： 

i. 変動金利。 

ii. トリムと補正。 

d. 固定またはドリフトデコ方式： 

i.  アップラインはボトムに固定。 

ii. リール、リフトバッグ、水面マーカーブイ。 

iii. 無料のドリフトステージまたはボート供給。 

iv. 自給式ガスボンベと地上供給/ランデブー式ガスボンベの比較。 

e. サポートする： 

i. 海岸から 

ii. 降下ラインまたは固定プラットフォームから。 

iii. 船上生活から。 

10. 管理手続き： 

a. メディカルフォーム 

b. 権利放棄フォーム 

c. リスク管理。 

d. 登録用紙 

e. 基準と手順。 

9.11 スキル達成条件と修了条件 

インストラクター候補生は、以下のスキルをデモンストレーションレベルのクオリティで完成させなけ

ればならない： 

 

1. ダイビングの前に、各シリンダー内の混合ガスを分析し、内容物タグと施設ナイトロックスログ

に記入する。 

2. 高度なダイビング前計画とダイビング分析（リスクアセスメントを含む）を行う： 
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a. 個人の能力、環境条件、ガス消費量（個人とチーム）に基づいて、ダイビングの適切な

深度と制限時間を事前に決定する。 

b. 無減圧限界（NDL）や等価空気深度（EAD）など、窒素に関連する限界を事前に決定す

る。 

c. ダイバーが携行する器材の組み立て。 

3. 計画されたダイビングを、決められた範囲内で適切に実施すること： 

a. 適切な降下率と上昇率。 

b. 適切な段階的減圧停止手順。 

c. 段階的減圧装置（テーブル、コンピューター、ボンベ、レギュレーターなど）の状態を

監視すること。 

4. 不測の事態と問題解決（インストラクター・トレーナーの判断による：） 

a. 減圧停止違反 

b. 減圧と再計算を増やし、ボトムタイムプロファイルを延長。 

c. リフトバッグ／水面マーカーブイとリールを展開しなかった。 

d. アップラインを外したか、ボートアンカーを外したか。 

e. 減圧ガスの喪失。 

5. すべてのダイビングで少なくとも3分間の適切な減圧停止を行い、必要な場合には適切に減圧停止

を段階的に行うこと。 

6. ダイブリールやアップラインを使い、バッグや水面マーカーブイをリフトアップして正しく展開

することを実演する。 

7. 30メートル／100フィートを超えない定常深度での緊急ガス分配のシミュレーションを実演する

こと。 

8. 水深30メートルを超えない深度で、ボトムミックスを含むバックアップレギュレーターまたはベ

イルアウト・スクーバシステムを緊急展開することを実演すること。 

9. 以下の内容を含めた、ボトムミックス、減圧用ミックス、トラベルミックス(使用する場合)の適

切な配置と管理、使用をデモンストレーション: 

a. 保守的なガス管理。 

b. ミックスのために深すぎる降下を避けるための深度コントロール。 

c. ダイビング中、浮力のコントロールと意識の高さを示す。 

 

このコースの修了条件： 



TDI スタンダード&プロシージャー 

  パート3：リーダーシップスタンダード 

 

 

Version:0124 Page 50 of 208 

 

 

1. TDI減圧手順コースの筆記試験を十分に修了し、各解答を入学希望者に適切に説明できること。 

2. トレーニングおよび潜水計画とその実行に関し、慎重かつ的確な判断力があることを示す 

3. TDI減圧プロシージャーコースで要求される全てのスキルに習熟していることを証明する。 

4. 段階的減圧の指導に熟練していることを示す。 

5. TDI減圧手技のトピックについて、少なくとも1回の評価付きプレゼンテーションを行う。 
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10. エクテンディッドレンジインストラクター 
(Extended Range Instructor) 

10.1 イントロダクション 

このコースは、減圧中にナイトロックス混合液または酸素(O₂)を使用し、段階的減圧を必要とする55メ
ートル/180フィートまでのエアダイブを指導する能力を認定されるために必要なトレーニングと経験を

提供します。このコースの目的は、最大55メートル/180フィートまでのディープ・エア・ダイビングと

、段階的減圧のためのナイトロックス混合液または酸素を利用する際の適切なテクニック、必要な器材

、危険について、インストラクターを訓練することである。 

10.2 修了者に与えられる資格 

このコースを修了後、ナイトロックスガスを使用したテクニカルダイビング活動について指導すること

ができる： 

1. ダイビングのアクティビティはトレーニングに近い。 

2. 活動領域はトレーニングに近い。 

3. トレーニングに近い環境条件。 

このコースを修了すると、修了者は以下のコースに参加することができる： 

1. TDI Advanced Wreck Instructorコース。 

2. TDIトライミックスインストラクターコース。 

10.3 指導できるインストラクター 

現役のTDI Extended Range Instructor Trainerであれば、誰でもコースを教えることができる。 

10.4 講習生とインストラクターの人数比 

アカデミックだ： 

1. 講習を行うために必要な施設等が整っており、かつ、時間を十分に確保できる場合は、講習生数

に制限はない。 

閉鎖水域（プールのような状態）： 

1. 該当なし。 
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オープンウォーター(海、湖、採石場跡、泉、川、河口など)： 

1. インストラクター・トレーナー1名につき生徒4名まで。 

2. 状況に応じてこの数を減らすことは、インストラクター・トレーナーの裁量である。 

10.5 講習生参加前条件 

1. 最低年齢21歳。 

2. 250ダイブのログを証明する書類を提出すること。 

3. TDIエクステンデッド・レンジ・ダイバーの資格、または同等の資格。 

4. TDIアドバンスナイトロックスおよび減圧手順インストラクターの資格、または同等の資格。 

5. アドバンス・ナイトロックス・ダイバーまたは減圧プロシージャー・ダイバーの認定を10名以上

受け、そのうち最低5名は減圧プロシージャー・ダイバーでなければならない。 

10.6 コース構成と時間 

オープンウォーター・エグゼキューション 

1. 合計ボトムタイムが100分以上となる4回のダイビング 

2. すべてのダイブは水深30メートル以上、うち2ダイブは水深40メートル以上でなければならない

。 

コース構成： 

1. TDIでは、インストラクター・トレーナーは、参加する生徒の人数やスキルレベルに応じてコー

スを構成することができます。 

コース時間： 

1. クラスルームとブリーフィングの最低受講時間は8時間です。 

10.7 事務手続き 

事務手続き項目： 

1. 全ての講習生からコース費用を徴収する 

2. 講習生が必須器材を所有していることを確認する 

3. 講習生にスケジュールを伝える 

4. 講習生は以下の書類の必要事項を記入する： 
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a. TDI 免責同意書とリスクの告知書フォーム 

b. TDIメディカル・ステートメント・フォーム 

コース修了後、インストラクターは次の項目を実施すること： 

1. TDIダイバー登録用紙をTDI本部に提出するか、TDIウェブサイトの会員エリアからオンラインで

生徒を登録することにより、適切なTDI認定証を発行する。 

10.8 トレーニング教材 

必要な素材： 

1. TDIの基準と手続きマニュアル。 

2. TDI Extended Range/Trimix 生徒用マニュアルまたはeラーニング。 

3. TDIエクステンデッド・レンジ／トリミックスIG。 

4. TDI Extended Range/Trimix PowerPoint プレゼンテーション. 

オプションの素材： 

1. ディープ・ダイビングブレット・ギリアム著、ジョン・クレア監修。 

10.9 必須器材 

インストラクター候補生には、以下の備品が必要です： 

1. ボトムミックスシリンダー 

a. 計画されたダイビングに適したボンベ容量と、候補となるガスの消費量。 

b. デュアルアウトレットバルブまたはマニホールドが必要。 

c. TDI スタンダードに則したラベリング 

2. トラベルミックスシリンダー（推奨：） 

a. 計画されたダイビングと生徒のガス消費量に適したシリンダー容量。 

b. TDI スタンダードに則したラベリング 

3. 減圧ミックスシリンダー 

a. 計画されたダイビングと生徒の消費量に適したシリンダー容量 b.TDI 
スタンダードに則したラベリング 

4. レギュレーター（複数可）： 
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a. すべてのボトムミックスシリンダーにプライマリおよびプライマリリダンダントが必要

。 

b. 水中圧力計は、すべてのプライマリー／ボトムミックスシリンダーに必要である。 

c. 必要であれば、深部での空気共有を容易にするため、非常用のロングホース第2ステー

ジを指定し、適切に装備すべきである。 

5. 機器構成に適した浮力補償装置（BCD）。 

6. 冗長性のある深度とタイミング装置。深度とタイミング装置として使用できる空気減圧コンピュ

ータ。 

7. オープンウォーター環境に適した冗長ライトシステム。 

8. 現場の状況に応じて、ジョン・ラインやその他のラインを使用する。 

9. リフトバッグ／水面マーカーブイ付きアセントリール： 

a. 計画された最大深度に対して十分。 

b. 最低23kg/50ポンドのリフトバッグ。 

10. オープンウォーター環境に適した露出スーツ。 

11. 2つのラインカット装置。 

12. 水中スレート。 

10.10 学科アウトライン 

インストラクター・トレーナーは、最新の「TDI 
基準と手順マニュアル」を使用しなければなりません。インストラクターは、これらのトピックの提示

に役立つと思われる追加のテキストまたは資料を使用できます。 

下記のトピックをコース中にカバーしなければならない： 

1. ディープ・エア・ダイビングの歴史。 

2. 物理学だ： 

a. プレッシャー・レビュー 

b. 潜水計画問題を解くための公式、最大動作深度（MOD）、ベストミックスなど。 

3. 生理学： 

a. 低酸素。 

b. 酸素（O₂）毒性： 

i. 全身だ。 
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ii. 中枢神経系（CNS）。 

c. 窒素中毒。 

d. 窒素の吸収と排出。 

e. 二酸化炭素（CO₂）の毒性。 

f. 一酸化炭素（CO）の毒性。 

g. 熱中症 

h. 低体温症。 

4. 減圧オプション： 

a. 空気だ。 

b. ナイトロックス 

c. 酸素（O₂）。 

5. 必要な機材 

a. ツインシリンダーまたはシングルシリンダーのオプション。 

b. ステージシリンダーのオプション。 

c. レギュレーターのオプション。 

d. ハーネス/BCDオプション。 

e. コンピューター/水深計/ボトムタイマーのオプション。 

f. 上昇リールとナビゲーションリール。 

g. ドリフト減圧やフリー減圧のためのリフトバッグ/サーフェスマーカーブイ 

h. ライト 

i. リダンダントマスクとナイフ 

j. ジョンラインまたはガルヴィンクリップ 

6. ダイブテーブル 

a. さまざまなモデルの紹介とレビュー、DCIEM、米海軍推奨。 

b. コンピュータで作成した表の紹介。 

7. ダイブコンピューター 

a. ミックスは調整可能。 

b. 酸素（O₂）統合。 
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8. ダイブプランモード： 

a. 作戦計画： 

i. サポートする。 

ii. チーム 

b. チーム・プランニング： 

i. ガスが必要。 

ii. 酸素の制限。 

iii. 窒素の制限。 

c. 緊急時の計画 

i. 減圧停止違反 

ii. 酸素（O₂）毒性。 

iii. 減圧症 

iv. 一般的なことだ。 

9. 手続き： 

a. ボトム、トラベル、減圧ガス： 

i. 通常運転。 

ii. 故障、紛失または緊急処置の不備 iii.分析と記録。 

b. 降臨： 

i. エントリー、ダウンライン、フリー滑降の方法。 

ii. ナルコーシスを認識する。 

iii. 呼吸。 

iv. ダイバーが携行する器材の整理。 

c. 上昇する： 

i. 変動金利。 

ii. トリムと補正。 

d. サポートする。 

e. ナビゲーション 

i. 海岸から 
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ii. 下り線から。 

iii. 船上生活から。 

10.11 スキル達成条件と修了条件 

インストラクター候補生は、次のスキルを習得する必要があります最大深度55メートル（180フィート

）を超えてはならない。 

インストラクター候補生は、以下のスキルをデモンストレーションレベルのクオリティで完成させなけ

ればならない： 

 

1. 使用するすべての混合ガスを適切に分析すること。 

2. 以下の内容に基づく適切なプレダイブプランニングをデモンストレーションする 

a. 個人とチームのガス消費量に基づく限界 

b. 実際の混合物の計画深度における酸素暴露。 

c. 実際の混合物による計画深度での窒素吸収。 

3. 不調なレギュレーターをスイッチし分離する適切な手順をデモンストレーション 

4. 特定のダイビングに適したナビゲーションテクニックを実演する。 

5. 1ダイブで、アセントリールとバッグ、またはジャージーのアップラインを使って浮上し、段階的

減圧を行う。 

 

このコースの修了条件： 

1. TDI Extended 
Rangeコースの筆記試験を十分に終了し、各解答を入学希望者に適切に説明できること。 

2. トレーニングおよび潜水計画とその実行に関し、慎重かつ的確な判断力があることを示す 

3. TDIエクステンデッド・レンジ・ダイバー・コースで要求される全てのスキルに熟練しているこ

とを示す。 

4. TDIエクステンデッド・レンジ・ダイバー・プログラムの指導に熟練していることを示す。 

5. 範囲を広げたトピックについて、少なくとも1回の採点付きプレゼンテーションを行う。 
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11. ヘリトロックスインストラクター 

11.1 イントロダクション 

ヘリトロックスコースでは、呼吸気体内のヘリウムを呼吸用ガスとして利用するステージデコダイビン

グの理論、方法、手順を学ぶ。このコースの目的は、最大深度45メートル／150フィートを超えない標

準的な段階的減圧ダイビングを教えるインストラクターを養成することである。講習生は、ガスミック

スが現在の認定レベル内であれば、He含有量が35％以下のナイトロックスとヘリウムミックス、および

デコダイビング用に最大100％の酸素を利用できます。35％を超えるヘリウム（+/- 
5％）または21％未満の酸素（+/- 1％）を含む呼吸ガスミックスは許可されていません。 

11.2 修了者に与えられる資格 

このコースを修了すると、修了者は次のことができます: 

1. ダイビングのアクティビティはトレーニングに近い。 

2. 活動範囲はトレーニングに近い。 

3. トレーニングに近い環境条件。 

11.3 指導できるインストラクター 

現役のTDIヘリトロックス・インストラクター・トレーナーであれば、誰でもこのコースを教えること

ができます。 

11.4 講習生とインストラクターの人数比 

アカデミックだ： 

1. 講習を行うために必要な施設等が整っており、かつ、時間を十分に確保できる場合は、講習生数

に制限はない。 

閉鎖水域（プールのような状態）： 

1. 該当なし。 

オープンウォーター(海、湖、採石場跡、泉、川、河口など)： 

1. インストラクター・トレーナー1名につき生徒4名まで。 

2. 状況に応じてこの数を減らすことは、インストラクター・トレーナーの裁量である。 
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11.5 講習生参加前条件 

1. 最低年齢21歳。 

2. TDIトライミックスダイバー、または同等の資格を有すること。 

3. TDIアドバンス・ナイトロックス・インストラクターまたは同等の資格（アドバンス・ナイトロ

ックス・インストラクター・コースがヘリトロックス・インストラクター・コースと同時に行わ

れる場合を除く）。 

4. アドバンス・ナイトロックス、ディープ、アドバンス・アドベンチャーの認定を受けたダイバー1
0名、または同等のダイバーであることを証明するもの。 

5. 250ダイブのログを証明するもので、トレーニング以外のヘリトロックスまたはトライミックス

の減圧ダイブを20本以上ログに残していること。 

11.6 コース構成と時間 

オープンウォーター・エグゼキューション 

1. 減圧潜水を4回、最低累積潜水時間100分。 

2. すべてのダイブは水深30メートル以上、2ダイブは水深40メートル以上でなければならない。 

注意：すべてのダイブは、コースのパラメターと一致する内容のヘリウム混合物を含まなければならな

い。 

コース構成： 

1. TDIでは、インストラクター・トレーナーは、参加する生徒の人数やスキルレベルに応じてコー

スを構成することができます。 

コース時間： 

1. 教室とブリーフィングの推奨時間数は8時間。 

11.7 事務手続き 

事務手続き項目： 

1. 全ての講習生からコース費用を徴収する 

2. 講習生が必須器材を所有していることを確認する 

3. 講習生にスケジュールを伝える 

4. 講習生は以下の書類の必要事項を記入する： 
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a. TDI 免責同意書とリスクの告知書フォーム 

b. TDIメディカル・ステートメント・フォーム 

コース修了後、インストラクターは次の項目を実施すること： 

1. TDIダイバー登録用紙をTDI本部に提出するか、TDIウェブサイトの会員エリアからオンラインで

生徒を登録することにより、適切なTDI認定証を発行する。 

11.8 トレーニング教材 

必要な素材： 

1. TDI減圧手順の学生マニュアルまたはeラーニングとインストラクターガイド。 

2. TDI Extended Range/Trimix 学生マニュアルまたはeラーニングとインストラクターガイド。 

オプションの素材： 

1. TDI PowerPoint®プレゼンテーションに対応。 

2. TDIアドバンスドリミックスマニュアル 

11.9 必須器材 

各生徒に必要な用具は以下の通り： 

1. プライマリーシリンダー(1本または複数本); 
計画されたダイビングと生徒のガス消費量に適したシリンダー容量。 

2. シリンダーは、容量が計画されたダイブと講習生のガス消費量に対して適切であり、残圧計がつ

いている事 

3. TDI スタンダードに則したラベリング 

4. 水深計、オートマチックボトムタイマー、Iまたはダイブコンピューター。 

5. レギュレーター（複数可）。 

6. すべてのプライマリシリンダにプライマリステージとオルタネートセカンドステージが必要。 

7. すべてのプライマリーシリンダーには水中圧力計が必要である。 

8. 装備構成に適した浮力補償装置（BCD）。 

9. ラインカット装置。 

10. 現場の状況に応じて、ジョン・ラインやその他のリギング・ラインを使用する。 
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11. リフトバッグ付きアセントリール／最大計画水深に適した水面マーカーブイ、最低12kg／25ポ
ンドのリフトバッグ。 

12. 酸素濃度計、ヘリウム濃度計。 

13. オープンウォーター環境に適した露出スーツ。 

14. 水中スレート。 

11.10 学科アウトライン 

このコースでは、TDI Decompression ProceduresとExtended 
Range/Trimixのマニュアルまたはeラーニングの使用が必須ですが、インストラクター・トレーナーは

、これらのトピックの説明に役立つと思われるテキストや資料を追加で使用しても構いません。 

下記のトピックをコース中にカバーしなければならない： 

1. 減圧「安全停止」の概要と、必要な停止との比較。 

2. 物理学だ： 

a. プレッシャー・レビュー 

3. 生理学： 

a. 気泡形成の力学。 

b. 減圧用高酸素ミックスの利点。 

c. ボトムガス用ヘリウムミックスの利点。 

d. 低酸素。 

e. 酸素毒性： 

i. 全身（OTUs）。 

ii. 中枢神経系（CNS）。 

f. 窒素中毒。 

g. 窒素とヘリウムの吸収と排出。 

h. 二酸化炭素の毒性。 

i. 一酸化炭素中毒。 

j. ヘリウムだ： 

i. HPNSだ。 

ii. 呼吸への影響。 
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iii. 絶縁体としての効果。 

k. カウンター拡散。 

l. 熱中症 

m. 低体温症。 

n. 上昇率／下降率 

o. 心理的側面： 

i. タスクローディング。 

ii. ストレスだ。 

iii. パニックだ。 

iv. 時間管理。 

v. 器材 

4. 減圧オプション： 

a. 空気だ。 

b. ナイトロックス 

c. 酸素。 

5. 機器の検討： 

a. ツインシリンダーまたはシングルシリンダー、バルブオプション。 

b. ステージシリンダーのオプション。 

c. レギュレーターのオプション。 

d. ハーネス/BCDオプション。 

e. コンピュータ、水深計、ボトムタイマーのオプション。 

f. 上昇リールとナビゲーションリール。 

g. ドリフトや自由減圧のためのリフトバッグ／水面マーカーブイ。 

h. ジョンラインかガービンのクリップ。 

i. 潜水段階と減圧中の適切な加重と浮力コントロール。 

6. ダイブテーブルとコンピューターの比較： 

a. さまざまなモデル（Bühlmann、DCIEM、米海軍など）の紹介とレビュー。 

b. ダイブプランニングと減圧のための電子マルチレベル・ダイブコンピューターの正しい

使用法： 
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i. ミックスは調整可能。 

ii. O₂統合された。 

7. ダイブプランモード： 

a. 標準的な操作。 

i. ガスが必要。 

ii. 酸素の制限。 

iii. 窒素の制限。 

iv. ヘリウムの限界。 

b. 緊急時の計画 

i. 減圧停止違反 

ii. 減圧症 

iii. 機器の故障。 

8. 手続き： 

a. 一次ガスと減圧ガス： 

i. 通常運転。 

ii. 故障、紛失、緊急処置の不備。 

iii. 分析と記録。 

iv. 減圧供給レギュレーターのセーフガード。 

v. 減圧装置の艤装と展開。 

b. 降臨： 

i. エントリー方法、ダウンライン、フリーディセント。 

ii. ダイバーが携行する器材の整理。 

c. 上昇する： 

i. 変動金利。 

ii. トリムと補正。 

d. 固定またはドリフト減圧法： 

i. アップラインはボトムに固定。 

ii. リール、リフトバッグ、水面マーカーブイ。 
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iii. 無料のドリフトステージまたはボートを提供。 

iv. 自給式ガスボンベと地上供給/ランデブー式ガスボンベの比較。 

e. サポートする： 

i. 海岸から 

ii. 降下ラインまたは固定プラットフォームから。 

iii. ライブアボードボートから。 

11.11 スキル達成条件と修了条件 

インストラクター候補者は、クオリティを実証するために以下のスキルを修了していなければならない

： 

1. 使用するすべての混合ガスを適切に分析すること。 

 

陸上ドリル： 

1. ソフト・オーバーヘッド環境に適した機器の選択と準備。 

2. リフトバッグ展開のためのチーム指向の訓練（バディチェック）を実施する。 

3. ガス切り替え手順について、チーム指向の訓練（バディチェック）を実施する。 

4. バディチームのガスマッチング。 

5. 基本的なハンドシグナルに精通していることを示す。 

6. ダイブ前の計画が適切であることを示す： 

a. 個人とチームのガス消費量による限界 

b. 正確なダイビングと減圧プロファイル 

 

プレダイブドリル： 

1. すべてのダイビングの前にSTART*を使用してください。 

2. ストレス分析と緩和 

* 
STARTは、Sドリル（OOAドリル、バブルチェック）、チーム（バディ器材チェック）、エアー（ガス

合わせ）、ルート（エントリー／エキジット、水中予定経路）、テーブル（深度、時間、ウェイポイン

ト、スケジュール）。 
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水中ドリル 

1. 浮力コントロール（手や足を動かさずに水柱の定位置でホバリングする能力）を実証する。 

2. コミュニケーション、接近、チーム指向のダイビング練習を通して、バディや他のチームメンバ

ーをよく意識すること。 

3. 減圧ボトル1本を持って、水面や水深を快適に泳ぐことができる。 

4. 水柱内の位置を保ちながら、減圧シリンダーを1本ずつ落下させ、回収する能力を示す。 

5. 単独で、あるいはチームの一員として、リフトバッグを展開する能力を示す。 

6. リフトバッグ／緊急用アセントライン（ロストアセントライン）を使って、コントロール／段階

的アセントを実演する。 

7. マスクの取り外しと交換（バックアップマスクの配備）。 

8. マニホールドまたはファーストステージ、SPG、プライマリーレギュレーターからのガス流出に

対する適切な反応を示すこと。 

9. BCDインフレーターの故障に対応する（LPホースを外し、ガスを捨て、BCD/ウイングを中性浮

力まで口で膨らませる）。 

10. バディやチームメンバーと共に、深度でのガス・スイッチの確認ができることを示す。 

11. バディがデコガスを少なくとも1分間呼吸する。 

12. バックアップマスクに切り替える（マスクを外して交換する）。 

13. 模擬的なフリーフロー式デコ・レギュレーターに対する適切な反応を示す。 

14. 減圧緊急時に、減圧スケジュールを適切に変更する（時間的、深度的に）（シミュレーション予

定）。 

15. 水深と水面（それぞれ横30メートル/90フィート）で疲労したダイバーの曳航を実演する。 

16. 水深15メートル（45フィート）で水平に息継ぎをしながら泳ぐ。 

17. あらかじめ決められた制限の範囲内で、計画されたダイビングを適切に実行すること。 

a. ダイバーが携行する器材の組み立て。 

b. 適切な降下／上昇率。 

c. 適切な段階的停止手順。 

d. 減圧状態設備（テーブル、コンピュータ、機器）の監視。 

18. 不測の事態と問題解決（インストラクターの判断による：） 

a. 減圧停止違反 
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b. 減圧と再計算されたスケジュールを増加させた拡張ボトム時間プロファイル。 

c. リフトバッグとリールの展開に失敗。 

d. アップラインを外したか、ボートアンカーを外したか。 

e. 減圧ガスの喪失。 

19. すべての無減圧潜水では、少なくとも3分間の安全停止を実施し、また、義務付けられている場合

はいつでも、どこでも、適切な段階的減圧停止を実施しなければならない。 

20. 30メートル／100フィートを超えない定常深度での緊急ガス共有のデモンストレーション（模擬

）。 

21. 水深30メートルを超えない深度で、ボトムミックスを含むバックアップレギュレーターまたはベ

イルアウト・スキューバシステムを緊急展開することを実演すること。 

22. 以下の内容を含めた、ボトムミックス、デコミックス、トラベルミックス(使用する場合)の適切

な配置と管理、使用をデモンストレーション 

a. 保守的なガス管理。 

b. ミックスのために深すぎる降下を避けるための深度コントロール。 

c. インストラクターからの指示や合図に適切かつタイムリーに反応し、ダイビングを通し

て浮力のコントロールと意識を示すこと。 

 

このコースを修了するためには、候補者は以下の条件を満たしていなければならない： 

1. TDI減圧手順コースの筆記試験を十分に修了すること。 

2. TDIトライミックスコースの筆記試験を十分に終了し、各回答を受講希望者に適切に説明できる

こと。 

3. オープンウォーターに必要なすべての項目を安全かつ効率的にクリアすること。 

4. ダイブプランとその実行に関し適切な判断を行える。 

5. TDIヘリトロックス・ダイバー・コースの指導に熟練していることを証明する。 

6. ヘリトロックスに関するトピックについて、少なくとも1回の評価付きプレゼンテーションを行う

。 
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12. アドバンストレックインストラクター(Advanced 
Wreck Instructor) 

12.1 イントロダクション 

このコースでは、高度なテクニックを通して、インストラクターに快適さと規律を身につけさせ、より

安全で生産性の高い、楽しいレックコースを実施できるようにします。このプログラムではペネトレー

ション(内部侵入)スキルやテクニックを含みます。水深は、インストラクターが訓練を受け、能力を有

するレベルを超えてはならないが、いかなる場合においても、本プログラムの最大水深は55メートル（

180フィート）を超えてはならない。このコースの目的は、レックダイビングの適切なテクニック、設

備要件、危険性についてインストラクターをトレーニングすることです。 

12.2 修了者に与えられる資格 

このコースを修了後、インストラクターは次のような条件下でレックダイビングを指導することができ

ます： 

1. ダイビングのアクティビティはトレーニングに近い。 

2. 活動領域はトレーニングに近い。 

3. トレーニングに近い環境条件。 

12.3 指導できるインストラクター 

TDIアドバンスド・レック・ダイビング・インストラクター・トレーナーであれば、誰でもこのコース

を教えることができます。 

12.4 講習生とインストラクターの人数比 

アカデミックだ： 

1. 講習を行うために必要な施設等が整っており、かつ、時間を十分に確保できる場合は、講習生数

に制限はない。 

閉鎖水域（プールのような状態）： 

1. 該当なし。 

オープンウォーター(海、湖、採石場跡、泉、川、河口など)： 
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1. インストラクター・トレーナー1名につき生徒4名まで。 

2. 状況に応じてこの数を減らすことは、インストラクター・トレーナーの裁量である。 

12.5 講習生参加前条件 

1. 最低年齢21歳。 

2. TDI減圧プロシージャー、TDIアドバンスドレックダイバー、または同等の資格を有すること。 

3. TDIアドバンスナイトロックスインストラクターまたは同等の資格を有すること。 

4. 最低50ダイブは沈船ダイブ、25ダイブは沈船貫通ダイブであること。 

5. SDIレック・ダイバーまたは同等の資格を10名取得。 

12.6 コース構成と時間 

オープンウォーター・エグゼキューション 

1. 合計ボトムタイムが100分以上となる6回のペネトレーションレックダイビング 

コース構成： 

1. TDIでは、インストラクター・トレーナーは、参加する生徒の人数やスキルレベルに応じてコー

スを構成することができます。 

コース時間： 

1. クラスルームとブリーフィングの最低受講時間は8時間です。 

12.7 事務手続き 

事務手続き項目： 

1. 全ての講習生からコース費用を徴収する 

2. 講習生が必須器材を所有していることを確認する 

3. 講習生にスケジュールを伝える 

4. 講習生は以下の書類の必要事項を記入する： 

a. TDI 免責同意書とリスクの告知書フォーム 

b. TDIメディカル・ステートメント・フォーム 

コース修了後、インストラクターは次の項目を実施すること： 
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1. TDIダイバー登録用紙をTDI本部に提出するか、TDIウェブサイトの会員エリアからオンラインで

生徒を登録することにより、適切なTDI認定証を発行する。 

12.8 トレーニング教材 

必要な素材： 

1. TDIの基準と手続きマニュアル。 

2. TDI Advanced WreckStudent Manual. 

3. TDI Advanced WreckInstructor Guide. 

4. TDI Advanced WreckPowerPoint Presentation. 

12.9 必須器材 

各生徒に必要な用具は以下の通り： 

1. プライマリーシリンダー 

a. 計画されたダイビングに適したボンベ容量と、ガス消費量の目安。 

b. デュアルアウトレットバルブまたはマニホールドが必要。 

c. TDI スタンダードに則したラベリング 

2. ダイビングポイントによって必要な旅行用または減圧用ボンベ。 

3. レギュレーター 

a. すべてのプライマリーブリージングシリンダーにプライマリーおよびプライマリーリダ

ンダントが必要。 

b. プライマリーシリンダーとトラベル/減圧シリンダーには水中圧力計が必要です。 

c. プライマリーまたはプライマリーリダンダントからつながるエア共有用の十分な長さの

ホースが必要。 

4. 外洋環境に適した浮力補償装置（BCD）。 

5. 水深計、オートマチックボトムタイマー、ダイブコンピューター。 

6. バックアップ用の深度計とタイミング計；深度計とタイミング計として、エアまたはマルチガス

減圧コンピュータの使用が認められている。 

7. 頭上環境に適したプライマリ・ライトとバックアップ・ライト・システム。 

8. アセント・リールにリフト・バッグ／サーフェス・マーカー・ブイまたはアップ・ラインを装着

。 
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a. 予定された最大深度に対して十分。 

b. 最低12kg/25ポンドのリフトバッグ。 

9. オープンウォーター環境に適した露出スーツ。 

10. 2つのラインカット装置。 

11. 水中スレート。 

12. リール： 

a. 一次貫通リール。 

b. 安全リール。 

インストラクター・トレーナーが必要とするオプション： 

1. ダイブテーブル 

2. レギュレーター付ベイルアウトシリンダー 

3. ジョンライン 

4. コンパス、水面シグナルデバイス(発煙筒、ストロボなど) 

12.10 学科アウトライン 

インストラクター・トレーナーは、最新の「TDI 
基準と手順マニュアル」を使用しなければなりません。インストラクタートレーナーは、これらのトピ

ックの提示に役立つと思われる追加のテキストまたは資料を使用できます。下記のトピックをコース中

にカバーしなければならない： 

1. ディープ・エア・ダイビングの歴史。 

2. 物理学だ： 

a. プレッシャー・レビュー 

b. 潜水計画問題を解くための公式、最大動作深度（MOD）、ベストミックスなど。 

3. 生理学： 

a. 低酸素。 

b. 酸素（O₂）毒性： 

i. 全身だ。 

ii. 中枢神経系（CNS）。 

c. 窒素中毒。 
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d. 窒素の吸収と排出。 

e. 二酸化炭素（CO₂）の毒性。 

f. 一酸化炭素（CO）の毒性。 

g. 熱中症 

h. 低体温症。 

4. 減圧オプション： 

a. 空気だ。 

b. ナイトロックス 

c. 酸素（O₂）。 

5. 必要な機材 

a. 冗長なスキューバ。 

b. ライト 

c. リール。 

d. ツール。 

6. 手続き： 

a. プレダイブ。 

b. プレ浸透。 

c. 閉鎖空間から出る。 

7. 沈船ダイビングの危険性： 

a. 見当識障害。 

b. 視界が悪くなる。 

c. 囮捜査。 

d. 絡み合い。 

e. 環境。 

f. ガス供給の喪失。 

g. ライントラップ。 

h. 別々のバディチーム。 

8. 貫通ライン： 
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a. 種類だ。 

b. 正しい使い方 

9. 調査と場所 

a. 現地の規制 

b. 情報源 

c. ツール。 

d. 測量。 

10. コンティンジェンシープランニング： 

a. チャンバーの位置と避難。 

b. コミュニケーション 

c. 緊急ガス。 

12.11 スキル達成条件と修了条件 

すべてのダイビングは、最大深度がインストラクター候補生のスキルレベルを超えないように実施され

なければならない。 

インストラクター候補生は、以下のスキルをデモンストレーションレベルのクオリティで完成させなけ

ればならない： 

1. 使用するすべての混合ガスを適切に分析すること。 

2. 以下の内容に基づく適切なプレダイブプランニングをデモンストレーションする 

a. 個人およびチームのガス消費量。 

b. 実際の混合物による計画深度での酸素暴露。 

c. 実際の混合物による計画深度での窒素吸収。 

3. あらかじめ決められた制限の範囲内で、計画されたダイビングを適切に実行すること。 

4. 特定のダイビングに適したナビゲーションテクニックを実演する。 

5. 十分な長さのホースを使い、制限を通した空気分配を実証する。 

6. 不調なレギュレーターをスイッチし分離する適切な手順をデモンストレーション 

7. 失われたペネトレーションラインを見つけるための適切なテクニックを示す。 

8. 減圧のためのリフトバッグ／水面マーカーブイまたはアップラインの展開。 

9. シルトアウトの手順 



TDI スタンダード&プロシージャー 

  パート3：リーダーシップスタンダード 

 

 

Version:0124 Page 73 of 208 

 

 

 

このコースの修了条件： 

1. トレーニングおよび潜水計画とその実行に関し、慎重かつ的確な判断力があることを示す 

2. TDIアドバンスドレックダイバーコースで要求される全てのスキルに熟練していることを示す。 

3. TDIアドバンスドレックダイバーコースの指導に熟練していることを証明する。 

4. 高度な難破船に関するトピックについて、少なくとも1回の評価付きプレゼンテーションを行う。 
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13. トライミックスインストラクター(Trimix Instructor) 

13.1 イントロダクション 

TDIトリミックスインストラクターコースは、最大水深60メートルまでの段階的減圧を必要とするダイ

ビングで、ヘリウムを含む呼吸ガスを有能かつ安全に教えるために必要なトレーニングを提供します。

混合ガスは、18％以下の酸素（O₂）、最低25％のヘリウム（He）を含んではならない。 

 

13.2 修了者に与えられる資格 

このコースを修了すると、修了生は以下の条件でカスタムトライミックスを利用したコースを提供する

ことができます: 

1. ダイビングのアクティビティはトレーニングに近い。 

2. 活動領域はトレーニングに近い。 

3. トレーニングに近い環境条件。 

13.3 指導できるインストラクター 

現役のTDI上級トリミックス・インストラクター・トレーナーであれば、誰でもこのコースを教えるこ

とができます。 

13.4 講習生とインストラクターの人数比 

アカデミックだ： 

1. 講習を行うために必要な施設等が整っており、かつ、時間を十分に確保できる場合は、講習生数

に制限はない。 

閉鎖水域（プールのような状態）： 

1. 該当なし。 

オープンウォーター(海、湖、採石場跡、泉、川、河口など)： 

1. インストラクター・トレーナー1名につき生徒4名まで。 

2. 状況に応じてこの数を減らすことは、インストラクター・トレーナーの裁量である。 
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13.5 講習生参加前条件 

1. 最低年齢2歳。 

2. TDIトライミックスダイバー、TDIアドバンスドナイトロックスおよび減圧手順インストラクター

、または同等の資格を最低限取得していること。 

3. 上級ナイトロックスダイバーまたは減圧手順ダイバーの資格を15名取得していることを証明する

もの。最低10名は減圧手順ダイバーでなければならない。 

4. 250ダイブのログを証明するもので、トレーニング以外で最低20本のトリミックスダイビングを

ログに残していること。 

13.6 コース構成と時間 

オープンウォーター・エグゼキューション 

1. トリミックスをボトムガスとして使用する減圧潜水は4回、最低100分の累積ボトムタイムが必要

。 

2. 2ダイブは水深45メートル以上でなければならない。 

コース構成： 

1. TDIでは、インストラクター・トレーナーは、参加する生徒の人数やスキルレベルに応じてコー

スを構成することができます。 

コース時間： 

1. 教室とブリーフィングの推奨時間数は8時間。 

13.7 事務手続き 

事務手続き項目： 

1. 全ての講習生からコース費用を徴収する 

2. 講習生が必須器材を所有していることを確認する 

3. 講習生にスケジュールを伝える 

4. 講習生は以下の書類の必要事項を記入する： 

a. TDI 免責同意書とリスクの告知書フォーム 

b. TDIメディカル・ステートメント・フォーム 

コース修了後、インストラクターは次の項目を実施すること： 
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1. TDIダイバー登録用紙をTDI本部に提出するか、TDIウェブサイトの会員エリアからオンラインで

生徒を登録することにより、適切なTDI認定証を発行する。 

 

13.8 トレーニング教材 

1. TDI Extended Range and Trimix マニュアルまたはeラーニング。 

2. TDIアドバンスド・トリミックス・ダイバー・マニュアルまたはeラーニング。 

3. TDIトライミックスインストラクターマニュアル。 

4. TDIの基準と手続きマニュアル。 

13.9 必須器材 

インストラクター候補生には、以下の備品が必要です： 

1. ボトムミックスシリンダー 

a. 計画されたダイビングに適したボンベ容量と、候補となるガスの消費量。 

b. デュアルアウトレットバルブまたはマニホールドが必要。 

c. TDI基準に従ってラベル付けされたシリンダー。 

2. 減圧ミックスシリンダー 

a. 計画されたダイビングと候補ガスの消費量に適したシリンダー容量。 

b. TDI規格に従ってラベルを貼付したシリンダー。 

3. スーツ用空気入れ。ドライスーツ・ダイバーにのみ必要。 

4. レギュレーター 

a. すべてのバックシリンダにプライマリおよびセカンダリのファーストステージが必要。 

b. 水中圧力計は、すべてのプライマリー／ボトムミックスシリンダーに必要である。 

c. プライマリーレギュレーター1台には、エア共有のために十分な長さのホースが必要で

す。 

d. 4つのレギュレーターはすべて交換可能でなければならない。プライマリーレギュレー

ターとデコンプレッションレギュレーターを別々にすることも可能。 

5. 器材コンフィギュレーションに適したBCD 

6. リダンダントの水深計と時計： 
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a. 空気減圧式コンピュータは、ゲージモードであれば、水深やタイミング装置として使用

することができる。 

b. トリミックスコンピューター 

c. 電子式ボトムタイマー。 

7. サイトに適したリダンダントライトシステム 

8. リフトバッグつきの浮上用リール 

a. 計画された最大深度に対して適切である。 

b. 最低23kg/50ポンドの遅延水面マーカーブイまたはリフトバッグ（ダンプバルブを強く

推奨）。 

9. オープンウォーター環境に適した露出スーツ。 

10. ラインカット装置（複数可）。 

11. 水中スレートと筆記用具。 

13.10 学科アウトライン 

インストラクター・トレーナーは、TDIトリミックス・インストラクター・ガイドと現行のTDIスタンダ

ード＆プロシージャー・マニュアルを使用しなければなりませんが、これらのトピックを説明するのに

役立つと思われるテキストや資料を追加で使用することもできます。 

このコースでは以下のトピックをカバーしなければならない： 

1. 物理学だ。 

2. プレッシャー・レビュー 

3. 生理学： 

a. 低酸素。 

b. 酸素毒性： 

i. 全身。 

ii. 中枢神経系（CNS）。 

c. 窒素中毒。 

d. 窒素とヘリウムの吸収と排出。 

e. 一酸化炭素（CO）の毒性。 

f. 二酸化炭素（CO₂）の毒性。 
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g. ヘリウムだ： 

i. HPNSだ。 

ii. 呼吸への影響 iii.絶縁体としての効果。 

h. 逆拡散。 

i. 熱中症 

j. 低体温症。 

4. 減圧オプション： 

a. 空気だ。 

b. ナイトロックス 

c. ヘリウム 

5. 器材オプション： 

a. ツインシリンダーのオプション。 

b. ステージシリンダーのオプション。 

c. スーツを膨らませるオプション。 

d. レギュレーターのオプション。 

e. ハーネス/BCDオプション。 

f. コンピューター/水深計/ボトムタイマー オプション 

g. 上昇リールとナビゲーションリール。 

h. リフトバッグ。 

i. ライト 

j. 冗長なマスクとナイフ。 

k. ジョン・ライン 

6. ダイブテーブル 

a. コンピュータが作成した表。 

b. DCIEM Helitrox テーブルおよび/またはその他の公開されたテーブル。 

7. ダイブプランモード： 

a. 作戦計画： 

i. サポートする。 
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ii. チーム 

b. 個人とチームのプランニング 

i. ガスが必要。 

ii. 酸素（O₂）の制限。 

iii. 不活性ガスの制限。 

8. 適切なガススイッチ 

a. 緊急時の計画 

i. 減圧停止違反 

ii. 酸素（O₂）毒性。 

iii. 減圧症 

iv. 一般的なことだ。 

9. 手続き： 

a. ボトム、トラベル、減圧ガス。 

b. 通常運転。 

c. 適切な緊急手順を確立する。 

d. 分析と記録。 

13.11 スキル達成条件と修了条件 

最低4回のダイビングを40メートルから60メートルの間で行うことが推奨されている。 

インストラクター候補生は、以下のスキルをデモンストレーションレベルのクオリティで完成させなけ

ればならない： 

1. 使用するすべての混合ガスの分析を適切に行うこと。 

2. ダイブ前の適切なプランニングを行う： 

a. 個人とチームのガス消費量による限界 

b. 実際の混合物の計画深度における酸素暴露に基づく限界値。 

c. 実際の混合物による計画深度での不活性ガス吸収に基づく限界値。 

3. あらかじめ決められた制限の範囲内で、計画されたダイビングを適切に実行すること。 

4. 特定のダイビングに適したナビゲーションテクニックを実演する。 
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5. 2ダイブ中、段階的減圧を行いながら、リールとバッグを使って上昇するデモンストレーションを

行う。 

6. 故障したマニホールドまたはプライマリーレギュレーターのスイッチングとアイソレーションの

適切な手順を示す。 

 

陸上ドリル： 

1. 基本および中級のハンドシグナルに精通していることを示す。 

2. 長い減圧義務のあるソフト・オーバーヘッド環境に適した器材を選択し、準備する。 

3. リフトバッグの展開とガスの切り替え手順について、チーム指向の訓練を実施する。 

4. バディ・レスキューの訓練 

 

ダイビング前のドリル 

1. すべてのダイビングの前にSTART*を使用してください。 

2. ストレス分析と緩和 

* 
STARTは、Sドリル（OOAドリルとバブルチェック）、チーム（バディ器材チェック）、エアー（ガス

合わせ）、ルート（エントリー／エキジットと水中予定経路）、テーブル（深度、時間、ウェイポイン

ト、スケジュール）。 

 

水中ドリル 

1. 浮力コントロールを実演する。 

2. コミュニケーション、接近、チーム指向のダイビング練習を通して、バディや他のチームメンバ

ーをよく意識すること。 

3. 水柱内の位置を維持しながら、ドロップとリカバリーを含む2段式シリンダーを管理する能力を示

す。 

4. バディやチームメンバーと共に、深度でのガス・スイッチの確認能力を示す。 

5. 深度からのリフトバッグの展開と、バックアップ浮力装置としてのバッグの使用を実演する。 

6. バディ・チームの一人がマスクなし、またはブラックアウトマスクの状態で、水深30メートル/1
00フィートを超えない深度からエア・シェアリングで上昇する。 

7. 減圧ガス喪失のシミュレーション後、不測の事態に備えた減圧スケジュールを作成する。 
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8. 被毒ダイバーの模擬潜水士と、少なくとも30メートル（100フィート）の水面曳航を含むコント

ロールされた上昇を実演し、水面上（水深が深すぎて立てない場合）で被毒者から模擬器材を取

り外す。 

 

このコースの修了条件： 

1. TDIトライミックスコースの筆記試験を十分に終了し、各回答を受講希望者に適切に説明できる

こと。 

2. トレーニングおよび潜水計画とその実行に関し、慎重かつ的確な判断力があることを示す 

3. TDIトライミックスダイバーコースで要求される全てのスキルに熟練していることを示す。 

4. TDIトライミックスダイバーコースの指導に熟練していることを証明する。 

5. Trimixのトピックについて、少なくとも1回の評価付きプレゼンテーションを行う。 
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14. アドバンスドトライミックスインストラクター(Adva
nced Trimix Instructor) 

14.1 イントロダクション 

TDIアドバンス・トリミックス・インストラクター・コースは、最大深度100メートルまでの段階的減圧

を必要とするダイビングにおいて、ヘリウムを含む呼吸ガスを有能かつ安全に教えるために必要なトレ

ーニングを提供します。このコースの目的は、呼吸用ガスとして、酸素/ヘリウム/窒素を使う際のメリ

ット、危険要素や正しい手順を教えられるようにインストラクターにトレーニングする事です。 

14.2 修了者に与えられる資格 

このコースを修了すると、修了生は以下の条件でカスタムトライミックスを利用したコースを提供する

ことができます: 

1. ダイビングのアクティビティはトレーニングに近い。 

2. 活動領域はトレーニングに近い。 

3. トレーニングに近い環境条件。 

4. TDI初級トライミックスまたはTDI上級トライミックスを教えることができる。 

14.3 指導できるインストラクター 

現役のTDI上級トリミックス・インストラクター・トレーナーであれば、誰でもこのコースを教えるこ

とができます。 

14.4 講習生とインストラクターの人数比 

アカデミックだ： 

1. 講習を行うために必要な施設等が整っており、かつ、時間を十分に確保できる場合は、講習生数

に制限はない。 

閉鎖水域（プールのような状態）： 

1. 該当なし。 

オープンウォーター(海、湖、採石場跡、泉、川、河口など)： 

1. インストラクター・トレーナー1名につき生徒4名まで。 
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2. 状況に応じてこの数を減らすことは、インストラクター・トレーナーの裁量である。 

14.5 講習生参加前条件 

1. 最低年齢21歳。 

2. TDIアドバンスド・トリミックス・ダイバーの資格、または同等の資格。 

3. TDI Extended Range InstructorまたはTDI Trimix Instructorの資格、または同等の資格。 

4. 250ダイブのログを証明する書類を提出し、そのうち30ダイブはトライミックスダイブでなけれ

ばならない。 

5. 55メートル/180フィート以上の深度で20回潜水した証明を提出すること。 

 

また、以下のいずれかの経験要件を満たすこと： 

 

1. 少なくとも10名のエクステンデッド・レンジ・ダイバーまたはトリミックス・ダイバーを、少な

くとも45メートル／150フィートの深度まで認定する。 

2. 現役のTDIアドバンスド・トライミックス・インストラクターが教えるTDIアドバンスド・トライ

ミックス・クラスを2回以上アシストし、アシストしたインストラクターからの推薦状を提出する

こと。 

14.6 コース構成と時間 

オープンウォーター・エグゼキューション 

1. 合計ボトムタイムが100分以上となる4回のダイビング 

2. 2ダイブは水深70メートル以上でなければならない。 

コース構成： 

3. TDIでは、インストラクターは参加する生徒の人数やスキルレベルに応じてコースを構成するこ

とができます。 

コース時間： 

4. 教室とブリーフィングの推奨時間数は8時間。 
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14.7 事務手続き 

事務手続き項目： 

1. 全ての講習生からコース費用を徴収する 

2. 講習生が必須器材を所有していることを確認する 

3. 講習生にスケジュールを伝える 

4. 講習生は以下の書類の必要事項を記入する： 

a. TDI 免責同意書とリスクの告知書フォーム 

b. TDIメディカル・ステートメント・フォーム 

コース修了後、インストラクターは次の項目を実施すること： 

1. TDIダイバー登録用紙をTDI本部に提出するか、TDIウェブサイトの会員エリアからオンラインで

生徒を登録することにより、適切なTDI認定証を発行する。 

14.8 トレーニング教材 

1. TDI スタンダード＆プロシージャーインストラクター・マニュアル 

2. TDI Extended Range/Trimix生徒用マニュアル 

3. TDI Extended Range/Trimixインストラクターガイド 

4. TDI拡張レンジ/トライミックスPowerPointプレゼンテーション 

14.9 必須器材 

インストラクター候補生には、以下の備品が必要です： 

1. ボトムミックスシリンダー 

a. 計画されたダイビングに適したボンベ容量と、候補となるガスの消費量。 

b. デュアルアウトレットバルブまたはマニホールドが必要。 

c. TDI スタンダードに則したラベリング 

2. トラベルミックスシリンダー 

a. 計画されたダイビングと候補者の消費量に適したシリンダー容量。 

b. TDI スタンダードに則したラベリング 

3. 減圧ミックスシリンダー 
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a. 計画されたダイビングと候補ガスの消費量に適したシリンダー容量。 

b. TDI スタンダードに則したラベリング 

4. スーツ用空気入れ。ドライスーツ・ダイバーにのみ必要。 

5. レギュレーター 

a. すべてのボトムミックスシリンダにプライマリおよびプライマリリダンダントが必要。 

b. 水中圧力計は、すべてのプライマリー／ボトムミックスシリンダーに必要である。 

c. プライマリーレギュレーター1台には、エア共有のために十分な長さのホースが必要で

す。 

d. 必要な4つのレギュレータすべてをDINにするか、4つのレギュレータすべてをヨークに

することを強く推奨する。 

6. 装備構成に適した浮力補償装置（BCD）。 

7. 冗長性のある深度とタイミング装置。深度とタイミング装置として使用できる空気減圧コンピュ

ータ。 

8. 冗長ライトシステム（サイトによって必要な場合）。 

9. リフトバッグ付きアセントリール。 

10. 計画した最大水深に対し適切なもの 

11. 最低23kg（50ポンド）のリフトバッグ／水面マーカーブイ、ダンプバルブを強く推奨。 

12. オープンウォーター環境に適した露出スーツ。 

13. ラインカット装置。 

14. 水中スレート。 

14.10 学科アウトライン 

インストラクター・トレーナーは、TDIトリミックス・インストラクター・ガイドと現行のTDIスタンダ

ード＆プロシージャー・マニュアルを使用しなければなりませんが、これらのトピックを説明するのに

役立つと思われるテキストや資料を追加で使用することもできます。  

下記のトピックをコース中にカバーしなければならない： 

1. 物理学だ： 

a. プレッシャー・レビュー 

2. 生理学： 

a. 低酸素。 
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b. 酸素（O₂）毒性： 

i. 全身。 

ii. 中枢神経系（CNS）。 

c. 窒素中毒。 

d. 窒素とヘリウムの吸収と排出。 

e. 一酸化炭素（CO）の毒性。 

f. 二酸化炭素（CO₂）の毒性。 

g. ヘリウムだ： 

i. HPNSだ。 

ii. 呼吸への影響。 

iii. 絶縁体としての効果。 

h. 逆拡散： 

i. 熱中症 

ii. 低体温症。 

3. 減圧オプション： 

a. 空気だ。 

b. ナイトロックス 

c. ヘリウム 

4. 器材オプション： 

a. ツインシリンダーのオプション。 

b. ステージシリンダーオプション。 

c. スーツを膨らませるオプション。 

d. レギュレーターのオプション。 

e. ハーネス/BCDオプション。 

f. コンピューター/水深計/ボトムタイマーのオプション。 

g. 上昇リールとナビゲーションリール。 

h. リフトバッグ。 

i. ライト 



TDI スタンダード&プロシージャー 

  パート3：リーダーシップスタンダード 

 

 

Version:0124 Page 87 of 208 

 

 

j. 冗長なマスクとナイフ。 

k. ジョン・ライン 

5. ダイブテーブル 

a. コンピュータが作成した表。 

b. DCIEM Helitrox テーブルおよび/またはその他の公開されたテーブル。 

6. ダイブプランモード： 

a. 作戦計画： 

i. サポートする。 

ii. チーム 

b. チーム・プランニング： 

i. ガスが必要。 

ii. 酸素（O₂）の制限。 

iii. 不活性ガスの制限。 

c. 緊急時の計画 

i. 減圧停止違反 

ii. 酸素（O₂）毒性。 

iii. 減圧症 

7. 一般的な手続き 

a. ボトム、トラベル、減圧ガス： 

i. 通常運転。 

ii. 故障、紛失、緊急処置の不備。 

iii. 分析と記録。 

14.11 スキル達成条件と修了条件 

すべてのダイビングは、55メートル（180フィート）から100メートル（330フィート）の間で行うこ

とが推奨されている。 

インストラクター候補生は、以下のスキルをデモンストレーションレベルのクオリティで完成させなけ

ればならない： 

1. 使用するすべての混合ガスの分析を適切に行うこと。 
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2. 以下の内容に基づく適切なプレダイブプランニングをデモンストレーションする 

a. 個人とチームのガス消費量に基づく限界 

b. 実際の混合物の計画深度における酸素暴露。 

c. 実際の混合物による計画深度での不活性ガス吸収。 

3. 計画されたダイビングを、決められた範囲内で適切に実施すること。 

4. 特定のダイビングに適したナビゲーションテクニックを実演する。 

5. 2ダイブ中、アセントリールとバッグを使った上昇を実演し、段階的減圧を行う。 

6. 誤動作した一次レギュレーターを切り替え、隔離するための適切な手順を示す。 

 

このコースの修了条件： 

1. TDIアドバンス・トリミックスコースの筆記試験を十分に修了し、各回答を受講希望者に適切に

説明できること。 

2. トレーニングおよび潜水計画とその実行に関し、慎重かつ的確な判断力があることを示す 

3. TDIアドバンスド・トリミックス・ダイバー・コースで要求される全てのスキルに熟練している

ことを示す。 

4. TDIアドバンスド・トリミックス・ダイバー・プログラムの指導に熟練していることを証明する

。 

5. Trimixの上級トピックについて、少なくとも1回のグレード付きプレゼンテーションを行う。 
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15. ガスブレンダーインストラクター(Gas Blender 
Instructor) 

15.1 イントロダクション 

これは、TDI 
ナイトロックスガスブレンダープログラムを指導しようとするインストラクターレベルの認定コースで

す。このコースの目的は、スクーバダイビングのためのナイトロックスガスブレンディングについて適

切なテクニックを指導するインストラクターを養成することである。 

15.2 修了者に与えられる資格 

このコースを修了すると、修了者は TDI 
ナイトロックスガスブレンダーコースを指導することができます 

15.3 指導できるインストラクター 

現役のTDIガスブレンダーインストラクタートレーナーであれば、誰でもこのコースを教えることがで

きる。 

15.4 講習生とインストラクターの人数比 

アカデミックだ： 

1. 講習を行うために必要な施設等が整っており、かつ、時間を十分に確保できる場合は、講習生数

に制限はない。 

閉鎖水域（プールのような状態）： 

1. 該当なし。 

オープンウォーター(海、湖、採石場跡、泉、川、河口など)： 

1. 該当なし。 

15.5 講習生参加前条件 

1. 最低年齢21歳。 

2. TDI ナイトロックスガスブレンダー資格、もしくは同等の資格を保有  
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15.6 コース構成と時間 

オープンウォーター・エグゼキューション 

1. ダイビングは必要ない。 

コース構成： 

1. TDIでは、インストラクター・トレーナーは、参加する生徒の人数やスキルレベルに応じてコー

スを構成することができます。 

コース時間： 

1. 学科講習およびブリーフィングの合計時間は6時間以上。 

15.7 事務手続き 

事務手続き項目： 

1. 全ての講習生からコース費用を徴収する 

2. 講習生が必須器材を所有していることを確認する 

3. 講習生にスケジュールを伝える 

4. 講習生は以下の書類の必要事項を記入する： 

a. TDI非スキューバ一般責任免責および明示的危険負担フォーム 

コース修了後、インストラクターは次の項目を実施すること： 

1. TDIダイバー登録用紙をTDI本部に提出するか、TDIウェブサイトの会員エリアからオンラインで

生徒を登録することにより、適切なTDI認定証を発行する。 

15.8 トレーニング教材 

必要な素材： 

1. TDIナイトロックスガス混合マニュアル. 

2. TDIナイトロックスガス混合インストラクターガイド。 

3. TDIの基準と手続きマニュアル。 

4. TDIナイトロックスブレンダーPowerPointプレゼンテーション. 
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15.9 必須器材 

このコースで必要な機材は以下の通り： 

該当なし。 

15.10 学科アウトライン 

インストラクター・トレーナーは、TDIガスブレンダーインストラクターガイドと現行のTDI標準及び手

順書を使用しなければなりませんが、これらのトピックの説明に役立つと思われるテキストや資料を追

加で使用することもできます。 

下記のトピックをコース中にカバーしなければならない： 

1. ガスブレンダーの責任。 

2. ダイビングのガス： 

a. 空気だ。 

b. 酸素。 

c. 窒素 

d. ヘリウム 

e. その他のガス 

3. 酸素（O₂）の取り扱い： 

a. 酸素（O₂）の危険性。 

b. 酸素（O₂）火災の原因と防止。 

c. 酸素（O₂）システム設計。 

d. ガスの混合および取り扱いに関する現地規制。 

e. 酸素互換システム部品。 

4. ガス生産設備 

a. コンプレッサー。 

b. シリンダー 

c. ろ過システム。 

d. アナログメーター。 

e. デジタルゲージ。 
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5. ミキシング・テクニック： 

a. 一般的な考慮事項 

b. 連続混合システム。 

c. 脱窒素空気システム。 

d. 分圧ブレンド： 

i. 分圧の数学。 

ii. 重量混合（オプション）。 

6. 酸素（O₂）の分析： 

a. 手続き。 

b. 酸素（O₂）分析計。 

7. シリンダーの取り扱いとサインアウト。 

15.11 スキル達成条件と修了条件 

インストラクター候補生は以下のスキルを修了していなければならない： 

1. TDIナイトロックスガスブレンダーコースの筆記試験を十分に修了し、各回答を受講希望者に適

切に説明できること。 

2. トレーニングとその実行に関して、成熟した健全な判断力を発揮する。 

3. ナイトロックス混合液の調合と分析に習熟する。 

4. TDIナイトロックスガスブレンダープログラムの指導に熟練していることを証明すること。 

5. ナイトロックス・ブレンディングに関するトピックについて、少なくとも1回の評価付きプレゼン

テーションを行う。 
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16. アドバンストガスブレンダーインストラクター(Adva
nced Gas Blender Instructor) 

16.1 イントロダクション 

これは、TDI 
アドバンストガスブレンダーコースを指導しようとするインストラクターレベルの認定コースです。こ

れは、ナイトロックスとトライミックスのブレンディングも含まれます。このコースの目的は、テクニ

カルダイビングで使用するナイトロックスとトライミックスガスの適切な調製法を教えるインストラク

ターを養成することである。 

16.2 修了者に与えられる資格 

このコースを修了すると、TDI上級ガスブレンダーコースを教えることができる。 

16.3 指導できるインストラクター 

現役のTDIガスブレンダー上級インストラクター・トレーナーであれば、誰でもこのコースを教えるこ

とができる。 

16.4 講習生とインストラクターの人数比 

アカデミックだ： 

1. 講習を行うために必要な施設等が整っており、かつ、時間を十分に確保できる場合は、講習生数

に制限はない。 

閉鎖水域（プールのような状態）： 

1. 該当なし。 

オープンウォーター(海、湖、採石場跡、泉、川、河口など)： 

1. 該当なし。 

16.5 講習生参加前条件 

1. 最低年齢（21歳）。 

2. TDIアドバンスド・ガス・ブレンダー資格保持者、または同等の資格保持者。 
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3. TDIナイトロックスガスブレンダーインストラクターまたは同等の資格を有すること。 

16.6 コース構成と時間 

オープンウォーター・エグゼキューション 

1. ダイビングは必要ない。 

コース構成： 

1. TDIでは、インストラクター・トレーナーは、参加する生徒の人数やスキルレベルに応じてコー

スを構成することができます。 

コース時間： 

1. 学科講習およびブリーフィングの合計時間は6時間以上。 

16.7 事務手続き 

事務手続き項目： 

1. 全ての講習生からコース費用を徴収する 

2. 講習生が必須器材を所有していることを確認する 

3. 講習生にスケジュールを伝える 

4. 講習生は以下の書類の必要事項を記入する： 

a. TDI非スキューバ一般責任免責および明示的危険負担フォーム 

コース修了後、インストラクターは次の項目を実施すること： 

1. TDIダイバー登録用紙をTDI本部に提出するか、TDIウェブサイトの会員エリアからオンラインで

生徒を登録することにより、適切なTDI認定証を発行する。 

16.8 トレーニング教材 

必要な素材： 

1. TDIアドバンスド・ガスブレンド・マニュアル 

2. TDI上級ガス混合インストラクターガイド。 

3. TDIアドバンスド・ガスブレンド・パワーポイントプレゼンテーション. 
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16.9 必須器材 

このコースには以下のものが必要である： 

該当なし。 

16.10 学科アウトライン 

インストラクター・トレーナーは、TDI Advanced Gas Blender Instructor Guideと現行のTDI 
Standards and Procedures 
Manualを使用しなければならないが、これらのトピックの説明に役立つと思われるテキストや資料を追

加で使用することもできる。 

下記のトピックをコース中にカバーしなければならない： 

1. ガスブレンダーの責任。 

2. ダイビングのガス： 

a. 空気だ。 

b. 酸素（O₂）。 

c. 窒素 

d. ヘリウム 

e. その他のガス 

3. 酸素（O₂）の取り扱い： 

a. 酸素（O₂）の危険性。 

b. 酸素（O₂）火災の原因と防止。 

c. 酸素（O₂）システム設計。 

d. ガスの混合および取り扱いに関する現地規制。 

e. 酸素（O₂）対応システムコンポーネント。 

4. ガス生産： 

a. 器材 

i. コンプレッサー。 

ii. シリンダー 

iii. ろ過システム。 
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iv. アナログメーター。 

v. デジタルメーター。 

5. ミキシング・テクニック： 

a. 一般的な考慮事項 

b. 連続混合システム。 

c. 脱窒素空気システム。 

d. 分圧ブレンド： 

i. 分圧の数学。 

ii. 重量混合、任意。 

6. 酸素分析： 

a. 手続き。 

b. 酸素（O₂）分析計。 

7. シリンダーの取り扱いとサインアウト。 

16.11 スキル達成条件と修了条件 

インストラクター候補生は以下のスキルを修了していなければならない： 

1. TDIガスブレンダー上級コースの筆記試験を十分に修了し、各解答を入学希望者に適切に説明で

きること。 

2. トレーニングとその実行に関して、成熟した健全な判断力を発揮する。 

3. ナイトロックスとトリミックス混合液の調合と分析に熟練していることを示す。 

4. TDIアドバンスド・ガス・ブレンダー・プログラムの指導に熟練していることを証明すること。 

5. 高度なガスブレンディングに関するトピックについて、少なくとも1回の評価付きプレゼンテーシ

ョンを行う。 
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17. 酸素（O ₂ )装置サービス技術者インストラクター 

17.1 イントロダクション 

これは、TDI 
酸素サービステクニシャンコースを指導しようとするインストラクターレベルの認定コースです。この

コースでは、ダイビングガスを使用するためのスクーバ器材の準備を行います。このコースの目的は、

ダイビング用ガスを使用するためのスクーバ器材を適切に準備する方法を指導するインストラクターを

養成することです。このコースは、インストラクタートレーナーの裁量により、TDI 
目視検査手順インストラクターコースと組み合わせて開催することができます。 

17.2 修了者に与えられる資格 

このコースを修了すると、TDI酸素（O₂）サービス技術者コースを教えることができる。 

17.3 指導できるインストラクター 

現役のTDI機器サービス技術者インストラクター・トレーナーであれば、誰でもこのコースを教えるこ

とができる。 

17.4 講習生とインストラクターの人数比 

アカデミックだ： 

1. 講習を行うために必要な施設等が整っており、かつ、時間を十分に確保できる場合は、講習生数

に制限はない。 

閉鎖水域（プールのような状態）： 

1. 該当なし。 

オープンウォーター(海、湖、採石場跡、泉、川、河口など)： 

1. 該当なし。 

17.5 講習生参加前条件 

1. 最低年齢21歳。 

2. TDI酸素機器サービス技術者認定。 
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3. 認定機関によるVIP資格または同等の資格を証明する書類を提出すること。 

4. 公認機関による修理証明書または同等の証明書を提出すること。 

17.6 コース構成と時間 

オープンウォーター・エグゼキューション 

1. ダイビングは必要ない。 

コース構成： 

1. TDIでは、インストラクター・トレーナーが受講者の人数やスキルレベルに応じてコースを構成

することを認めています。目視検査手順（VIP）インストラクターは、VIP 
ITの等級も保持する酸素サービス技術者ITがこのコースと組み合わせることができます。 

コース時間： 

1. VIPコースと組み合わせる場合は9時間。 

17.7 事務手続き 

事務手続き項目： 

1. 全ての講習生からコース費用を徴収する 

2. 講習生が必須器材を所有していることを確認する 

3. 講習生にスケジュールを伝える 

4. 講習生は以下の書類の必要事項を記入する： 

a. TDI非スキューバ一般責任免責および明示的危険負担フォーム 

コース修了後、インストラクターは次の項目を実施すること： 

1. TDIダイバー登録用紙をTDI本部に提出するか、TDIウェブサイトの会員エリアからオンラインで

生徒を登録することにより、適切なTDI認定証を発行する。 

17.8 トレーニング教材 

必要な素材： 

1. TDI機器サービス技術者マニュアル 

2. TDI設備サービス技術者インストラクターガイド。 

3. TDIの基準と手続きマニュアル。 
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4. TDI機器サービス技術者パワーポイントプレゼンテーション。 

17.9 必須器材 

このコースには以下のものが必要である： 

該当なし。 

17.10 学科アウトライン 

インストラクター・トレーナーは、TDI機器サービス技術者インストラクター・ガイドと現行のTDI標準

および手順書を使用しなければなりませんが、これらのトピックの提示に役立つと思われるテキストや

資料を追加で使用することもできます。 

下記のトピックをコース中にカバーしなければならない： 

1. サービス技術者の責任。 

2. ダイビングのガス： 

a. 空気だ。 

b. 酸素（O₂）。 

c. 窒素 

d. ヘリウム 

e. その他のガス 

3. 酸素（O₂）の取り扱い： 

a. 酸素（O₂）の危険性。 

b. 酸素（O₂）火災の原因と防止。 

c. 酸素（O₂）システム設計。 

d. ガスの混合および取り扱いに関する現地規制。 

e. 酸素（O₂）対応システムコンポーネント。 

4. 機器の整備： 

a. 酸素(O₂)清浄化システムに使用される材料： 

i. 潤滑油。 

ii. Oリング。 

iii. 洗浄剤。 
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b. 酸素洗浄の手順： 

i. シリンダー 

ii. バルブ。 

iii. レギュレーター 

iv. システム・コンポーネント。 

5. ガス生産： 

a. 設備 

i. コンプレッサー。 

ii. シリンダー 

iii. ろ過システム。 

iv. アナログゲージ。 

v. デジタルゲージ。 

6. ミキシング・テクニック： 

a. 一般的な考慮事項 

b. 連続混合システム。 

c. 脱窒素空気システム。 

d. 分圧ブレンド： 

i. 分圧の数学。 

ii. 重量混合、任意。 

7. 酸素（O₂）の分析： 

a. 手続き。 

b. 酸素（O₂）分析計。 

8. シリンダーの取り扱いとサインアウト。 

17.11 スキル達成条件と修了条件 

インストラクター候補生は以下のスキルを修了していなければならない： 

1. TDI設備サービス技術者コースの筆記試験を十分に終了し、各解答を入学希望者に適切に説明で

きること。 
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2. トレーニングとその実行に関して、成熟した健全な判断力を発揮する。 

3. ダイビングガスを使用するためのスキューバ器材の準備に熟練していることを示す。 

4. TDI設備サービス技術者プログラムの指導に熟練していること。 

5. 機器サービスに関するトピックについて、少なくとも1回の採点付きプレゼンテーションを行う。 
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18. カバーンダイビングインストラクター(Cavern 
Diving Instructor) 

18.1 イントロダクション 

このプログラムの目的は、以下の基準に関してインストラクター候補生を評価することである： 

1. 総合的なTDIキャバーンダイバープログラムの知識、プロフェッショナリズム、熟練度。 

2. 必要とされる陸上および水上での技能の発揮に熟達していること。 

3. インストラクターと生徒の安全に対する総合的な態度。 

4. 熟練した、効率的な、よく教育されたダイバーを育成することによって、このスポーツが環境に

与える長期的な影響を軽減する。 

5. TDIの基準や手順を熟知していること。 

18.2 修了者に与えられる資格 

このプログラムを修了すると、TDIは、TDIオーバーヘッド環境/洞窟ダイバーコースの生徒を指導し、

認定することができます。 

18.3 指導できるインストラクター 

このプログラムは、TDI本部/日本事務局のトレーニングスタッフおよび/または 
TDI本部/日本事務局によってインストラクター候補生を評価するために承認された上級インストラクタ

ーによって開催される 

18.4 講習生とインストラクターの人数比 

アカデミックだ： 

1. 講習を行うために必要な施設等が整っており、かつ、時間を十分に確保できる場合は、講習生数

に制限はない。 

閉鎖水域（プールのような状態）： 

1. 該当なし。 

オーバーヘッド環境トレーニング 
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1. インストラクター・トレーナー1名につき生徒3名まで。 

2. 状況に応じてこの数を減らすことは、インストラクター・トレーナーの裁量である。 

18.5 講習生参加前条件 

1. 最低年齢21歳。 

2. 国際的に認知されたスクーバトレーニング機関において、オープンウォーターインストラクター

として1年以上認定され、現役の指導者であること。 

3. TDIナイトロックス・インストラクターまたは同等の資格、およびTDIフル・ケーブ資格または同

等の資格を有すること。 

4. 少なくとも100回のフル・ケーブ・ダイブの証明を提出すること。 

5. 4回以上の SDI/TDIERDI コース指導経験と、アクティブステータスの TDI 
カバーンインストラクターが開催する一連の TDI 
カバーンダイバーコースで、全セクションにわたり1回以上アシスト経験があることを証明し提出

する 

6. TDIキャバーンインストラクターから、候補者がキャバントレーニングクラスでアシストした経

験があり、候補者がインストラクター評価プログラムの準備が整っている旨の推薦書を提出する

こと。 

18.6 コース構成と時間 

水の執行： 

1. TDIは、インストラクター・トレーナーがプログラムを構成することを可能にし、それに応じて

、必要なスキルを確実に理解し、実行できるようにするための十分な時間を確保する。 

プログラムの構成： 

1. 候補者は、最低2回の監督下での洞窟ダイビングに参加しなければならない。 

コース時間： 

1. 最低15時間。 

トレーニングの限界： 

1. 最小シリンダーサイズ：22.2リットル/160立方フィート。 

2. 最大進入距離：シングルシリンダー容量の1/3 

3. 地表から61直線メートル／200直線フィート。 
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4. 最小開始圧力：容量6リットル／52立方フィート。 

5. 最大水深：40メートル／130フィート。 

6. デイライトゾーン：地上入口から見える範囲。 

7. 制限なし（2人のダイバーが並んで通れないほど狭いエリア）。 

8. 減圧潜水は行わず、必要に応じて安全停止を行う。 

18.7 事務手続き 

事務手続き項目： 

1. 全ての講習生からコース費用を徴収する 

2. 講習生が必須器材を所有していることを確認する 

3. 講習生にスケジュールを伝える 

4. 講習生は以下の書類の必要事項を記入する： 

a. TDI 免責同意書とリスクの告知書フォーム 

b. TDIメディカル・ステートメント・フォーム 

コース修了後、インストラクターは次の項目を実施すること： 

1. TDIダイバー登録用紙をTDI本部に提出するか、TDIウェブサイトの会員エリアからオンラインで

生徒を登録することにより、適切なTDI認定証を発行する。 

18.8 トレーニング教材 

必要な素材： 

1. TDI洞窟ダイバーマニュアルまたはeラーニングコース。 

2. TDI洞窟ダイバー・インストラクター・ガイド。 

3. TDI洞窟ダイバー・デジタル・インストラクター・リソース。 

オプションの素材： 

1. NACD 安全な洞窟ダイビングの芸術。 

2. 基本的な洞窟ダイビング - サバイバルのための青写真。 

3. 人間には計り知れない洞窟 - シェック・エクスリー 
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18.9 必須器材 

このコースには以下のものが必要である： 

1. プライマリシリンダー、最小容量は22.2リットル／160立方フィートで、マニホールドシステム

を推奨。 

2. マスク、少量推奨。 

3. フィン・ストラップはテープで止めるか、必要に応じて逆にする。 

4. 適切なシリンダーハーネスと自動低圧インフレーター付き浮力補償装置（BCD）。 

5. 2つの完全に独立した第1段と第2段のレギュレーター；1つのレギュレーターは長いホースを持ち

、1つの第1段レギュレーターは水中圧力計と浮力補償装置用の低圧ホースを持つ。 

6. 以下からなる３つのバッテリー内蔵ライト： 

a. 環境に十分な照度を持ち、予定されているダイビングに適した燃焼時間を持つプライマ

リーライト。 

b. 2つのバックアップライトは、それぞれ予定されているダイビングに適した燃焼時間を

持つ。 

7. ダイビング環境に適した露出スーツ。 

8. 時計またはボトムタイマーと水深計。ダイブコンピューターは、一方または両方の代わりに使用

することができる）。 

9. コンピューターおよび/または水中ダイブテーブル、両方を推奨。 

10. スレートまたはウェットノートと鉛筆。 

11. 小型ナイフまたはその他の適切なライン切断器具。 

12. 最低37メートル／125フィートのガイドラインを備えた安全リール。 

13. 1チームあたり約107メートル/350フィートのプライマリー・ケーブ・ダイビング・リール1個。 

14. 3方向のライン矢印。 

15. 無指向性マーカー1本。 

注：インストラクター候補生は、すべてのウォーター・アクティビティにおいて、洞窟の装備は万全で

なければならない。 

18.10 学科アウトライン 

下記のトピックをコース中にカバーしなければならない： 
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1. 洞窟ダイビングのポリシー。 

2. ガスマッチングの手順／管理。 

3. 事故分析。 

4. 心理学的考察。 

5. 機器の検討： 

a. 体の姿勢と浮力のコントロール。 

b. コミュニケーション。 

c. 手信号。 

d. ライトシグナル。 

6. タッチ・コンタクト 

7. 水泳のテクニック 

8. 問題解決の復習： 

a. 事故分析。 

b. 機器の故障シナリオ。 

c. 緊急時の手順 

d. 体の姿勢／トリム 

e. 浮力コントロール。 

f. 次のライン。 

g. 推進技術。 

9. ダイブテーブル/コンピュータの見直し。 

10. 生理学： 

a. 呼吸法。 

b. ストレス管理。 

11. ケーブ環境/保全 

12. 地主との関係性 

13. 現地アクセスの要件 
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18.11 スキル達成条件と修了条件 

インストラクター候補生は、TDI Diving in Overhead 
Environmentsの教材に記載されている洞窟ダイバーの陸上/安全ドリルを実演する必要があります。 

候補者は、洞窟でのマナーや適切なエチケットを常に教え、奨励しなければならない。 

 

インストラクター候補生は以下のスキルを修了していなければならない。 

1. リールの正しい使用法、第一に安全性。 

2. 以下の内容を含む状況/緊急事態のシミュレーション： 

a. エアシェアリング。 

b. ラインのもつれ。 

c. ガイドラインの破損または切断。 

d. プライマリライトの故障。 

e. バルブレギュレーターの故障。 

f. フィンとマスクの故障。 

3. コミュニケーション 

a. 光 

b. 手とタッチ。 

4. 受験者は、TDI Diving in Overhead Environments 
Diverの教材から、最低2つの講義（1つは準備されたもの、1つは即興のもの）を発表することが

求められる。 

 

水中ドリル 

候補生は、以下のカバーンダイビングに必要な水中スキルを習得するとともに、デモンストレーション

し指導できなければならない： 

1. すべてのダイブにおいて、減圧手順や適切なエチケットを含むダイブ・プランニングを行うこと

。 

2. ダイブ前のブリーフィング、空気補給と器材合わせ、バブルチェック、空気共有、ダイブ後の講

評。 

3. 浮力コントロール、体の姿勢、推進技術。 

4. 光／手信号によるコミュニケーション。 
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5. エアシェアリングドリル： 

a. 完全な視界の状況。 

b. 一列に並んで泳ぐ方法とタッチコンタクトを用いた、消灯して目を閉じた状況。 

6. ラインフォロー、目閉じ、タッチコンタクトドリル。 

7. リールの使用；主要および安全 

8. 適切なストレスの特定と対策を示す。 

 

注：すべての状況・緊急時訓練は、すべてのダイビングのエキジット時に実施される。 

 

注：すべての洞窟ダイブで、外洋への継続的なガイドラインを維持しなければならない。 

 

上記に加えて、候補者は以下の条件を満たしていなければならない： 

1. TDI Diving in Overhead 
Environmentsの試験を80％以上の得点と100％の補習率で修了すること。 

2. すべての陸上訓練とコースの要件を安全かつ効率的に完了する。 

3. ダイブプランとその実行に関し適切な判断を行える。 

4. 洞窟の環境に対する適切なレベルの認識と敬意を維持する。 

5. TDIトレーニング・ディレクターによる認定推薦を受ける。 

 

注：無責任な態度や軽率な態度は、認証を拒否する十分な理由となる。 

18.12 更新要件 

1. 少なくとも4人のTDIキャバーン・ダイバー資格を有する。 

2. 2コース以上を担当 

3. トレーニング以外の洞窟ダイビングを15本以上記録すること。 
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19. イントロケーブダイバーインストラクター(Intro to 
Cave Diver Instructor) 

19.1 イントロダクション 

このプログラムの目的は、以下の基準に関してインストラクター候補生を評価することである： 

1. 包括的なTDIケーブダイバー入門プログラムを提供するための知識、プロ意識、熟練度。 

2. 必要とされる陸上および水上での技能の発揮に熟達していること。 

3. インストラクターと生徒の安全に対する全体的な姿勢。 

4. 熟練し、効率的で、十分な教育を受けたダイバーを育成することにより、スキューバが環境に与

える長期的な影響を軽減する。 

5. TDIの基準と手順について熟知していること。 

19.2 修了者に与えられる資格 

このプログラムを修了すると、以下の資格が与えられます。 

TDIは、以下の分野で学生を指導し、認定する： 

1. TDI頭上環境/洞窟ダイバーコース。 

2. TDIケーブ・ダイバー入門コース。 

19.3 指導できるインストラクター 

このプログラムは、TDI本部/日本事務局のトレーニングスタッフおよび/または 
TDI本部/日本事務局によってインストラクター候補生を評価するために承認された上級インストラクタ

ーによって開催される 

19.4 講習生とインストラクターの人数比 

アカデミックだ： 

1. 講習を行うために必要な施設等が整っており、かつ、時間を十分に確保できる場合は、講習生数

に制限はない。 

閉鎖水域（プールのような状態）： 
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1. 該当なし。 

頭上の環境： 

1. インストラクター・トレーナー1名につき生徒3名まで。 

2. 状況に応じてこの数を減らすことは、インストラクター・トレーナーの裁量である。 

19.5 講習生参加前条件 

1. 最低年齢21歳。 

2. 国際的に認知されたスクーバトレーニング機関において、オープンウォーターインストラクター

として1年以上認定され、現役の指導者であること。 

3. TDIキャバーン・インストラクター、または同等の資格を持ち、現役の指導者であること。 

4. 少なくとも150回のフル・ケーブ・ダイブの証明を提出すること。 

5. 3回以上のカバーンダイバーコース指導経験と、アクティブステータスの TDI 
イントロケーブイストラクターが開催する一連の TDI 
イントロケーブダイバーコースで、全セクションで1回以上アシスト経験があることを証明し提出

する 

6. TDI洞窟入門インストラクターの推薦書を提出すること。TDI洞窟入門インストラクターは、候補

者が洞窟トレーニング入門クラスをアシストした経験があり、候補者がインストラクター評価プ

ログラムの準備が整っていることを述べる。 

19.6 コース構成と時間 

水の執行： 

1. TDIは、インストラクター・トレーナーがプログラムを構成することを可能にし、それに応じて

、必要なスキルを確実に理解し、実行できるようにするための十分な時間を確保する。 

プログラムの構成： 

1. 候補者は、最低2回のTDI監修の洞窟入門ダイブに参加しなければならない。 

コース時間： 

1. 最低15時間。 

 

トレーニングの限界： 

1. 最小シリンダーサイズ：22.2リットル／160立方フィート。 
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2. 最大進入距離：二重シリンダー容積の1/3。 

3. 最低始動圧力 容積6リットル／52立方フィート。 

4. 最大水深：40メートル／130フィート。 

5. 必要であれば減圧も可能。 

19.7 事務手続き 

事務手続き項目： 

1. 全ての講習生からコース費用を徴収する 

2. 講習生が必須器材を所有していることを確認する 

3. 講習生にスケジュールを伝える 

4. 講習生は以下の書類の必要事項を記入する： 

a. TDI 免責同意書とリスクの告知書フォーム 

b. TDIメディカル・ステートメント・フォーム 

コース修了後、インストラクターは次の項目を実施すること： 

1. TDIダイバー登録用紙をTDI本部に提出するか、TDIウェブサイトの会員エリアからオンラインで

生徒を登録することにより、適切なTDI認定証を発行する。 

19.8 トレーニング教材 

必要な素材： 

1. TDI Diving in Overhead Environmentsマニュアルまたはeラーニングコース。 

2. TDI頭上環境でのダイビングインストラクターガイド。 

オプションの素材： 

1. TDI Diving in Overhead Environmentsインストラクター用リソースCD。 

2. NACD Art of Safe Cave Diving. 

3. 基本的な洞窟ダイビング - サバイバルのための青写真。 

4. 人間には計り知れない洞窟 - シェック・エクスリー 
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19.9 必須器材 

このコースには以下のものが必要である： 

1. プライマリシリンダー、最小容量は22.2リットル／160立方フィートで、マニホールドシステム

を推奨。 

2. マスク、少量推奨。 

3. フィン・ストラップはテープで止めるか、必要に応じて逆にする。 

4. 適切なシリンダーハーネスと自動低圧インフレーター付き浮力補償装置（BCD）。 

5. 2つの完全に独立した第1段と第2段のレギュレーター；1つのレギュレーターは長いホースを持ち

、1つの第1段レギュレーターは水中圧力計と浮力補償装置用の低圧ホースを持つ。 

6. 以下からなる３つのバッテリー内蔵ライト： 

a. 環境に十分な照度を持ち、予定されているダイビングに適した燃焼時間を持つプライマ

リーライト。 

b. 2つのバックアップライトは、それぞれ予定されているダイビングに適した燃焼時間を

持つ。 

7. ダイビング環境に適した露出スーツ。 

8. 時計またはボトムタイマーと水深計。ダイブコンピューターは、一方または両方の代わりに使用

することができる。 

9. コンピューターおよび/または水中ダイブテーブル、両方を推奨。 

10. スレートまたはウェットノートと鉛筆。 

11. 小型ナイフまたはその他の適切なライン切断器具。 

12. 最低37メートル／125フィートのガイドラインを備えた安全リール。 

13. 1チームあたり約107メートル/350フィートのプライマリー・ケーブ・ダイビング・リール1個。 

14. 3方向のライン矢印。 

15. 無指向性マーカー1本。 

 

注：インストラクター候補生は、すべてのウォーター・アクティビティにおいて、洞窟の装備は万全で

なければならない。 
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19.10 学科アウトライン 

下記のトピックをコース中にカバーしなければならない： 

1. 減圧理論と洞窟ダイビングの特別なニーズへの応用。 

2. ガスマッチングの手順／管理。 

3. 事故分析。 

4. 心理学的考察。 

5. 機器の検討： 

a. シリンダー・オプション。 

b. レギュレーターのオプション。 

c. 浮力補償装置／ハーネスのオプション。 

d. リールのオプション。 

e. 機器構成。 

6. 体の姿勢と浮力のコントロール。 

7. コミュニケーション 

a. 手信号。 

b. ライトシグナル。 

c. タッチ・コンタクト。 

8. 水泳のテクニック 

9. 問題解決の復習： 

a. 事故分析。 

b. 機器の故障シナリオ。 

c. 浮力コントロール。 

d. 次のライン。 

e. 推進技術。 

10. ダイブテーブル/コンピュータの見直し。 

11. 生理学： 

a. 呼吸法。 

b. ストレス管理。 
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12. 洞窟の環境／保護。 

13. 地主との関係 

14. 現地でのアクセス要件。 

19.11 スキル達成条件と修了条件 

候補生は、TDI Diving in Overhead Environments 
Diverの教材に記載されている洞窟ダイバーの陸上/安全ドリルを実演することが要求される。また、講

習生は常に洞窟のマナーと適切なエチケットを教え、奨励していかなければならない。 

 

インストラクター候補生は以下のスキルを修了していなければならない。 

 

1. リールの正しい使用法、第一に安全性。 

2. 以下の内容を含む状況/緊急事態のシミュレーション： 

a. エアシェアリング。 

b. 失われたガイドライン 

c. ロスト・ダイバー 

d. ラインのもつれ。 

e. ガイドラインの破損または切断。 

f. プライマリライトの故障。 

g. バルブレギュレーターの故障。 

h. フィンとマスクの故障。 

3. コミュニケーション 

a. 光 

b. 手とタッチ。 

c. ライン矢印と非方向マーカーの使用。 

4. 受験者は、TDI Diving in Overhead Environments 
Diverの教材から、最低2つの講義（1つは準備されたもの、1つは即興のもの）を発表することが

求められる。  
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水中ドリル 

候補生は、以下のイントロケーブダイビングに必要な水中スキルを習得しなければならないまた、これ

らをデモンストレーションし指導できなければならない： 

1. すべてのダイブにおいて、減圧手順や適切なエチケットを含むダイブ・プランニングを行うこと

。 

2. ダイブ前の十分なブリーフィング、エア供給と器材のマッチング、バブルチェック、エアシェア

リング、ダイブ後の講評。 

3. 浮力コントロール、体の姿勢、推進技術。 

4. ライトやハンドシグナルを使ったコミュニケーション。 

5. エアシェアリングドリル： 

a. 完全な視界の状況。 

b. ライトアウト、ラインフォロー、タッチコンタクトのドリル。 

6. ロスト・ダイバーとロスト・ライン・ドリル 

7. リールとガイドラインの使用、サーキット、トラバース、ジャンプ、ギャップ、緊急時のドリル

。 

8. ラインアローとノン・ディレクショナル・マーカーの正しい使い方と読み方。 

9. 適切なストレスの特定と対策を示す。 

10. プライマリ・ライトの故障訓練、バックアップ・ライトで脱出。 

 

注：すべての状況・緊急時訓練は、すべてのダイビングのエキジット時に実施される。注：すべての洞

窟ダイビングにおいて、オープンウォーターへの継続的なガイドラインを維持しなければならない。 

 

上記に加えて、候補者は以下の条件を満たしていなければならない： 

1. TDI Diving in Overhead 
Environments（頭上環境でのダイビング）試験を80％以上のスコアで修了し、100％の補習を

受けること。 

2. すべての陸上訓練と洞窟潜水の要件を安全かつ効率的に完了する。 

3. ダイブプランとその実行に関し適切な判断を行える。 

4. 洞窟の環境に対する適切なレベルの認識と敬意を維持する。 

5. 研修責任者から認定推薦を受ける。 
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注：無責任な態度や軽率な態度は、認証を拒否する十分な理由となる。 

19.12 更新要件 

1. 少なくとも4つの洞窟、またはTDI Intro to Cave Diversの認定を受けていること。 

2. 2コース以上を担当 

3. トレーニング以外の洞窟ダイビングを15本以上記録すること。 
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20. フルケーブダイビングインストラクター(Full Cave 
Diving Instructor) 

20.1 イントロダクション 

このプログラムの目的は、以下の基準に関してインストラクター候補生を評価することである： 

1. 包括的なTDIケーブダイビングコースを提供するための知識、プロ意識、熟練度。 

2. 必要とされる陸上および水上での技能の発揮に熟達していること。 

3. インストラクターと生徒の安全に対する総合的な態度。 

4. 熟練した、効率的な、よく教育されたダイバーを育成することによって、このスポーツが環境に

与える長期的な影響を軽減する。 

5. TDIの基準と手順を熟知していること。 

20.2 修了者に与えられる資格 

このプログラムを修了すると、修了者は TDI 
によって、以下のコースを指導し認定することを許可されます： 

1. TDI頭上環境/洞窟ダイバーコース。 

2. TDI入門ケーブダイバーコース。 

3. TDIケイブダイバーコース。 

20.3 指導できるインストラクター 

このプログラムは、TDI本部/日本事務局のトレーニングスタッフおよび/または 
TDI本部/日本事務局によってインストラクター候補生を評価するために承認された上級インストラクタ

ーによって開催される 

20.4 講習生とインストラクターの人数比 

アカデミックだ： 

1. 講習を行うために必要な施設等が整っており、かつ、時間を十分に確保できる場合は、講習生数

に制限はない。 
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閉鎖水域（プールのような状態）： 

1. 該当なし。 

頭上の環境： 

1. インストラクター・トレーナー1名につき生徒3名まで。 

2. 状況に応じてこの数を減らすことは、インストラクター・トレーナーの裁量である。 

20.5 講習生参加前条件 

1. 21歳以上 

2. 国際的に認知されたスクーバトレーニング機関において、オープンウォーターインストラクター

として2年以上認定され、現役の指導者であること。 

3. TDI洞窟入門インストラクター以上の資格、または同等の資格を持ち、現役の指導者であること

。 

4. 少なくとも200回のフル・ケーブ・ダイブの証明を提出すること。 

5. TDIケーブダイバー入門コースを最低3回教えた証明を提出すること。 

6. TDIフル・ケーブ・ダイバー・インストラクターのもとで、TDIフル・ケーブ・ダイバー・コース

を最低1回修了したことを証明するものを提出すること。 

7. 候補生は、TDI 
フルケーブダイバーインストラクター評価プログラムへ参加する準備ができていることを示す推

薦状を、ケーブトレーニングクラスをアシストした少なくとも1名の TDI 
フルケーブインストラクターから得ていること 

TDI フルケーブダイバーインストラクター候補生は、少なくとも1名の TDI 
フルケーブダイバーインストラクターと1名の TDI 
フルケーブエバリュエーター1名とともにプロセスを進める必要がある。 

最終の TDI フルケーブエバリュエーターは、候補生が TDI 
フルケーブダイバーインストラクターコースに参加するために必要な推薦状を提供することはできない

。 

20.6 コース構成と時間 

水の執行" 

1. TDIは、インストラクター・トレーナーがプログラムを構成することを可能にし、それに応じて

、必要なスキルを確実に理解し、実行できるようにするための十分な時間を確保する。 
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プログラムの構成： 

1. 候補者は最低2回のTDI監修の洞窟ダイビングに参加しなければならない。 

コース時間： 

1. 最低15時間。 

トレーニングの限界： 

1. 最小シリンダーサイズ：22.2リットル／160立方フィート。 

2. 最大進入距離：二重シリンダー容積の1/3。 

3. 最小開始圧力：容量6リットル／52立方フィート。 

4. 最大水深：40メートル／130フィート。 

5. 必要であれば減圧も可能。 

20.7 事務手続き 

事務手続き項目： 

1. 全ての講習生からコース費用を徴収する 

2. 講習生が必須器材を所有していることを確認する 

3. 講習生にスケジュールを伝える 

4. 講習生は以下の書類の必要事項を記入する： 

a. TDI 免責同意書とリスクの告知書フォーム 

b. TDIメディカル・ステートメント・フォーム 

コース修了後、インストラクターは次の項目を実施すること： 

1. TDIダイバー登録用紙をTDI本部に提出するか、TDIウェブサイトの会員エリアからオンラインで

生徒を登録することにより、適切なTDI認定証を発行する。 

20.8 トレーニング教材 

必要な素材： 

1. TDI頭上環境でのダイビングマニュアル。 

2. TDI オーバーヘッド環境ダイビング インストラクターガイド 

オプションの素材： 
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1. TDI Diving in Overhead Environmentsインストラクター用リソースCD。 

2. NACD 安全な洞窟ダイビングの技術 

3. 基本的な洞窟ダイビング - サバイバルへの青写真 

4. 人間には計り知れない洞窟 - シェック・エクスレイ 

20.9 必須器材 

このコースには以下のものが必要である： 

1. プライマリシリンダー、最小容量は22.2リットル／160立方フィートで、マニホールドシステム

を推奨。 

2. マスク、少量推奨。 

3. フィン・ストラップはテープで止めるか、必要に応じて逆にする。 

4. 適切なシリンダーハーネスと自動低圧インフレーター付き浮力補償装置（BCD）。 

5. 2つの完全に独立した第1段と第2段のレギュレーター；1つのレギュレーターは長いホースを持ち

、1つの第1段レギュレーターは水中圧力計と浮力補償装置用の低圧ホースを持つ。 

6. 以下からなる３つのバッテリー内蔵ライト： 

a. 環境に十分な照度を持ち、ダイビングに適した最低燃焼時間が予想されるプライマリー

ライト。 

b. 2つのバックアップライトは、それぞれ予定潜水時間に適した燃焼時間を持つ。 

7. ダイビング環境に適した露出スーツ。 

8. 時計またはボトムタイマーと水深計。ダイブコンピューターは、一方または両方の代わりに使用

することができる。 

9. コンピューターおよび/または水中ダイブテーブル、両方を推奨。 

10. スレートまたはウェットノートと鉛筆。 

11. 小型ナイフまたはその他の適切なライン切断器具。 

12. 最低37メートル／125フィートのガイドラインを備えた安全リール。 

13. 1チームにつき約107メートル（350フィート）の洞窟潜水用リール1個。 

14. 約15メートル/50フィートのガイドラインを持つジャンプ/ギャップリール。 

15. 3方向のライン矢印。 

16. 無指向性マーカー1本。 
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17. 減圧が計画されるダイビングでは、計画した減圧水深よりも1段階深い水深に減圧用シリンダーを

置いて潜降することを強く推奨する。シリンダーは明確にマーキングされ、視野不良時でも、簡

単に見つけることができようにしなければならない。また、全てのシリンダーには、それぞれレ

ギュレーターと残圧計が接続されていなければならない。 

 

注：すべてのインストラクター候補生は、すべての水上アクティビティにおいて、洞窟装備のフル装備

でなければならない。 

20.10 学科アウトライン 

下記のトピックをコース中にカバーしなければならない： 

1. 減圧理論と洞窟ダイビングの特別なニーズへの応用。 

2. ガスマッチングの手順／管理。 

3. 事故分析。 

4. 心理学的考察。 

5. 機器の検討： 

a. シリンダー・オプション。 

b. レギュレーターのオプション。 

c. 浮力補償装置（BCD）/ハーネスのオプション。 

d. リールのオプション。 

e. 機器構成。 

6. 体の姿勢と浮力のコントロール。 

7. コミュニケーション 

a. 手信号。 

b. ライトシグナル。 

c. タッチ・コンタクト。 

8. 水泳のテクニック 

9. 問題解決の復習： 

a. 事故分析。 

b. 機器の故障シナリオ。 
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c. 浮力コントロール。 

d. 次のライン。 

e. 推進技術。 

10. ダイブテーブル/コンピュータの見直し。 

11. 生理学： 

a. 呼吸法。 

b. ストレス管理。 

12. 洞窟の環境／保護。 

13. 地主との関係 

14. 現地でのアクセス要件。 

20.11 スキル達成条件と修了条件 

候補生は、TDI Diving in Overhead Environments 
Diverの教材に記載されている洞窟ダイバーの陸上/安全ドリルを実演することが要求される。また、講

習生は常に洞窟のマナーと適切なエチケットを教え、奨励していかなければならない。 

 

インストラクター候補生は以下のスキルを修了していなければならない。 

1. リールの正しい使い方：プライマリー、セーフティー、ジャンプ、ギャップ。 

2. サーキット、トラバース、T字、ジャンプ、ギャップ。 

3. 以下の内容を含む状況/緊急事態のシミュレーション： 

a. エアシェアリング。 

b. 失われたガイドライン 

c. ロスト・ダイバー 

d. ラインのもつれ。 

e. ガイドラインの破損または切断。 

f. プライマリライトの故障。 

g. バルブ／レギュレーターの故障。 

h. フィンとマスクの故障。 

4. コミュニケーション 
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a. 光 

b. 手とタッチ。 

5. 受験者は、TDI Diving in Overhead Environments 
Diverの教材から、最低2つの講義（1つは準備されたもの、1つは即興のもの）を発表することが

求められる。 

 

水中ドリル 

候補生は、以下のイントロケーブダイビングに必要な水中スキルを習得しなければならない 

また、これらをデモンストレーションし指導できなければならない： 

1. すべてのダイブにおいて、減圧手順や適切なエチケットを含むダイブ・プランニングを行うこと

。 

2. ダイブ前のブリーフィング、エア供給、器材のマッチング、バブルチェック、エアシェアリング

、ダイブ後の講評が適切に行われていること。 

3. 浮力コントロール、体の姿勢、推進技術。 

4. 完全な視界の中でのエアシェアリング訓練。 

5. 消灯の状況、タッチ・コンタクト、一列になって泳ぐ方法で制限区域を通って洞窟を出る。 

6. ロスト・ダイバーとロスト・ライン・ドリル 

7. リールとガイドラインの正しい使い方、サーキット、トラバース、ジャンプ、ギャップ、緊急時

のドリル。 

8. ラインアローとノン・ディレクショナル・マーカーの正しい使い方と読み方。 

9. 適切なストレスの特定と対策。 

10. プライマリ・ライトが故障した場合、バックアップで脱出する。 

11. ロスト・ラインとロスト・ダイバーのドリル 

12. 重い流出に対する推進技術。 

 

注：すべての状況・緊急時訓練は、すべてのダイビングのエキジット時に実施される。 

 

注：すべての洞窟ダイビングにおいて、オープンウォーターへの継続的なガイドラインを維持しなけれ

ばならない。 
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上記に加えて、候補者は以下の条件を満たしていなければならない： 

1. TDI Diving in Overhead 
Environments（頭上環境でのダイビング）試験を80％以上のスコアで修了し、100％の補習を

受けること。 

2. すべての陸上訓練と洞窟潜水の要件を安全かつ効率的に完了する。 

3. ダイブプランとその実行に関し適切な判断を行える。 

4. 洞窟の環境に対する適切なレベルの認識と敬意を維持する。 

5. 研修責任者から認定推薦を受ける。 

 

注：無責任な態度や軽率な態度は、認証を拒否する十分な理由となる。 

20.12 更新要件 

1. 少なくとも4人の洞窟ダイバー、またはTDI洞窟ダイバー入門の資格を持ち、少なくとも2人の洞

窟ダイバーの資格を持つ。 

2. 3コース以上を担当 

3. トレーニング以外の洞窟ダイビングを15本以上記録すること。 
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21. DPVケーブダイバーインストラクター 

21.1 イントロダクション 

このプログラムの目的は、以下の基準に関してDPVケーブインストラクター候補生をトレーニングする

ことである： 

1. 包括的なTDI 
DPVケーブダイバーコースを提供するための知識、プロフェッショナリズム、熟練度。 

2. 必要とされる陸上および水上での技能の発揮に熟達していること。 

3. インストラクターと生徒の安全に対する総合的な態度。 

4. 訓練されたダイバーを育成することで、DPVの使用が洞窟システムに与える長期的な環境影響を

軽減する。 

5. TDIの標準と手順を熟知していること。 

21.2 修了者に与えられる資格 

このプログラムを修了すると、修了者は TDI 
によって、以下のコースを指導し認定することを許可されます： 

1. TDI DPV ケーブダイバー 

21.3 指導できるインストラクター 

このプログラムは、TDI本部/日本事務局のトレーニングスタッフおよび/または 
TDI本部/日本事務局によってDPVケーブインストラクター候補生を評価するために承認された上級イン

ストラクターによって開催される 

21.4 講習生とインストラクターの人数比 

アカデミックだ： 

1. 講習を行うために必要な施設等が整っており、かつ、時間を十分に確保できる場合は、講習生数

に制限はない。 

閉鎖水域（プールのような状態）： 

1. 該当なし。 
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オープンウォーター(海、湖、採石場跡、泉、川、河口など)： 

1. インストラクター・トレーナー1名につき生徒2名まで。 

2. 状況に応じてこの数を減らすことは、インストラクター・トレーナーの裁量である。 

21.5 講習生参加前条件 

1. 1年以上のTDIフルケーブダイブインストラクター。 

2. TDIフル・ケーブ・ダイバー・コースを5回以上指導。 

3. トレーニング以外のDPVダイブを50本以上記録した証明を提出すること。 

4. TDI 
DPVケーブダイバーインストラクターと少なくとも1つのTDIフルケーブDPVコースを共同指導す

ること。 

21.6 コース構成と時間 

水の執行： 

1. TDIでは、インストラクター・トレーナーがプログラムを構成することができる。したがって、

技能の理解と実行能力を確実にするための十分な時間が必要である。 

プログラムの構成： 

1. DPV洞窟インストラクター候補生は、最低3回の指導付きDPV洞窟ダイビングに参加しなければ

ならない。 

コース時間： 

1. クラスルームとブリーフィングの最低受講時間は8時間です。 

トレーニングの限界： 

1. 貫通はツインシリンダーの1/3以下、ステージシリンダーの1/3以下に制限される。 

2. 最大深度40 m/130 ft フィート、ただし生徒の最大トレーニング深度を超えないこと。 

3. 減圧シリンダー、ステージシリンダー、DPVを除き、洞窟内での機器の取り外しは禁止。 

21.7 事務手続き 

事務手続き項目： 

1. 全ての講習生からコース費用を徴収する 
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2. 講習生が必須器材を所有していることを確認する 

3. 講習生にスケジュールを伝える 

4. 講習生は以下の書類の必要事項を記入する： 

a. TDI 免責同意書とリスクの告知書フォーム 

b. TDIメディカル・ステートメント・フォーム 

コース修了後、インストラクターは次の項目を実施すること： 

1. TDIダイバー登録用紙をTDI本部に提出するか、TDIウェブサイトの会員エリアからオンラインで

生徒を登録することにより、適切なTDI認定証を発行する。 

21.8 トレーニング教材 

該当なし。 

21.9 必須器材 

各生徒に必要な用具は以下の通り： 

1. デュアルシリンダー、計画されたダイビングに適した容量、学生のガス消費量。 

2. 2つの独立したファースト・ステージとセカンド・ステージのレギュレーター；1つのレギュレー

ターは長いホースを装備。 

3. SPG(残圧計) 

4. パワーインフレーター付き浮力補償装置（BCD）。 

5. 潜水環境に適した露出スーツ。 

6. マスクとフィン、スノーケルなし。 

7. 2つのラインカット装置。 

8. 電池式ライト3個（プライマリ1個、バックアップ2個）。 

9. ダイビングに適した長さの洞窟ダイビング用リール。 

10. 最低37メートル／125フィートのガイドラインを備えた安全リール。 

11. 計画されたダイビングに十分な容量を持つ、適切な数のギャップリールとジャンプリール。 

12. コンピューター、時計またはボトムタイマー、水深計。 

13. 鉛筆でスレートまたはウェットメモ。 

14. 水中用ダイブテーブルまたはバックアップ用ダイブコンピューター。 
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15. 3方向のライン矢印。 

16. 無方向性ラインマーカー1本。 

17. 17.ケーブ環境に合わせて構成されたDPV 

21.10 学科アウトライン 

下記のトピックをコース中にカバーしなければならない： 

1. DPV洞窟ダイビングの動機。 

2. DPV使用の利点。 

3. 機材に関する考慮事項： 

a. DPVオプション。 

b. DPVのコンポーネント。 

c. 定格燃焼時間。 

d. お手入れとメンテナンス 

e. DPVリギング。 

f. ヘルメット 

4. 問題解決の手順 

a. DPVの故障または不具合。 

b. 牽引。 

c. DPVとのガスシェアリング。 

d. 軽い故障。 

e. 絡み合い。 

f. 衝突回避。 

g. チーム離脱。 

5. 環境への配慮： 

a. 適切な箇所と不適切な箇所。 

b. 洞窟のコンディションに適している。 

c. 衝撃の少ないDPVの使用。 

6. DPV潜水技術： 
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a. DPVによる浮力とトリム。 

b. DPVの降下、固定、回収。 

c. DPVによるガイドラインの設置。 

d. 方向転換と深度変化を促す 

7. 潜水計画とガス管理： 

a. ターンタイム、ターンディスタンス、ターンプレッシャー。 

b. ガスミックスとNDLまたは減圧義務。 

c. DPV延長レンジの安全ボトルとしてのステージを含むガス管理。 

21.11 スキル達成条件と修了条件 

DPVインストラクター候補生は、TDI 
DPVケーブダイバースタンダードに記載されているDPVケーブダイバーランドドリルを実演することが

要求される。 

 

DPVインストラクター候補生は、全てのダイブにおいて以下のSドリル及びスキルを実施しなければな

らない： 

1. ダイブ前の計画が適切であることを示す。 

2. 機材チェックと機材合わせ。 

3. バブルチェック。 

4. 様々なタイプの流れの中で、特殊な推進テクニックを披露する。 

5. 適切な浮力コントロールを行う。 

6. 正しい姿勢を示す。 

7. 適切なストレス分析（検出と管理）を実証する。 

8. DPVの適切な使用とリギングを実演する。 

9. トーハーネスを装着し、トーイングテクニックとレスキューテクニックをシミュレーション。 

 

DPVインストラクター候補者は、ケーブダイブ中に以下の水中スキルを実施しなければならない： 

1. ガイドラインから目を離さず、DPVを使用しながらのガスシェアリング 
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2. DPVと最小のバックアップライトを使用して、プライマリライトの故障と退出をシミュレートす

る。 

3. DPVを無効にして洞窟から出るシミュレーションを行う。 

4. チーム・メンバーとその故障したDPVを牽引している間に退出する。 

5. 受験者は、TDI 
DPVダイバー必修科目から最低2つの講義（1つは準備されたもの、1つは即興のもの）を発表す

ることが求められる。 

 

このコースを修了するためには、DPVインストラクター候補者は以下の条件を満たさなければならない

： 

1. すべてのダイビング要件を安全かつ効率的に実行する。 

2. ダイブプランとその実行に関し適切な判断を行える。 

3. 洞窟の環境に対する適切な意識と敬意を保つこと。 

4. すべてのダイビングを記録する。 
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22. セミクローズドサーキットリブリーザーインストラ

クター(Semi-Closed Circuit Rebreather 
Instructor)：特定ユニット - DOLPHIN, RAY, 
Atlantis, SUBMATIX ST100 & AZIMUTH 

22.1 イントロダクション 

このコースは、ドルフィン、レイ、サブマティックスST100、アジマスのいずれかの半閉鎖式リブリー

ザーを教えたいインストラクターのための入門レベルの認定コースです。このコースの目的は、SCRリ
ブリーザーコースを教えながら、そのメリット、潜在的なリスク、適切な手順を指導するインストラク

ターを養成することです。 

22.2 修了者に与えられる資格 

このコースを修了すると、Dolphin、Ray、Submatix 
ST100、またはAzimuthを使用し、最大水深40メートルまでの無減圧潜水を、認定レベルを超えないナ

イトロックスミックスを使用して、ダイバーに教えることができる。 

22.3 指導できるインストラクター 

アクティブステータスの TDI リブリーザーインストラクタートレーナー 

特定のリブリーザーごとに特定の TDI インストラクタートレーナー資格が必用です。 

22.4 講習生とインストラクターの人数比 

アカデミックだ： 

1. 講習を行うために必要な施設等が整っており、かつ、時間を十分に確保できる場合は、講習生数

に制限はない。 

閉鎖水域（プールのような状態）： 

1. 該当なし。 

オープンウォーター(海、湖、採石場跡、泉、川、河口など)： 

1. ドラッガー・ユニットは、インストラクター・トレーナー1名につき最大6名まで。 
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2. アジマスおよびサブマティクス・ユニットは、インストラクター・トレーナー1名につき最大4名
まで。 

3. 状況に応じてこの数を減らすことは、インストラクター・トレーナーの裁量である。 

22.5 講習生参加前条件 

1. 18歳以上。 

2. TDIリブリーザーダイバーとして認定されている。 

3. TDIナイトロックス・インストラクター、または同等の資格を有すること。 

4. セミクローズド・リブリーザーのログに記録された10ダイブの証明を提出すること。 

22.6 コース構成と時間 

オープンウォーター・エグゼキューション 

1. アジマスは最低6ダイブ、累積潜水時間150分以上。 

2. ドラッガー・ユニットの場合、最低4ダイブ、累積100分以上。 

3. サブマティックスST100の場合、最低5ダイブ、最低125分の累積時間。 

コース構成： 

1. TDIでは、インストラクター・トレーナーは、参加する生徒の人数やスキルレベルに応じてコー

スを構成することができます。 

コース時間： 

1. 学科講習およびブリーフィングの合計時間は6時間以上。 

22.7 事務手続き 

事務手続き項目： 

1. 全ての講習生からコース費用を徴収する 

2. 講習生が必須器材を所有していることを確認する 

3. 講習生にスケジュールを伝える 

4. 講習生は以下の書類の必要事項を記入する： 

a. TDI 免責同意書とリスクの告知書フォーム 
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b. TDIメディカル・ステートメント・フォーム 

コース修了後、インストラクターは次の項目を実施すること： 

1. TDIダイバー登録用紙をTDI本部に提出するか、TDIウェブサイトの会員エリアからオンラインで

生徒を登録することにより、適切なTDI認定証を発行する。 

22.8 トレーニング教材 

必要な素材： 

1. TDIダイビング・リブリーザーダイバーマニュアル。 

2. 潜水するリブリーザーのメーカーマニュアル。 

3. TDIの基準と手続きマニュアル。 

4. TDIダイビング・リブリーザー・インストラクター・ガイド。 

5. TDIダイビング・リブリーザー・パワーポイント（オプション）。 

6. TDIダイビングリブリーザーインストラクターリソースCD。 

オプションの素材： 

1. TDIプラスチックEADとPO₂表。 

2. ナイトロックスとリブリーザーの方程式ソフトウェア。 

22.9 必須器材 

各生徒に必要な用具は以下の通り： 

1. 実施されるトレーニングに特化したリブリーザー。 

2. 各リブリーザー用の吸入PO₂用統合PO₂モニタリング装置。 

3. マスクとフィン。 

4. オープンウォーター環境に適した露出スーツ。 

5. 酸素濃度計を使用できること（インストラクターが用意することもある）。 

6. 適切な体重。 

7. ベイルアウトシリンダー、最小サイズ1.9リットル／13立方フィート。 

8. 流量計、インストラクターが供給することもある。 
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22.10 学科アウトライン 

このコースでは、TDIダイビング・リブリーザー・マニュアルとメーカーのマニュアルを使用すること

が必須である。 

下記のトピックをコース中にカバーしなければならない： 

1. リブリーザーの歴史と進化。 

2. オープンサーキット、クローズドサーキット、セミクローズドサーキットの比較。 

3. システムの実用的な力学： 

a. リブリーザーの組み立てと分解。 

b. レイアウトとデザイン。 

c. スクラバーの再充電。 

d. システムのメンテナンス。 

e. ブリージングループの除染手順。 

4. ナイトロックスのレビュー 

a. ドルトンの法則（三角形）。 

b. 最適なナイトロックスミックス。 

c. 酸素（O₂）のトラッキング。 

d. ガスの準備。 

e. ダイブ・プランニングの例 

5. ガス生理学： 

a. 酸素（O₂）毒性。 

b. 高酸素症。 

c. 低酸素。 

d. 窒息。 

e. ハイパーカプニア（高炭酸症） 

f. 窒素の吸収。 

g. 二酸化炭素（CO₂）の毒性。 

h. ガス消費量： 

i. シリンダーサイズ。 
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ii. 深さと仕事量。 

6. 式作業／代謝消費： 

a. 酸素（O₂）の代謝計算。 

b. インスパイアード（O₂）計算、リブリーザー方程式。 

c. 空気相当深度(EAD) 

7. ダイブテーブル 

a. 吸入酸素（O₂）表。 

b. 等価空気深度。 

8. ダイブコンピューター 

a. ミックスは調整可能。 

b. 酸素（O₂）統合。 

c. 酸素濃度（PO₂）モニター装置。 

9. 問題解決： 

a. キャニスターの浸水。 

b. マウスピースの紛失。 

c. スクラバーの疲労。 

d. バッテリーまたはセンサーの損失。 

e. ブリージングバッグの破裂。 

f. オープンサーキット救済システム： 

i. 船内ガス。 

ii. オフボードガス。 

g. 高酸素シナリオ。 

h. 低酸素シナリオ。 

i. 過呼吸のシナリオ。 

j. 問題発生後の機器のメンテナンス 

10. ダイブプランモード： 

a. 作戦計画： 

i. ガスが必要。 
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ii. 酸素の制限。 

iii. 窒素の制限。 

22.11 スキル達成条件と修了条件 

最大水深は、PO₂ が1.6atmを超えない範囲であること。 

 

以下のスキルは、オープンウォーター・ダイブ中に修了しなければならない： 

1. 混合ガスを適切に分析する。 

2. ポジティブ、ネガティブ、流量、バイパスレギュレーターの作動、リリーフバルブの圧力など、

ダイビング前のすべてのチェックを最低6回行う。 

3. 漏れのチェックと修理のシナリオを実演する。 

4. Submatix ST100用呼気カウンターラングの完全性の実証。 

5. ExtendAirカートリッジを使用する場合は、粒状材料で1回パッキングする必要があります。 

6. Azimuthリブリーザーの場合は最低6回、DraegerおよびSubmatix 
ST100リブリーザーの場合は最低4回、セットアップとブレークダウンを適切に行うこと。 

7. 以下の内容に基づく適切なプレダイブプランニングをデモンストレーションする 

a. システム性能。 

b. ミックスによる予定深度での酸素曝露。 

c. 混合による計画深度での窒素吸収。 

8. 計画されたダイビングを、あらかじめ決められた制限の範囲内で適切に実行すること。 

9. システム障害からのリカバリーを適切に実行し、ベイルアウト用ステーショナリーへの切り替え

を最低2回行うこと。 

10. ベイルアウトシナリオの1つは、ダイバーがオープンサーキットに切り替え、オープンサーキット

でダイビングと安全停止を完了すること。 

11. 各ベイルアウトシナリオの後、ホースクリアリングテクニックを正しく示すこと。  

12. 方位角のみ、最低2回ブロック切り替えを行う。 

13. ユニットにPO₂モニタリング装置が装備されている場合、すべてのダイブで適切なPO₂モニタリ

ング。 

14. ガスロスを最小限に抑えることに重点を置き、マスククリアの練習を適切に行う。 

15. バディ・アウト・オブ・エアのシナリオを安全かつ適切に実行する。 
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16. ダイバーは所定の深度で実際に安全停止を実演する。 

17. ブリージングループの汚染除去を含む、リブリーザーの洗浄とメンテナンスを適切に行うこと。 

 

このコースの修了条件： 

1. TDIダイビング・リブリーザー・コースの筆記試験を十分に修了すること。 

2. オープンウォーターに必要なすべての項目を安全かつ効率的にクリアすること。 

3. ダイブプランとその実行に関し適切な判断を行える。 
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23. KISS GEM レベル1 インストラクター(KISS GEM 
Level 1 Instructor) 

23.1 イントロダクション 

これは、TDI KISS GEM レベル1 
リブリーザーコースを指導しようとするインストラクターレベルの認定コースです。このコースの目的

は、レクリエーショナル・リブリーザー・ダイビングを教えるインストラクターを養成することであり

、32～40％のナイトロックス・ガスを使用し、通常のレクリエーショナル・ダイビングの無減圧潜水深

度限界である30メートル/100フィートまでのダイビングに適した、リブリーザー・ダイビングの基本的

な指導スキルを身につけることである。 

23.2 修了者に与えられる資格 

このコースを修了すると、TDI KISS GEMレベル1リブリーザーコースを教えることができます。 

23.3 指導できるインストラクター 

アクティブステータスの TDI KISS GEM レベル1 インストラクタートレーナー 

23.4 講習生とインストラクターの人数比 

アカデミックだ： 

1. 講習を行うために必要な施設等が整っており、かつ、時間を十分に確保できる場合は、講習生数

に制限はない。 

閉鎖水域（プールのような状態）： 

1. インストラクター・トレーナー1名につき最大4名まで。状況に応じてこの人数を減らすことはイ

ンストラクター・トレーナーの裁量による。 

オープンウォーター(海、湖、採石場跡、泉、川、河口など)： 

1. インストラクター・トレーナー1名につき生徒4名まで。 

2. 状況に応じてこの数を減らすことは、インストラクター・トレーナーの裁量である。 
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23.5 講習生参加前条件 

1. 18歳以上。 

2. 以下の資格を有すること： 

a. TDI KISS GEMレベル1認定ダイバー。 

b. TDIナイトロックス公認インストラクター、または同等の資格。 

c. 200本のログを確認、うち50本はナイトロックスを使用。 

3. インストラクター・トレーナーが満足するようなTDI KISS 
GEMユーザーコースを少なくとも1回修了する。 

4. 承認されたリブリーザーで50回以上かつ最低50時間の累積時間のダイビングを証明し提出する。

そのうち25回以上かつ最低25時間は、 KISS GEM 
ダイビングシステムでのダイビングであること。 

または 

4. 候補者がすでにTDI 
SCRまたはCCRインストラクターの資格を持っている場合は、上記4の代わりに、GEMリブリー

ザーダイブを25時間以上累積してログに記録したことを証明する書類を提出すること。 

23.6 コース構成と時間 

限定水域(コンファインドウォーター)トレーニング： 

1. 最低1回、累積60分以上の限定水泳セッション。 

オープンウォーター・エグゼキューション 

1. 最低5ダイブ、累積200分以上。 

コース構成： 

1. TDIを利用することで、インストラクター・トレーナーは、必要なスキルを確実に理解し、実行

できるように、十分な時間をかけて、プログラムを構成することができる。 

コース時間： 

1. 学科講習およびブリーフィングの合計時間は6時間以上。コース期間は2日以上。機器概要の最低

時間数は2時間。 
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23.7 事務手続き 

事務手続き項目： 

1. 全ての講習生からコース費用を徴収する 

2. 講習生が必須器材を所有していることを確認する 

3. 講習生にスケジュールを伝える 

4. 講習生は以下の書類の必要事項を記入する： 

a. TDI 免責同意書とリスクの告知書フォーム 

b. TDIメディカル・ステートメント・フォーム 

コース修了後、インストラクターは次の項目を実施すること： 

1. TDIダイバー登録用紙をTDI本部に提出するか、TDIウェブサイトの会員エリアからオンラインで

生徒を登録することにより、適切なTDI認定証を発行する。 

23.8 トレーニング教材 

必要な素材： 

1. KISS GEMの取扱説明書。 

2. TDI KISS GEM PowerPoint Slides. 

3. TDIの基準と手続きマニュアル。 

オプションの素材： 

1. リチャード・パイル - クローズド・サーキット・リブリーザー操作のための学習者ガイド。 

2. Kenneth Donald - Oxygen& The Diver. 

3. ジョン・ラム - ダイバーのための酸素測定。 

4. Barsky, Thurlow& Ward - The Simple Guide to Rebreather Diving. 

5. ボブ・コール - リブリーザー・ダイビング。 

6. ジェフリー・ボザニック - リブリーザーを使いこなす。 

23.9 必須器材 

各生徒に必要な用具は以下の通り： 
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1. 完全なGEMリブリーザーで、インストラクター候補生がコースを受講し、将来教えるためには、

自分自身のGEMユニットを所有しているか、入手できなければならない。 

2. GEMオーナーズマニュアルからチェックリストを印刷。 

3. GEMリブリーザー取扱説明書。 

4. 各GEMに最低1つの統合PO₂モニタリング。 

5. 酸素濃度計を使用できること（インストラクターが用意することもある）。 

6. 実施するダイビングに適切なCO₂ 吸収剤（ExtendAir™ カートリッジまたは同等品）。 

7. 水中スレート。 

8. 水深計、オートマチックボトムタイマー、ナイトロックスダイビングコンピューター。 

9. マスクとフィン。 

10. オープンウォーター環境に適した露出スーツ。 

11. 適切な体重。 

12. 適切なスペアのツールキット（インストラクターが用意することもある）。 

13. 消毒液（インストラクターが用意することもある）。 

14. 1ラインカット装置。 

23.10 学科アウトライン 

インストラクター・トレーナーは、TDIダイビング・リブリーザー受講者マニュアル、インストラクタ

ー・ガイド、製造者マニュアル、および現行のTDI基準・手順マニュアルを使用しなければならないが

、これらのトピックの提示に役立つと思われるテキストや資料を追加で使用することもできる。 

 

下記のトピックをコース中にカバーしなければならない： 

1. リブリーザーの歴史と進化。 

2. オープンサーキット、クローズドサーキット、セミクローズドサーキットユニットの比較。 

3. GEMリブリーザーシステムの実用的な力学： 

a. GEMリブリーザーの組み立てと分解。 

b. レイアウトとデザイン。 

c. スクラバーの交換。 

d. ダイブ前の安全確認シーケンス。 
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e. システムのメンテナンスと保管 

f. ブリージングループの除染手順。 

4. ナイトロックスのレビュー 

a. ドルトンの法則（三角形）。 

b. 最適なナイトロックスミックス。 

c. 酸素のトラッキング。 

d. ガスの調製と分析 

5. ガス生理学： 

a. 酸素中毒 

b. 高酸素症。 

c. 低酸素。 

d. 窒息。 

e. ハイパーカプニア（高炭酸症） 

f. 窒素の吸収。 

g. CO₂の毒性。 

h. ガス消費量： 

i. シリンダーサイズ。 

ii. 深さと仕事量。 

6. フォーミュラ・ワーク 

a. シリンダーサイズ/持続時間の方程式。 

b. 等価空気深度。 

7. ダイブテーブル 

a. 等価空気深度。 

b. 中枢神経毒性表。 

c. NDLテーブル。 

8. ダイブコンピューター 

a. ミックスは調整可能。 

b. 酸素一体型。 
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c. PO₂モニタリング装置。 

9. ダイブプランモード： 

a. 実行プランニング 

b. 救済シナリオを含むガス需要。 

c. 酸素の制限。 

d. 窒素の制限。 

e. PSCRとFO₂の低下。 

10. 問題解決： 

a. キャニスターの浸水。 

b. マウスピースの紛失。 

c. スクラバーの疲労。 

d. バッテリーまたはセンサーの故障。 

e. ブリージングバッグの破裂。 

f. オープンサーキットの救済措置。 

g. 高酸素シナリオ。 

h. 低酸素シナリオ。 

i. 過呼吸のシナリオ。 

j. 問題発生後の機器のメンテナンス 

23.11 スキル達成条件と修了条件 

最大水深は、PO₂が1.4atmを超えない範囲であること。 

すべてのインストラクター候補者は、以下のスキルをインストラクターの質として示さなければならな

い： 

 

装備のスキル 

1. マウスピースの整備技術。 

 

コンファインド・ウォーター・スキル 

1. GEMダイブ前チェックリストを完成させる。 
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2. ダイビング前のチェック 

a. スクラバーのパッキング。 

b. ユニット組み立て。 

c. ワンウェイバルブのチェック。 

d. 正圧および負圧テスト。 

3. 適切なシリンダー内ガスの分析 

4. カウンターラングシステムの適切なフィッティングと調整  

5. マウスピースの正しい始動方向。 

6. 水中でバブルチェックを行う。 

7. オープンループの呼吸。 

8. 1.5メートルより浅くない深度からベイルアウト上昇を1回行う。 

9. ユニットを完全に分解し、洗浄する。 

 

注：すべてのプールダイブは、ソースシリンダー内の酸素濃度が最低40%（±1%）の状態で実施され

なければならない。 

 

オープン・ウォーター・スキル 

1. 混合ガスを適切に分析する。 

2. メーカーのチェックリストを使用し、ダイブ前の一連のチェックを行う。 

3. 漏れのチェックと修理のシナリオを実演する。 

4. スクラバーキャニスターを適切に梱包する。 

5. GEMのセットアップと分解を適切に行う。 

6. ダイブ前の計画が適切であることを示す： 

a. システム性能に基づく制限。 

b. 混合物による予定深度での酸素暴露に基づく限界値。 

c. 混合物による予定深度での窒素吸収量に基づく限界値。 

7. 計画されたダイビングを、あらかじめ決められた制限の範囲内で適切に実行すること。 

8. 水中でカウンターラングシステムの適切な調整を実演する： 
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a. V-
ストラップ（または下部ストラップ・アセンブリ）の調整（取り外しと交換を含む）。 

b. カウンターラングバンジーの調整。 

9. システム障害からの復旧を適切に実行し、救済用の文房具に切り替える。 

10. ベイルアウトシナリオの1つは、ダイバーがオープンサーキットに切り替え、オープンサーキット

でダイビングと安全停止を完了すること。 

11. 各ベイルアウトシナリオの後、ホースクリアリングテクニックを正しく示すこと。 

12. すべてのダイブで適切なPO₂モニタリング。 

13. ガスロスを最小限に抑えることに重点を置き、マスククリアの練習を適切に行う。 

14. オープンループまたはOCで6メートル/20フィートから地表まで。 

15. 快適なセットアップとダイビングを実演する。 

16. ダイビング中、浮力をうまくコントロールする。  

17. バディ・アウト・オブ・エアのシナリオを安全かつ適切に実行する。 

18. ダイバーはあらかじめ決められた水深で実際に安全停止を実演する。 

19. 呼吸ループの汚染除去を含む、GEMリブリーザーの洗浄とメンテナンスを適切に行う。 

 

このコースの修了条件： 

1. オープンウォーターに必要なすべての項目を安全かつ効率的にクリアすること。 

2. 潜水士試験に80％の正解率で合格し、100％の補習を受ける。 

3. TDI KISS 
GEMコースの筆記試験を、参考資料なしで100％以上の得点で満足のいく成績を修め、各解答を

入学希望者に適切に説明できること。 

4. トレーニングおよび潜水計画とその実行に関し、慎重かつ的確な判断力があることを示す 

5. TDI KISS GEMダイバープログラムの指導に熟練していることを示す。 

6. KISS GEMのトピックについて、最低1回の評価付きプレゼンテーションを行う。 
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24. KISS GEM sidekick インストラクター(KISS GEM 
Sidekick Instructor) 

24.1 イントロダクション 

これは、TDI KISS GEM Sidekick 
リブリーザーコースを指導しようとするインストラクターレベルの認定コースです。このコースの目的

は、レクリエーショナル・リブリーザー・ダイビングを教えるインストラクターを養成することであり

、32～40％のナイトロックス・ガスを使用し、30メートル／100フィートまでの無減圧潜水を行うリブ

リーザー・ダイビングの基本的な指導スキルを身につけることである。 

24.2 修了者に与えられる資格 

このコースを修了すると、TDI KISS GEM Sidekick 
Rebreatherコースを、最大深度30メートル/100フィートを超えない範囲で、32～40％のナイトロック

スガスを使用して教えることができます。 

24.3 指導できるインストラクター 

アクティブステータスの TDI KISS GEM Sidekick インストラクタートレーナー 

24.4 講習生とインストラクターの人数比 

アカデミックだ： 

1. 講習を行うために必要な施設等が整っており、かつ、時間を十分に確保できる場合は、講習生数

に制限はない。 

閉鎖水域（プールのような状態）： 

1. インストラクター・トレーナー1名につき最大4名まで。状況に応じてこの人数を減らすことはイ

ンストラクター・トレーナーの裁量による。 

オープンウォーター(海、湖、採石場跡、泉、川、河口など)： 

1. インストラクター・トレーナー1名につき生徒4名まで。 

2. 状況に応じてこの数を減らすことは、インストラクター・トレーナーの裁量である。 



TDI スタンダード&プロシージャー 

  パート3：リーダーシップスタンダード 

 

 

Version:0124 Page 147 of 208 

 

 

24.5 講習生参加前条件 

1. 最低年齢21歳。 

2. 以下の資格を有すること： 

a. TDI KISS GEMレベル1認定ダイバー。 

b. TDIナイトロックス公認インストラクター、または同等の資格。 

c. 200本のログを確認、うち50本はナイトロックスを使用。 

3. TDI KISS GEM 
Sidekickユーザーコースを最低1回、インストラクタートレーナーが満足するまでアシストする

こと。 

4. 承認されたリブリーザーを使用し、最低50時間のリブリーザーダイブを記録した証明を提出する

こと： 

a. 上記のGEMの時間がスタンダードGEMの場合、10ダイブ、10時間はGEM 
Sidekickでなければなりません。 

または 

a. 候補生がすでに認定された TDI SCR または CCR 
インストラクターである場合は、上記の＃4の代わりに、GEM 
リブリーザーで25回以上かつ最低25時間の累計時間のダイビングを証明し提出する。この

うち、GEMサイドキックで10ダイブ、10時間。 

または 

a. すでにKISS GEMインストラクターとして認定されている場合は、KISS 
GEMサイドキックダイブを10時間以上積算した証明を提出してください。 

24.6 コース構成と時間 

限定水域(コンファインドウォーター)トレーニング： 

1. 最低1回、累積60分以上の限定水泳セッション。 

オープンウォーター・エグゼキューション 

1. 最低5ダイブ、累積潜水時間200分以上、うち2ダイブは水深15メートル以上であること。 

コース構成： 

1. TDIを利用することで、インストラクター・トレーナーは、必要なスキルを確実に理解し、実行

できるように、十分な時間をかけて、プログラムを構成することができる。 
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コース時間： 

1. 学科講習およびブリーフィングの合計時間は6時間以上。コース期間は2日以上。機器概要の最低

時間数は2時間。 

24.7 事務手続き 

事務手続き項目： 

2. 全ての講習生からコース費用を徴収する 

3. 講習生が必須器材を所有していることを確認する 

4. 講習生にスケジュールを伝える 

5. 講習生は以下の書類の必要事項を記入する： 

a. TDI 免責同意書とリスクの告知書フォーム 

b. TDIメディカル・ステートメント・フォーム 

コース修了後、インストラクターは次の項目を実施すること： 

6. TDIダイバー登録用紙をTDI本部に提出するか、TDIウェブサイトの会員エリアからオンラインで

生徒を登録することにより、適切なTDI認定証を発行する。 

24.8 トレーニング教材 

必要な素材： 

1. KISS GEM Sidekickの取扱説明書。 

2. TDI KISS GEM PowerPoint Slides. 

3. TDI KISS GEM Sidekick PowerPointスライド。 

4. TDIの基準と手続きマニュアル。 

オプションの素材： 

1. リチャード・パイル -クローズド・サーキット・リブリーザー操作のための学習者ガイド。 

2. Kenneth Donald -Oxygen& The Diver. 

3. ジョン・ラム - ダイバーのための酸素測定。 

4. Barsky, Thurlow& Ward - The Simple Guide to Rebreather Diving. 

5. ボブ・コール - リブリーザー・ダイビング。 

6. ジェフリー・ボザニック - リブリーザーを使いこなす。 
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24.9 必須器材 

各生徒に必要な用具は以下の通り： 

1. 完全なKISS GEM 
Sidekickリブリーザー、インストラクター候補生がコースを受講し、将来教えるためには、KISS 
GEM Sidekickユニットを所有しているか、入手可能である必要があります。 

2. KISS GEM Sidekickオーナーズマニュアルからチェックリストを印刷。 

3. GEM Sidekickリブリーザー取扱説明書。 

4. 各GEM Sidekickに最低1台の統合PO₂モニタリング。 

5. 酸素濃度計を使用できること（インストラクターが用意することもある）。 

6. 実施するダイビングに適切なCO₂ 吸収剤（ExtendAir™ カートリッジまたは同等品）。 

7. 水中スレート。 

8. 水深計、オートマチックボトムタイマー、ナイトロックスダイビングコンピューター。 

9. マスクとフィン。 

10. オープンウォーター環境に適した露出スーツ。 

11. 適切な体重。 

12. 適切なスペアのツールキット（インストラクターが用意することもある）。 

13. 消毒液（インストラクターが用意することもある）。 

14. 1ラインカット装置。 

24.10 学科アウトライン 

インストラクター・トレーナーは、TDIダイビング・リブリーザー受講者マニュアルまたはeラーニング

、インストラクター・ガイド、メーカーのマニュアル、最新のTDI標準および手順マニュアルを使用し

なければならないが、これらのトピックの提示に役立つと思われるテキストや資料を追加で使用するこ

ともできる。 

 

下記のトピックをコース中にカバーしなければならない： 

1. リブリーザーの歴史と進化。 

2. オープンサーキット、クローズドサーキット、セミクローズドサーキットユニットの比較。 

3. GEMサイドキック・リブリーザー・システムの実用的な力学： 
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a. GEM Sidekickリブリーザーの組み立てと分解。 

b. レイアウトとデザイン。 

c. スクラバーの交換。 

d. 肺気量コントロールシステム：ダイバーは、肺気量コントロールシステムがどのように

機能するかを理解する必要があります。また、コース修了までに、肺気量コントロール

システムの調整テクニックを習得している必要があります。 

e. ダイブ前の安全確認シーケンス。 

f. システムのメンテナンスと保管 

g. ブリージングループの除染手順。 

4. ナイトロックスのレビュー 

a. ドルトンの法則（三角形）。 

b. 最適なナイトロックスミックス。 

c. 酸素のトラッキング。 

d. ガスの調製と分析 

5. ガス生理学： 

a. 酸素中毒 

b. 高酸素症。 

c. 低酸素。 

d. 窒息。 

e. ハイパーカプニア（高炭酸症） 

f. 窒素の吸収。 

g. CO₂の毒性。 

h. ガス消費量： 

i. シリンダーサイズ。 

ii. 深さと仕事量。 

6. フォーミュラ・ワーク 

a. シリンダーサイズ/持続時間の方程式。 

b. 等価空気深度。 

7. ダイブテーブル 
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a. 等価空気深度。 

b. 中枢神経毒性表。 

c. NDLテーブル。 

8. ダイブコンピューター 

a. ミックスは調整可能。 

b. 酸素一体型。 

c. PO₂モニタリング装置。 

9. ダイブプランモード： 

a. 実行プランニング 

b. 救済シナリオを含むガス需要。 

c. 酸素の制限。 

d. 窒素の制限。 

e. PSCRとFO₂の低下。 

10. 問題解決： 

a. キャニスターの浸水。 

b. マウスピースの紛失。 

c. スクラバーの疲労。 

d. バッテリーまたはセンサーの故障。 

e. ブリージングバッグの破裂。 

f. オープンサーキットの救済措置。 

g. 高酸素シナリオ。 

h. 低酸素シナリオ。 

i. 過呼吸のシナリオ。 

j. 問題発生後の機器のメンテナンス 

24.11 スキル達成条件と修了条件 

最大水深は、PO₂が1.4atmを超えない範囲であること。インストラクター候補生は以下のスキルを習得

すると共に、インストラクターレベルでデモンストレーションできなければならない： 
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装備のスキル 

1. マウスピースの整備技術。 

 

コンファインド・ウォーター・スキル 

1. GEM SIDEKICKのダイブ前チェックリストを完成させる。 

2. ダイビング前のチェック 

a. スクラバーのパッキング。 

b. ユニット組み立て。 

c. ワンウェイバルブのチェック。 

d. 正圧および負圧テスト。 

3. 供給シリンダーを適切に分析する。 

4. 酸素センサーの校正と確認を適切に行う。 

5. カウンターラングシステムの適切な装着と調整。 

6. 肺活量調整システムの調整。 

7. マウスピースの始動方向を修正し、水中で再調整する。 

8. 水中でバブルチェックを行う。 

9. オープンループの呼吸。 

10. 適切なPO₂モニタリングを実証する。 

11. 1.5メートルより浅くない深度からベイルアウト上昇を1回行う。 

12. 水中でのガス供給離脱と再接続 

13. 異なる姿勢で呼吸する練習をし、それぞれの姿勢で呼吸した時にもたらされる変化具合を把握す

る 

14. ダイビングの前と水中で、カウンターラングシステムの適切な調整とリギングを実演する： 

a. GEM Sidekick 
へのアタッチメントクリップの適切な設置と、水中でのダイビングシステムの適切な固

定 

b. ダイビングシステムを取り外して交換する（水中で適切な配置が可能であることを確認

する） 

15. 洪水からの復興 
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16. ユニットを完全に分解し、洗浄する。 

 

注：すべてのプールダイブは、ソースシリンダー内の酸素濃度が最低40%（±1%）の状態で実施され

なければならない。  

 

オープン・ウォーター・スキル 

1. 混合ガスを適切に分析する。 

2. 酸素センサーの校正と確認を適切に行う。 

3. 毎回のダイビングの前に、メーカーのチェックリストを使用し、ダイビング前の一連のチェック

を行うこと。 

4. 漏れのチェックと修理のシナリオを実演する。 

5. スクラバーキャニスターを適切に梱包する（最低2回）。 

6. GEM Sidekickのセットアップとブレークダウンを最低5回正しく行うこと。 

7. ダイブ前の計画が適切であることを示す： 

a. システム性能に基づく制限。 

b. 混合物による予定深度での酸素暴露に基づく限界値。 

c. 混合物による予定深度での窒素吸収量に基づく限界値。 

8. 水中でバブルチェックを行う。 

9. 計画されたダイビングを、あらかじめ決められた制限の範囲内で適切に実行すること。 

10. 以下の適切な手順をデモンストレーションする： 

a. 低酸素。 

b. 高酸素症。 

c. ハイパーカプニア（高炭酸症） 

d. ガス欠。 

e. センサーの故障。 

f. ダイブコンピューターの故障。 

g. PO₂表示不良。 

h. ループ内の水。 

11. ダイビングの前と水中で、カウンターラングシステムの適切な調整と装備を実演する： 
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a. GEM Sidekick 
へのアタッチメントクリップの適切な設置と、水中でのダイビングシステムの適切な固

定 

b. ダイビングシステムを取り外して交換する（水中で適切な配置が可能であることを確認

する） 

12. 水面および水中での肺活量調整システム。 

13. システム障害からの復旧を適切に実行し、ベイルアウト・ステーショナリーに切り替える。 

14. ベイルアウトシナリオの1つは、ダイバーがオープンサーキットに切り替え、オープンサーキット

でダイビングと安全停止を完了すること。 

15. 各ベイルアウトシナリオの後、ホースクリアリングテクニックを正しく示すこと。 

16. 適切なPO₂モニタリングを実証する。 

17. ガスロスを最小限に抑えることに重点を置き、マスククリアの練習を適切に行う。 

18. オープンループまたはOCで6メートル/20フィートから地表まで。 

19. 快適なセットアップとダイビングを実演する。 

20. ダイビング中、浮力をうまくコントロールする。 

21. バディ・アウト・オブ・エアのシナリオを安全かつ適切に実行する。 

22. ダイバーはあらかじめ決められた水深で実際に安全停止を実演する。 

23. 呼吸ループの汚染除去を含むGEM Sidekickリブリーザーの洗浄とメンテナンスを適切に行う。 

 

このコースを修了するためには、インストラクターは次のことが必要である： 

1. オープンウォーターに必要なすべての項目を安全かつ効率的にクリアすること。 

2. 潜水士試験に80％の正解率で合格し、100％の補習を受ける。 

3. TDI KISS GEM 
Sidekickコースの筆記試験を、参考資料なしで100％以上の得点で満足に修了し、各解答を受験

希望者に適切に説明できること。 

4. トレーニングおよび潜水計画とその実行に関し、慎重かつ的確な判断力があることを示す 

5. TDI KISS GEMダイバープログラムの指導に熟練していることを示す。 

6. KISS GEM Sidekickで最低1回の評価付きプレゼンテーションを行う。 
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25. 空気希釈剤CCRインストラクター - ユニット別 

25.1 イントロダクション 

これは、クローズドサーキットリブリーザー（特定ユニット）コースを指導しようとするインストラク

ターレベルの認定コースです。このコースの目的は、レクリエーショナル・リブリーザー・ダイビング

を教えるインストラクターを養成し、酸素（O₂）と空気またはナイトロックス希釈剤を使用し、30メー

トル/100フィートまでの無減圧潜水の通常のレクリエーショナル深度制限内で潜水するのに適した基本

的なリブリーザー・ダイビングスキルを開発することである。 

25.2 修了者に与えられる資格 

このコースを修了すると、TDIエアダイリューエント・クローズドサーキット・リブリーザー・ユニッ

ト専用コースを教えることができます。 

25.3 指導できるインストラクター 

現役のTDI 
CCRリブリーザー・インストラクター・トレーナーで、ユニット別の資格を持つ者は、このコースを教

えることができる。 

25.4 講習生とインストラクターの人数比 

アカデミックだ： 

1. 講習を行うために必要な施設等が整っており、かつ、時間を十分に確保できる場合は、講習生数

に制限はない。 

閉鎖水域（プールのような状態）： 

1. インストラクター・トレーナー1人につき生徒2人まで。状況に応じてこの人数を減らすことは、

インストラクター・トレーナーの裁量に任される。 

オープンウォーター（海、湖、採石場、泉、川、河口" 

1. インストラクター・トレーナー1名につき生徒2名まで。 

2. 状況に応じてこの数を減らすことは、インストラクター・トレーナーの裁量である。 
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25.5 講習生参加前条件 

1. 最低年齢21歳。 

2. TDI認定ユニット別リブリーザー・ダイバー、または同等の資格。 

3. TDIアドバンスド・ナイトロックス・インストラクター、または同等の資格を有すること。 

4. 250ダイブのログを確認し、そのうち100ダイブがナイトロックスであることを証明すること。 

5. 最低100ダイブ、最低100時間のダイビングを証明する書類を提出すること。 

6. リブリーザーダイバー(機種は限らない)に認定されてから12ヶ月が経過している 

7. インストラクター・トレーナーが満足するよう、少なくとも1つの完全なユニット別ユーザーコー

スをアシストすること。 

8. リブリーザーがTDI認定のサイドマウント・リブリーザーの場合、生徒はTDIサイドマウントイン

ストラクター資格または同等の資格を保有していなければならない。 

25.6 コース構成と時間 

オープンウォーター・エグゼキューション 

1. 4ダイブ。 

コース構成： 

1. TDIでは、インストラクター・トレーナーは、参加する生徒の人数やスキルレベルに応じてコー

スを構成することができます。 

コース時間： 

1. 学科講習およびブリーフィングの合計時間は6時間以上。 

2. 水中セッションは1日3回まで 

25.7 事務手続き 

事務手続き項目： 

1. 全ての講習生からコース費用を徴収する 

2. 講習生が必須器材を所有していることを確認する 

3. 講習生にスケジュールを伝える 

4. 講習生は以下の書類の必要事項を記入する： 
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a. TDI 免責同意書とリスクの告知書フォーム 

b. TDIメディカル・ステートメント・フォーム 

コース修了後、インストラクターは次の項目を実施すること： 

1. TDIダイバー登録用紙をTDI本部に提出するか、TDIウェブサイトの会員エリアからオンラインで

生徒を登録することにより、適切なTDI認定証を発行する。 

25.8 トレーニング教材 

必要な素材： 

1. TDI Diving RebreathersStudent ManualとKnowledge Questまたはe-Learningコース。 

2. TDIダイビングリブリーザーPowerPointプレゼンテーション. 

3. TDIの基準と手続き マニュアル。 

オプションの素材： 

1. TDI CCRインストラクター評価表。 

2. TDI CCRインストラクター・キューカード。 

3. リチャード・パイル - クローズド・サーキット・リブリーザー操作のための学習者ガイド。 

4. Kenneth Donald - Oxygen& The Diver. 

5. ジョン・ラム - ダイバーのための酸素測定。 

6. Barsky, Thurlow& Ward - The Simple Guide to Rebreather Diving. 

7. ボブ・コール - リブリーザー・ダイビング。 

8. ジェフリー・ボザニック - リブリーザーを使いこなす。 

25.9 必須器材 

各生徒に必要な用具は以下の通り： 

1. 閉回路式リブリーザーを使用する場合は、受講者はCCRユニットを所有しているか、または使用

できること。 

2. 水深計、オートマチックボトムタイマー、ダイブコンピューター。 

3. マスク、フィン 

4. ダイビング環境に適した露出スーツ。 

5. ナイフ 
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6. スレートと鉛筆。 

7. ダイビングに適した容量のベイルアウトシリンダー。 

8. リフトバッグ／水面マーカーブイ付きアセントリール、最大計画水深に適切なもの、最低12kg 
25ポンド。 

25.10 学科アウトライン 

インストラクター・トレーナーは、TDIダイビング・リブリーザー受講者マニュアル、パワーポイント

・プレゼンテーション、メーカーのマニュアル、および現行のTDI基準・手順マニュアルを使用しなけ

ればならないが、これらのトピックを説明するのに役立つと思われるテキストや資料を追加で使用する

こともできる。 

 

下記のトピックをコース中にカバーしなければならない： 

1. リブリーザーの歴史と進化。 

2. オープンサーキット、クローズドサーキット、セミクローズドサーキットのリブリーザーシステ

ムの比較とそれぞれの利点／問題点。 

3. システムの実用的な力学： 

a. ユニット別CCRの組み立てと分解。 

b. ユニットのレイアウトとデザイン。 

c. 吸収キャニスターの設計とメンテナンス。 

d. ブリージングループの除染手順。 

e. 製造元は、自動希釈バルブ（ADV）という追加フィッティングをサポートした。 

f. ユニットにこのバルブが装備されている場合、個人の代謝率に合わせたキーイングバル

ブ。 

g. バルブのメンテナンス。 

h. DSV（マウスピース）の使用、デザイン、限界。 

4. ガス生理学： 

a. 酸素（O₂）毒性。 

b. 窒素の吸収。 

c. 二酸化炭素（CO₂）の毒性。 

d. ガス消費量。 
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e. ガス密度 

5. 電子システムの設計とメンテナンス 

a. 酸素（O₂）の代謝計算。 

b. 等価対気深度（EAD）理論の改訂。 

c. 燃料電池。 

d. システムエレクトロニクスの機能と較正手順。 

e. バッテリーの状態／テスト 

6. ダイブテーブル 

a. 同等の空気深度操作。 

b. 酸素分圧一定（PPO₂）理論。 

c. 中枢神経系（CNS）と酸素追跡ユニット（OTU）の認識。 

7. ダイブコンピューター 

a. ミックスは調整可能。 

b. 酸素の一定割合（PO₂）。 

c. 酸素（O₂）統合。 

8. ダイブプランモード： 

a. 実行プランニング 

b. オープンサーキットのベイルアウトシナリオ/制限を含むガス要件。 

c. 酸素の制限。 

d. 窒素の制限。 

e. オフボード・オープン・サーキット・ベイルアウト。 

f. 混合チームでのダイビング。 

9. 緊急時の手続き 

a. B.A.D.D.A.S.S.の使用。 

b. スリーHの問題 

c. 浸水したループ。 

d. 細胞の警告 

e. バッテリー警告/故障。 
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10. チームダイビングの考察： 

a. ダイビングの目的 

b. ダイビング前のチェックリストの使用 

c. バディチェック 

d. ダイブプランニングとセットポイント 

e. ベイルアウトシナリオ 

25.11 スキル達成条件と修了条件 

インストラクター候補生は、次のスキルを習得する必要があります（最大水深はメーカーの設計限界を

超えてはなりません） 

 

インストラクター候補生は以下のスキルを修了していなければならない。 

1. 使用するすべての混合ガスを適切に分析すること。 

2. メーカーのユニット構築チェックリスト、システム・チェック、リブリーザー・コンフィギュレ

ーションを使用して、完全なユニット構築を実演する。 

3. 以下の内容に基づくダイビング前の適切なダイブプランニングをデモンストレーションする： 

a. 個人のガス消費量。 

b. 予定深度での酸素消費量と暴露量。 

c. 計画した深さでの窒素吸収。 

4. あらかじめ決められた制限の範囲内で、計画されたダイビングを適切に実行すること。 

5. 以下の適切な手順をデモンストレーションする： 

a. 浮力コントロール。 

b. ADV使用。 

c. 救済措置 

d. マウスピースの取り外し。 

e. 登山のテクニック 

f. 安全停止。 

g. バディはチェックする。 

h. 緊急事態を想定。 
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6. リブリーザーに反応しないダイバーを、水深5メートル以深から水面まで救助するシミュレーショ

ンを行う。  

7. リブリーザーの故障とメンテナンスを適切に行う。 

8. ダイビング後、ユニットを清掃： 

a. マウスピースとホース。 

b. ユニットを清掃し、消毒する。 

c. ユニットの構成部品を点検する。 

9. ダイバーによるユニットのメンテナンス： 

a. 細胞の除去と交換。 

b. マウスピースのストリップとリビルド。 

c. バッテリーの交換 

10. 候補者は、各ダイビング日の終わりにログを取らなければならない。 

 

このコースの修了条件： 

1. TDIダイビング・リブリーザー・コースの筆記試験を、参考資料なしで80％以上の得点で満足に

終了し、各解答を受講希望者に適切に説明できること。 

2. トレーニングおよび潜水計画とその実行に関し、慎重かつ的確な判断力があることを示す 

3. オープンウォーターに必要なすべての項目を安全かつ効率的にクリアすること。 

4. 現役TDIインストラクターと共に、TDI Air Diluent 
CCRユニット別ダイバーコースの全行程をアシストする。アシストコースでのダイビングは、イ

ンストラクターコースの要件にはカウントされません。模擬コースは、インストラクター・トレ

ーナーによって、少なくとも1回の限定水域セッションと少なくとも4回のオープンウォーター・

ダイブを含む模擬生徒と一緒に実施することができる。 

5. TDIダイビング・リブリーザー・ダイバー・プログラムの指導に熟練していることを証明するこ

と。 

6. 閉回路式リブリーザーに関するトピックについて、最低1回の合格レベルのプレゼンテーションを

行う。 
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26. エアディルエント CCR 減圧手順ダイバー(Air 
Diluent CCR Decompression Procedures 
Instructor) - 特定ユニット 

26.1 イントロダクション 

これは、クローズドサーキットリブリーザー減圧手順（特定ユニット）コースを指導しようとするイン

ストラクターレベルの認定コースです。このコースの目的は、レクリエーショナル・リブリーザー・ダ

イビングを教えるインストラクターを養成し、酸素（O₂）と空気またはナイトロックス希釈剤を使用し

、通常のレクリエーショナル・ダイビングの減圧潜水深度限界である40メートル／130フィートまでの

潜水に適した、基本的なリブリーザー・ダイビングのスキルを身につけることである。 

26.2 修了者に与えられる資格 

このコースを修了すると、TDIエアダイリューエント・クローズドサーキット・リブリーザー減圧手順

ユニット別コースを教えることができます。  

26.3 指導できるインストラクター 

現役のTDI 
CCRリブリーザー・インストラクター・トレーナーで、ユニット別の資格を持つ者は、このコースを教

えることができる。 

26.4 講習生とインストラクターの人数比 

アカデミックだ： 

1. 講習を行うために必要な施設等が整っており、かつ、時間を十分に確保できる場合は、講習生数

に制限はない。 

閉鎖水域（プールのような状態）： 

1. インストラクター・トレーナー1人につき生徒2人まで。状況に応じてこの人数を減らすことは、

インストラクター・トレーナーの裁量に任される。 

オープンウォーター(海、湖、採石場跡、泉、川、河口など)： 

1. インストラクター・トレーナー1名につき生徒2名まで。 
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2. 状況に応じてこの数を減らすことは、インストラクター・トレーナーの裁量である。 

26.5 講習生参加前条件 

1. 最低年齢21歳。 

2. TDIユニット・スペシフィック・リブリーザー・ダイバー認定者、または同等の資格。 

3. TDIアドバンスド・ナイトロックス・インストラクター、または同等の資格を有すること。 

4. 公認TDI減圧手順インストラクター、または同等の資格。 

5. 250ダイブ（うち100ダイブはナイトロックスを使用）のログを証明する書類を提出すること。 

6. 最低100ダイブのログと、少なくとも10回の段階的減圧リブリーザー・ダイブを含む、特定のユ

ニットでの最低100時間のダイビングの証明を提出すること。 

7. リブリーザーダイバー(機種は限らない)に認定されてから12ヶ月が経過している 

8. リブリーザーがTDI認定のサイドマウント・リブリーザーの場合、生徒はTDIサイドマウントイン

ストラクター資格または同等の資格を保有していなければならない。 

または 

9. TDIエアダイリューエントCCR（ユニット別）およびTDIオープンサーキット減圧手順インストラ

クター（または同等の資格）を取得し、少なくとも10回の段階的減圧リブリーザーダイブの証明

を提出すること。 

26.6 コース構成と時間 

オープンウォーター・エグゼキューション 

1. 4ダイブ。 

コース構成： 

1. TDIでは、インストラクター・トレーナーは、参加する生徒の人数やスキルレベルに応じてコー

スを構成することができます。 

コース時間： 

1. 学科講習およびブリーフィングの合計時間は6時間以上。 

2. 水中セッションは1日最大3回まで、減圧潜水は1日最大2回まで。 
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26.7 事務手続き 

事務手続き項目： 

1. 全ての講習生からコース費用を徴収する 

2. 講習生が必須器材を所有していることを確認する 

3. 講習生にスケジュールを伝える 

4. 講習生は以下の書類の必要事項を記入する： 

a. TDI 免責同意書とリスクの告知書フォーム 

b. TDIメディカル・ステートメント・フォーム 

コース修了後、インストラクターは次の項目を実施すること： 

1. TDIダイバー登録用紙をTDI本部に提出するか、TDIウェブサイトの会員エリアからオンラインで

生徒を登録することにより、適切なTDI認定証を発行する。 

26.8 トレーニング教材 

必要な素材： 

1. TDI Diving RebreathersStudent Manual and Knowledge Quest or eLearning. 

2. TDIダイビングリブリーザーPowerPointプレゼンテーション. 

3. TDIの基準と手続きマニュアル。 

4. TDI CCRプレフライトチェックリスト。 

5. TDI減圧手順の学生マニュアルまたはeラーニング。 

6. メーカーの最低トレーニング基準 

オプションの素材： 

1. TDI CCRインストラクター評価表。 

26.9 TDI CCRインストラクターキューカード必要機材 

各生徒に必要な用具は以下の通り： 

1. 閉回路式リブリーザーを使用する場合は、受講者はCCRユニットを所有しているか、または使用

できること。 

2. 水深計、オートマチックボトムタイマー、ダイブコンピューター。 
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3. マスク、フィン 

4. ダイビング環境に適した露出スーツ。 

5. ナイフ 

6. スレートと鉛筆。 

7. ダイビングに適した容量のベイルアウトシリンダー。 

8. リフトバッグ／水面マーカーブイ付きアセントリール（最大計画深度12kg／25ポンド以上）。 

26.10 学科アウトライン 

インストラクター・トレーナーは、TDIダイビング・リブリーザー受講者マニュアル、パワーポイント

・プレゼンテーション、メーカーのマニュアル、および現行のTDI基準・手順マニュアルを使用しなけ

ればならないが、これらのトピックを説明するのに役立つと思われるテキストや資料を追加で使用する

こともできる。 

 

下記のトピックをコース中にカバーしなければならない： 

1. リブリーザーの歴史と進化。 

2. オープンサーキット、クローズドサーキット、セミクローズドサーキットのリブリーザーシステ

ムの比較とそれぞれの利点／問題点。 

3. システムの実用的な力学： 

a. ユニット別CCRの組み立てと分解。 

b. ユニットのレイアウトとデザイン。 

c. 吸収キャニスターの設計とメンテナンス。 

d. 呼吸ループの汚染除去手順。 

e. メーカーが提供する追加装備 、オートディルエントバルブ (ADV) 

f. 個人の代謝率に合わせたキーバルブ（ユニットにこのバルブが装備されている場合） 

g. バルブのメンテナンス。 

h. DSV（マウスピース）の使用、デザイン、限界。 

4. ガス生理学： 

a. 酸素（O₂）毒性。 

b. 窒素の吸収。 
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c. 二酸化炭素（CO₂）の毒性。 

d. ガス消費量。 

e. ガス密度。 

5. 電子システムの設計とメンテナンス 

a. 酸素（O₂）の代謝計算。 

b. 等価対気深度（EAD）理論の改訂。 

c. 燃料電池。 

d. システムエレクトロニクスの機能と較正手順。 

e. バッテリーの状態／テスト 

6. ダイブテーブル 

a. 等価対気深度（EAD）操作。 

b. 酸素分圧一定（PPO₂）理論。 

c. 中枢神経系（CNS）と酸素追跡（OTU）の意識。 

7. ダイブコンピューター 

a. ミックスは調整可能。 

b. 酸素の一定割合（PO₂）。 

c. 酸素（O₂）統合。 

8. ダイブプランモード： 

a. 実行プランニング 

b. オープンサーキットのベイルアウトシナリオ/制限を含むガス要件。 

c. 酸素の制限。 

d. 窒素の制限。 

e. オフボード・オープン・サーキット・ベイルアウト。 

f. 混合チームでのダイビング。 

9. 緊急時の手続き 

a. B.A.D.D.A.S.S.の使用。 

b. スリーHの問題 

c. 浸水ループ.1 
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d. 細胞の警告 

e. バッテリー警告/故障。 

10. チームダイビングの考察： 

a. ダイビングの目的 

b. ダイビング前のチェックリストの使用 

c. バディチェック 

d. ダイブプランニングとセットポイント 

e. ベイルアウトシナリオ 

26.11 スキル達成条件と修了条件 

インストラクター候補生は、次のスキルを習得する必要があります（最大水深はメーカーの設計限界を

超えてはなりません） 

 

インストラクター候補生は以下のスキルを修了していなければならない。 

1. 使用するすべての混合ガスを適切に分析すること。 

2. メーカーのユニット構築チェックリスト、システム・チェック、リブリーザー・コンフィギュレ

ーションを使用して、完全なユニット構築を実演する。 

3. 以下の内容に基づくダイビング前の適切なダイブプランニングをデモンストレーションする： 

a. 個人のガス消費量。 

b. 予定深度での酸素消費量と暴露量。 

c. 計画した深さでの窒素吸収。 

4. 計画されたダイビングを、あらかじめ決められた制限の範囲内で適切に実施すること。 

5. 以下の適切な手順をデモンストレーションする： 

a. 浮力コントロール 

b. ADV使用。 

c. 救済措置 

d. マウスピースの取り外し。 

e. 登山のテクニック 

f. 安全停止。 
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g. バディはチェックする。 

h. 緊急事態を想定。 

6. リブリーザーに反応しないダイバーを、水深5メートル以深から水面まで救助するシミュレーショ

ンを行う。 

7. リブリーザーの故障とメンテナンスを適切に行う。 

8. ダイビング後、ユニットを清掃： 

a. マウスピースとホース。 

b. ユニットを清掃し、消毒する。 

c. ユニットの構成部品を点検する。 

9. ダイバーによるユニットのメンテナンス： 

a. 細胞の除去と交換。 

b. マウスピースのストリップとリビルド。 

c. バッテリーの交換 

10. ベイルアウト/減圧用ボンベを1本携行し、水面および水深を快適に泳げることを示すこと。 

11. 水柱内の位置を保ちながら、ベイルアウト/減圧シリンダー1本を降下させ、回収する能力を示す

。 

12. SMB/リフトバッグを単独で、あるいはチームの一員として配備する能力を示す。 

13. マニホールドまたはファーストステージ、SPG、プライマリーレギュレーターからのガス流出に

対する適切な反応を示すこと。 

14. 模擬的なフリーフロー式デコ・レギュレーターに対する適切な反応を示す。 

15. バディがデコガスを少なくとも1分間呼吸する。 

16. 酸素リブリーザーモードで6メートル/20フィート以下で停止。 

17. 深度でのベイルアウトシナリオを1つ完成させ、オープンサーキットでの減圧義務を含む。 

18. 候補者は、各ダイビング日の終わりにログを取らなければならない。 

 

このコースの修了条件： 

1. TDIダイビング・リブリーザー・コースの筆記試験を、参考資料なしで80％以上の得点で満足に

終了し、各解答を受講希望者に適切に説明できること。 

2. トレーニングおよび潜水計画とその実行に関し、慎重かつ的確な判断力があることを示す 

3. オープンウォーターに必要なすべての項目を安全かつ効率的にクリアすること。 
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4. 現役TDIインストラクターと共に、TDI Air Diluent 
CCRユニット別ダイバーコースの全行程をアシストする。アシストコースでのダイビングは、イ

ンストラクターコースの要件にはカウントされません。模擬コースは、インストラクター・トレ

ーナーによって、少なくとも1回の限定水域セッションと少なくとも4回のオープンウォーター・

ダイブを含む模擬生徒と一緒に実施することができる。 

5. TDI閉鎖循環式リブリーザー・ダイバー・プログラムの指導に熟練していることを示す。 

6. 閉回路式リブリーザーに関するトピックについて、最低1回の合格レベルのプレゼンテーションを

行う。 
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27. ヘリトロックスエアディルエント CCR 
減圧手順インストラクター(Helitrox Diluent CCR 
Decompression Procedures Instructor) – 
特定ユニット 

27.1 イントロダクション 

このコースは、閉鎖循環式リブリーザーHelitrox希釈液減圧手順コースを指導したいインストラクター

のためのインストラクターレベル認定コースです。このコースの目的は、レクリエーショナル・リブリ

ーザー・ダイビングを教えるインストラクターを養成すること、そして、酸素（O2）とヘリトロックス

（最小20％の酸素、最大35％のヘリウム）を希釈剤として使用し、通常のレクリエーショナル・ダイビ

ングの減圧潜水深度制限である45メートル／150フィートまでの潜水に適した、基本的なリブリーザー

・ダイビングのスキルを身につけることである。 

27.2 修了者に与えられる資格 

このコースを修了すると、TDI閉鎖式リブリーザー・ヘリトロックス希釈液使用減圧手順ユニット別コ

ースを、ヘリトロックス希釈液を使用して、メーカーが設計した最大深度45メートル/150フィートを超

えない範囲で教えることができる。  

27.3 指導できるインストラクター 

現役のTDIヘリトロックスCCRリブリーザー・インストラクター・トレーナーで、ユニット別の資格を

持つ者は、このコースを教えることができる。 

27.4 講習生とインストラクターの人数比 

アカデミックだ： 

1. 1. 
 主題に関する包括的かつ完全な研修を確保するための適切な施設、備品、時間が提供される限り

、無制限。 

閉鎖水域（プールのような状態）： 

1. インストラクター・トレーナー1人につき生徒2人まで。状況に応じてこの人数を減らすことは、

インストラクター・トレーナーの裁量に任される。 
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オープンウォーター(海、湖、採石場跡、泉、川、河口など)： 

1. インストラクター・トレーナー1人につき生徒2人まで。状況に応じてこの人数を減らすことは、

インストラクター・トレーナーの裁量に任される。 

27.5 講習生参加前条件 

1. 最低年齢21歳。 

2. TDIユニット・スペシフィック・リブリーザー・ダイバー認定者、または同等の資格。 

アンド 

3. TDIアドバンスド・ナイトロックス・インストラクター、または同等の資格を有すること。 

4. 公認TDI減圧手順インストラクターまたはヘリトロックス減圧手順インストラクター、または同

等の資格。 

5. 250ダイブ（うち100ダイブはナイトロックスを使用）のログを証明する書類を提出すること。 

6. 最低100ダイブのログと、少なくとも10回の段階的減圧リブリーザー・ダイブを含む、特定のユ

ニットでの最低100時間のダイビングの証明を提出すること。 

7. リブリーザーダイバー(機種は限らない)に認定されてから12ヶ月が経過している 

8. リブリーザーがTDI認定のサイドマウント・リブリーザーの場合、生徒はTDIサイドマウントイン

ストラクター資格または同等の資格を保有していなければならない。 

または 

9. TDIエアダイリューエントCCRインストラクター（ユニット別）、TDIオープンサーキット・ヘリ

トロックス減圧手順インストラクター（または同等の資格）を取得し、段階的減圧リブリーザー

ダイブを10回以上行うこと。 

27.6 コース構成と時間 

オープンウォーター・エグゼキューション 

1. 4ダイブ。 

コース構成： 

1. TDIでは、インストラクター・トレーナーは、参加する生徒の人数やスキルレベルに応じてコー

スを構成することができます。 

コース時間： 

1. 学科講習およびブリーフィングの合計時間は6時間以上。 
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2. 水中セッションは1日最大3回まで、減圧潜水は1日最大2回まで。 

27.7 事務手続き 

事務手続き項目： 

1. 全ての講習生からコース費用を徴収する 

2. 講習生が必須器材を所有していることを確認する 

3. 講習生にスケジュールを伝える 

4. 講習生は以下の書類の必要事項を記入する： 

a. TDI 免責同意書とリスクの告知書フォーム 

b. TDIメディカル・ステートメント・フォーム 

コース修了後、インストラクターは次の項目を実施すること： 

1. TDIダイバー登録用紙をTDI本部に提出するか、TDIウェブサイトの会員エリアからオンラインで

生徒を登録することにより、適切なTDI認定証を発行する。 

27.8 トレーニング教材 

必要な資料 

1. TDI Diving Rebreathers Student Manual and Knowledge Quest or eLearning. 

2. TDIダイビングリブリーザーPowerPointプレゼンテーション. 

3. メーカーのマニュアルと最新情報。 

4. メーカーのビルド・チェックリスト 

5. TDI CCRプレフライトチェックリスト。 

6. TDI減圧手順の学生マニュアルとナレッジクエストまたはeラーニング。 

7. TDI Extended Range and Trimix Diver Student Manual and Knowledge Quest or 
eLearning. 

8. TDI Extended Range and Trimix Diver Instructor Guide. 

9. メーカーの最低トレーニング基準 

10. TDIの基準と手続きマニュアル。 

オプションの素材： 

1. TDI Extended Range and TrimixPowerPointプレゼンテーション。 
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2. TDI CCRインストラクター・キューカード。 

3. TDI CCRインストラクター評価表。 

27.9 必須器材 

各生徒に必要な用具は以下の通り： 

1. 閉回路式リブリーザーを使用する場合は、受講者はCCRユニットを所有しているか、または使用

できること。ユニットに変更を加える場合は、メーカーの承認が必要 

2. 水深計、オートマチックボトムタイマー、ダイブコンピューター。 

3. マスク、フィン 

4. ダイビング環境に適した露出スーツ。 

5. ナイフ 

6. スレートと鉛筆。 

7. ダイビングに適した容量のベイルアウトシリンダー。 

8. リフトバッグ付きアセントリール／ダイビング環境に適した揚力と大きさの水面マーカーブイ、

およびバックアップ。 

27.10 学科アウトライン 

インストラクター・トレーナーは、TDIダイビング・リブリーザー、TDIエクステンデッド・レンジ、ト

リミックス受講者マニュアル、eラーニング、パワーポイントプレゼンテーション、インストラクターガ

イド、メーカーマニュアル、最新のTDIスタンダード＆プロシージャーを使用しなければなりません。 

 

下記のトピックをコース中にカバーしなければならない： 

1. リブリーザーの歴史と進化。 

2. オープンサーキット、クローズドサーキット、セミクローズドサーキットのリブリーザーシステ

ムの比較とそれぞれの利点／問題点。 

3. システムの実用的な力学： 

a. ユニット別CCRの組み立てと分解。 

b. ユニットのレイアウトとデザイン。 

c. 吸収キャニスターの設計とメンテナンス。 
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d. 呼吸ループの汚染除去手順。 

e. メーカーは、追加の継手、自動希釈バルブまたは（ADV）をサポートしていました。 

f. 個人の代謝率にバルブを合わせる（ユニットにこのバルブが装備されている場合）。 

g. バルブのメンテナンス。 

h. DSV（マウスピース）の使用、デザイン、限界。 

4. ガス生理学： 

a. 酸素（O2）毒性。 

b. 窒素の吸収。 

c. 二酸化炭素（CO2）の毒性。 

d. ガス消費量。 

e. ガス密度。 

5. 電子システムの設計とメンテナンス 

a. 酸素（O2）の代謝計算。 

b. 等価対気深度（EAD）理論の改訂。 

c. 燃料電池。 

d. システムエレクトロニクスの機能と較正手順。 

e. バッテリーの状態／テスト 

6. ダイブテーブル 

a. 等価対気深度（EAD）操作。 

b. 酸素分圧（PPO2）一定理論。 

c. 中枢神経系（CNS）と酸素追跡（OTU）の意識。 

7. ダイブコンピューター 

a. ミックスは調整可能。 

b. 酸素濃度（PO2）は一定。 

c. 酸素（O2）一体型。 

8. ダイブプランモード： 

a. 実行プランニング 

b. オープンサーキットのベイルアウトシナリオ/制限を含むガス要件。 
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c. 酸素の制限。 

d. 窒素の制限。 

e. オフボード・オープン・サーキット・ベイルアウト。 

f. 混合チームでのダイビング。 

9. 緊急時の手順 

a. B.A.D.D.A.Sの使用-ベイルアウト、不安呼吸、決定-
希釈液フラッシュ、常にPO2を知る、問題を克服するスキル。 

b. スリーHの問題 

c. 浸水したループ。 

d. 細胞の警告 

e. バッテリー警告/故障。 

10. ヘリウムに関する考察： 

a. ヘリウムの吸収と排出。 

b. 減圧用高酸素ミックスの利点。 

c. ボトムガスにヘリウムを使う利点 

d. 低酸素。 

e. HPNSだ。 

f. 呼吸への影響。 

g. 絶縁体としての効果。 

h. ヘリウムの限界。 

11. チームダイビングの考察： 

a. ダイビングの目的 

b. ダイビング前のチェックリストの使用 

c. バディチェック 

d. ダイブプランニングとセットポイント 

e. ベイルアウトシナリオ 
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27.11 スキル達成条件と修了条件 

 

インストラクター候補生は以下のスキルを修了していなければならない。 

1. 使用するすべての混合ガスを適切に分析すること。 

2. メーカーのユニット構築チェックリスト、システム・チェック、リブリーザー・コンフィギュレ

ーションを使用して、完全なユニット構築を実演する。 

3. 以下の内容に基づくダイビング前の適切なダイブプランニングをデモンストレーションする： 

a. 個人のガス消費量。 

b. 予定深度での酸素消費量と暴露量。 

c. 計画した深さでの窒素吸収。 

d. 熱的制約。 

4. あらかじめ決められた制限の範囲内で、計画されたダイビングを適切に実行すること。 

5. 以下の適切な手順をデモンストレーションする： 

a. マウスピースに慣れるドリル 

b. 救済訓練 

c. ガスのシャットダウンとガスの喪失。 

d. ホースの破損。 

e. 浸水吸収キャニスター。 

f. CO₂突破。 

g. セミクローズドモード。 

h. 低酸素ドリル 

i. 高酸素ドリル 

j. 洪水ループ。 

k. 電子機器とバッテリーの故障。 

6. リブリーザーに反応しないダイバーを、水深5メートル以深から水面までレスキューするシミュレ

ーションを行い、水面曳航と、その後の救助者と反応しないダイバーのリブリーザーの取り外し

を含む。 

7. ベイルアウト/減圧用ボンベを1本携行し、水面および水深を快適に泳げることを示すこと。 
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8. 水柱内の位置を保ちながら、ベイルアウト/減圧シリンダー1本を降下させ、回収する能力を示す

。 

9. SMB/リフトバッグを単独で、あるいはチームの一員として配備する能力を示す。 

10. 模擬的なフリーフロー式デコ・レギュレーターに対する適切な反応を示す。 

11. バディがデコガスを少なくとも1分間呼吸する。 

12. 酸素リブリーザーモードは6メートル/20フィート未満で停止。 

13. 深度でのベイルアウトシナリオを1つ完成させ、オープンサーキットでの減圧義務のシミュレーシ

ョン、または実際の減圧義務を含む。 

14. 候補者は、各ダイビング日の終わりにログを取らなければならない。 

 

このコースの修了条件： 

1. TDIダイビング・リブリーザーコース、TDIエクステンデッドレンジコース、トリミックスコース

の筆記試験を、それぞれ80％以上の得点で、参考資料なしで、満足いくまで終了し、各解答を受

験生に適切に説明できること。 

2. トレーニングおよび潜水計画とその実行に関し、慎重かつ的確な判断力があることを示す 

3. オープンウォーターに必要なすべての項目を安全かつ効率的にクリアすること。 

4. TDIヘリトロックス希釈液CCRユニット専用ダイバーコースの全行程を、現役TDIインストラクタ

ーと共にアシストする。アシストコースでのダイビングは、インストラクターコースの要件には

カウントされません。模擬コースは、インストラクター・トレーナーによって、少なくとも1回の

限定水域セッションと少なくとも4回のオープンウォーター・ダイブを含む模擬生徒と一緒に実施

することができる。 

5. TDIヘリトロックスCCRダイバープログラムの指導に熟練していることを証明すること。 

6. ヘリトロックスCCRのトピックについて、最低1回の合格レベルのプレゼンテーションを行う。 
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28. 混合ガスCCRインストラクター - ユニット別 

28.1 イントロダクション 

これは、ミックスガスクローズドサーキットリブリーザーコースを指導しようとするインストラクター

レベルの認定コースです。このコースの目的は、混合ガス式リブリーザーダイビングを教えるインスト

ラクターを養成し、15％以上の酸素を含むトリミックスを使用して、最大深度60メートル/200フィー

ト、または特定のユニットの製造元が設定した最大深度まで潜るのに適したテクニカルリブリーザーダ

イビングスキルを開発することです。 

28.2 修了者に与えられる資格 

本コースを修了すると、TDI混合ガスCCRユニット別コースを、混合ガス希釈剤を使用して、メーカー

が設計した最大深度60メートル/200フィートを超えない範囲で教えることができる。  

28.3 指導できるインストラクター 

ユニット固有の混合ガスCCRインストラクター・トレーナー格を持つ現役のTDIインストラクター・ト

レーナー。 

28.4 講習生とインストラクターの人数比 

アカデミックだ： 

1. 講習を行うために必要な施設等が整っており、かつ、時間を十分に確保できる場合は、講習生数

に制限はない。 

閉鎖水域（プールのような状態）： 

1. インストラクター・トレーナー1人につき生徒2人まで。状況に応じてこの人数を減らすことは、

インストラクター・トレーナーの裁量に任される。 

オープンウォーター(海、湖、採石場跡、泉、川、河口など)： 

1. インストラクター・トレーナー1人につき生徒2人まで。状況に応じてこの人数を減らすことは、

インストラクター・トレーナーの裁量に任される。 

28.5 講習生参加前条件 

1. 最低年齢21歳。 
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2. TDI CCR Air Diluent Decompression Procedures (ユニット別) 
インストラクター（または同等の資格） 
特定のユニットで15名の生徒を指導し、ユニット別CCRの指導経験が1年以上あること。 

3. 45メートル/150フィート以上の深度で30回の混合ガス式リブリーザー・ダイブを記録した証明

を提出すること。 

28.6 コース構成と時間 

オープンウォーター・エグゼキューション 

1. 4ダイブ。 

コース構成： 

1. TDIでは、インストラクター・トレーナーは、参加する生徒の人数やスキルレベルに応じてコー

スを構成することができます。 

コース時間： 

1. 学科講習およびブリーフィングの合計時間は6時間以上。 

2. 水中セッションは1日最大3回まで、減圧潜水は1日最大2回まで。 

28.7 事務手続き 

事務手続き項目： 

1. 全ての講習生からコース費用を徴収する 

2. 講習生が必須器材を所有していることを確認する 

3. 講習生にスケジュールを伝える 

4. 講習生は以下の書類の必要事項を記入する： 

a. TDI 免責同意書とリスクの告知書フォーム 

b. TDIメディカル・ステートメント・フォーム 

コース修了後、インストラクターは次の項目を実施すること： 

1. TDIダイバー登録用紙をTDI本部に提出するか、TDIウェブサイトの会員エリアからオンラインで

生徒を登録することにより、適切なTDI認定証を発行する。 
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28.8 トレーニング教材 

必要な資料 

1. TDI Diving RebreathersStudent Manual and Knowledge Quest or eLearning. 

2. TDIダイビングリブリーザーPowerPointプレゼンテーション. 

3. TDIの基準と手続きマニュアル。 

オプション教材： 

1. TDIリブリーザー・キューカード。 

2. TDI CCRインストラクター評価表。 

3. リチャード・パイル - クローズド・サーキット・リブリーザー操作のための学習者ガイド。 

4. Kenneth Donald - Oxygen& The Diver. 

5. ジョン・ラム - ダイバーのための酸素測定。 

6. Barsky, Thurlow& Ward - The Simple Guide to Rebreather Diving. 

7. ボブ・コール - リブリーザー・ダイビング。 

8. ジェフリー・ボザニック - リブリーザーを使いこなす。 

28.9 必須器材 

各生徒に必要な用具は以下の通り： 

1. クローズド・サーキット・リブリーザーは、生徒が自分のCCRを所有しているか、または使用で

きること（ディスカバリーMK VI/SE7ENを使用する場合は、60M 
eモジュールと手動追加バルブ付きカウンターラングを含む60Mフルアップグレードを装備してい

ること）。 

2. 水深計、オートマチックボトムタイマー、ダイブコンピューター。 

3. マスク、フィン 

4. ダイビング環境に適した露出スーツ。 

5. ナイフ 

6. スレートと鉛筆。 

7. 計画されたダイビングに適した容量のベイルアウトシリンダー。最低2名必要。 
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28.10 学科アウトライン 

インストラクター・トレーナーは、TDIダイビング・リブリーザー受講者マニュアル、パワーポイント

・プレゼンテーション、メーカーのマニュアル、および現行のTDI基準・手順マニュアルを使用しなけ

ればならないが、これらのトピックを説明するのに役立つと思われるテキストや資料を追加で使用する

こともできる。  

 

下記のトピックをコース中にカバーしなければならない： 

1. リブリーザーの歴史と進化。 

2. オープンサーキット、クローズドサーキット、セミクローズドサーキットのリブリーザーシステ

ムの比較とそれぞれの利点／問題点。 

3. システムの実用的な力学： 

a. ユニット固有のCCRの組み立てと分解。 

b. ユニットのレイアウトとデザイン。 

c. 吸収キャニスターの設計とメンテナンス。 

d. 呼吸ループの汚染除去手順。 

e. 製造元は、自動希釈バルブ（ADV）という追加フィッティングをサポートした。 

4. ガス生理学： 

a. 酸素（O₂）毒性。 

b. 窒素の吸収。 

c. 二酸化炭素（CO₂）の毒性。 

d. ガス消費量。 

e. 同等の麻薬深度。 

f. ガス密度。 

5. 電子システムの設計とメンテナンス 

a. 酸素（O₂）の代謝計算。 

b. 等価対気深度（EAD）理論の改訂。 

c. 燃料電池 

d. システムエレクトロニクスの機能と較正手順。 

6. ダイブテーブル 



TDI スタンダード&プロシージャー 

  パート3：リーダーシップスタンダード 

 

 

Version:0124 Page 182 of 208 

 

 

a. 等価対気深度（EAD）操作。 

b. 酸素分圧一定（PPO₂）理論。 

c. 中枢神経系（CNS）と酸素追跡ユニット（OTU）の認識。 

7. ダイブコンピューター 

a. ミックスは調整可能。 

b. 酸素の一定割合（PO₂）。 

c. 酸素（O₂）統合。 

8. ダイブプランモード： 

a. 実行プランニング 

b. 救済シナリオを含むガス需要。 

c. 酸素の制限。 

d. 窒素の制限。 

e. 混合チームでのダイビング。  

9. 緊急時の手続き 

a. B.A.D.D.A.S.S.の使用。 

b. スリーHの問題 

c. 浸水したループ。 

d. 細胞の警告 

e. バッテリーに関する警告。 

10. チームダイビングの考察： 

a. ダイビングの目的 

b. ダイビング前のチェックリストの使用 

c. バディチェック 

d. ダイブプランニングとセットポイント 

e. ベイルアウトシナリオ 
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28.11 スキル達成条件と修了条件 

インストラクター候補生は、次のスキルを習得する必要があります（最大水深はメーカーの設計限界を

超えてはなりません） 

 

インストラクター候補生は以下のスキルを修了していなければならない。 

1. 使用するすべての混合ガスを適切に分析すること。 

2. メーカーのユニット構築チェックリスト、システム・チェック、リブリーザー・コンフィギュレ

ーションを使用して、完全なユニット構築を実演する。 

3. 以下の内容に基づく適切なプレダイブプランニングをデモンストレーションする 

a. 個人のガス消費量。 

b. 酸素(O₂)消費量と計画深度での暴露。 

c. 計画した深さでの窒素吸収。 

4. あらかじめ決められた制限の範囲内で、計画されたダイビングを適切に実行すること。 

5. 以下の適切な手順をデモンストレーションする： 

a. 浮力コントロール。 

b. ADV使用。 

c. 救済措置 

d. マウスピースの取り外し。 

e. 登山のテクニック 

f. 安全停止。 

g. バディはチェックする。 

h. 緊急事態を想定。 

6. リブリーザーの故障とメンテナンスを適切に行う。 

7. 候補者は、各ダイビング日の終わりにログを取らなければならない。 

 

このコースの修了条件： 

1. TDIのエクステンデッドレンジとトリミックスの試験を、参考資料なしで80％以上の得点で満足

に終了し、各解答を入学希望者に適切に説明できること。 

2. トレーニングおよび潜水計画とその実行に関し、慎重かつ的確な判断力があることを示す 
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3. オープンウォーターに必要なすべての項目を安全かつ効率的にクリアすること。 

4. ユニットごとのダイバー・スタンダードのすべてのスキルの指導に習熟していることを示す。 

5. 閉回路式リブリーザーに関するトピックについて、1回合格点を与えるプレゼンテーションを行う

。 

6. ユニットごとのダイバー・スタンダードでカバーされているすべての主題を提示し、評価する。 
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29. 混合ガスCCR上級インストラクター - ユニット別 

29.1 イントロダクション 

これは、ミックスガスクローズドサーキットリブリーザーコースを指導しようとするインストラクター

レベルの認定コースです。このコースの目的は、混合ガス式リブリーザーダイビングを教えるインスト

ラクターを養成し、希釈剤として最低5％の酸素を含む混合ガスを使用して、最大深度100メートル/33
0フィート、または特定のユニットの製造元が設定した最大深度まで潜るのに適したテクニカルリブリー

ザーダイビングスキルを開発することです。 

29.2 修了者に与えられる資格 

このコースを修了すると、TDIアドバンスド混合ガス閉鎖循環式リブリーザーユニット別コースを、メ

ーカーが設計した最大深度または希釈剤として最低5％の酸素を含む混合ガスを使用した100メートル/3
30フィートを超えない範囲で教えることができます。 

29.3 指導できるインストラクター 

TDIインストラクター・トレーナーで、ユニット別上級混合ガス・インストラクター・トレーナーの資

格を持つ者。 

29.4 講習生とインストラクターの人数比 

アカデミックだ： 

1. 講習を行うために必要な施設等が整っており、かつ、時間を十分に確保できる場合は、講習生数

に制限はない。 

閉鎖水域（プールのような状態）： 

1. インストラクター・トレーナー1名につき生徒は最大2名まで。状況に応じてこの人数を減らすこ

とはインストラクターの裁量に任される。 

オープンウォーター(海、湖、採石場跡、泉、川、河口など)： 

1. インストラクター・トレーナー1名につき生徒2名まで。 

2. 状況に応じてこの数を減らすことは、インストラクターの裁量である。 
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29.5 講習生参加前条件 

1. 最低年齢21歳。 

2. TDI 
CCR混合ガス（ユニット別）インストラクター（または同等の資格）で、混合ガスを15名指導し

、ユニット別CCRの指導経験が1年以上あること。 

3. 特定のリブリーザーで、60メートル/200フィート以上の深度で25回の混合ガス・ダイブを記録

した証明を提出すること。 

29.6 コース構成と時間 

オープンウォーター・エグゼキューション 

1. 4ダイブ。 

コース構成： 

1. TDIでは、インストラクター・トレーナーは、参加する生徒の人数やスキルレベルに応じてコー

スを構成することができます。 

コース時間： 

1. 学科講習およびブリーフィングの合計時間は6時間以上。  

2. 水中セッションは1日最大3回まで、減圧潜水は1日最大2回まで。 

29.7 事務手続き 

事務手続き項目： 

1. 全ての講習生からコース費用を徴収する 

2. 講習生が必須器材を所有していることを確認する 

3. 講習生にスケジュールを伝える 

4. 講習生は以下の書類の必要事項を記入する： 

a. TDI 免責同意書とリスクの告知書フォーム 

b. TDIメディカル・ステートメント・フォーム 

コース修了後、インストラクターは次の項目を実施すること： 

1. TDIダイバー登録用紙をTDI本部に提出するか、TDIウェブサイトの会員エリアからオンラインで

生徒を登録することにより、適切なTDI認定証を発行する。 
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29.8 トレーニング教材 

必要な素材： 

1. TDI Diving RebreathersStudent Manual and Knowledge Quest or eLearning. 

2. TDIダイビングリブリーザーPowerPointプレゼンテーション. 

3. TDIアドバンス・トリミックス・スチューデント・マニュアルとナレッジ・クエスト 

4. TDIの基準と手続きマニュアル。 

オプションの素材： 

1. TDIリブリーザー・キューカード。 

2. TDI CCRインストラクター評価表。 

3. リチャード・パイル - クローズド・サーキット・リブリーザー操作のための学習者ガイド。 

4. Kenneth Donald - Oxygen& The Diver. 

5. ジョン・ラム - ダイバーのための酸素測定。 

6. Barsky, Thurlow& Ward - The Simple Guide to Rebreather Diving. 

7. ボブ・コール - リブリーザー・ダイビング。 

8. ジェフリー・ボザニック - リブリーザーを使いこなす。 

29.9 必須器材 

各生徒に必要な用具は以下の通り： 

1. クローズドサーキット・リブリーザーを使用する場合は、生徒自身がCCRを所有しているか、使

用できること。 

2. 水深計、オートマチックボトムタイマー、ダイブコンピューター。 

3. マスク、フィン 

4. ダイビング環境に適した露出スーツ。 

5. ナイフ 

6. スレートと鉛筆。 

7. 計画されたダイビングに適切な容量で、計画された深度に適切な混合のベイルアウトシリンダー3
本。 
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29.10 学科アウトライン 

インストラクター・トレーナーは、TDIダイビング・リブリーザー・スチューデント・マニュアル、パ

ワーポイント・プレゼンテーション、TDIアドバンスド・トリミックス・スチューデント・マニュアル

、メーカーのマニュアル、最新のTDIスタンダード＆プロシージャー・マニュアルを使用しなければな

らない。  

 

下記のトピックをコース中にカバーしなければならない： 

1. リブリーザーの歴史と進化。 

2. オープンサーキット、クローズドサーキット、セミクローズドサーキットのリブリーザーシステ

ムの比較とそれぞれの利点／問題点。 

3. システムの実用的な力学： 

a. ユニット固有のCCRの組み立てと分解。 

b. ユニットのレイアウトとデザイン。 

c. 吸収キャニスターの設計とメンテナンス。 

d. 呼吸ループの汚染除去手順。 

e. メーカーは、追加の継手、自動希釈バルブ（ADV）をサポートしていました。 

4.  ガス生理学： 

a. 酸素（O₂）毒性。 

b. 窒素の吸収。 

c. 一酸化炭素（CO₂）の毒性。 

d. ガス消費量。 

e. 同等の麻薬深度。 

f. ガス密度。 

5. 電子システムの設計とメンテナンス 

a. 酸素（O₂）の代謝計算。 

b. 燃料電池。 

c. システムエレクトロニクスの機能と較正手順。 

6. ダイブテーブル 

a. 等価対気深度（EAD）操作。 
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b. 酸素分圧一定（PPO₂）理論。 

c. 中枢神経系（CNS）と酸素追跡ユニット（OTU）の認識。 

d. ソフトウェアが作成したダイビングプロファイル。 

7. ダイブコンピューター 

a. ミックスは調整可能。 

b. 酸素の一定割合（PO₂）。 

c. 酸素（O₂）統合。 

8. ダイブプランモード： 

a. 実行プランニング 

b. 救済シナリオを含むガス需要。 

c. 酸素の制限。 

d. 窒素の制限。 

e. 混合チームでのダイビング。 

9. 緊急時の手続き 

a. B.A.D.D.A.S.S.の使用。 

b. スリーHの問題 

c. 浸水したループ。 

d. 細胞の警告 

e. バッテリーに関する警告。  

10. チームダイビングの考察： 

a. ダイビングの目的 

b. ダイビング前のチェックリストの使用 

c. バディチェック 

d. ダイブプランニングとセットポイント 

e. ベイルアウトシナリオ 
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29.11 スキル達成条件と修了条件 

インストラクター候補生は、次のスキルを習得する必要がありますトレーニングの最大深度は、メーカ

ーの設計限界または100メートル（330フィート）を超えてはならない。 

 

インストラクター候補生は以下のスキルを修了していなければならない。 

1. 使用するすべての混合ガスを適切に分析すること。 

2. メーカーのユニット構築チェックリスト、システム・チェック、リブリーザー・コンフィギュレ

ーションを使用して、完全なユニット構築を実演する。 

3. 以下の内容に基づく適切なプレダイブプランニングをデモンストレーションする 

a. 個人のガス消費量。 

b. 予定深度での酸素消費量と暴露量。 

c. 計画した深さでの窒素吸収。 

4. あらかじめ決められた制限の範囲内で、計画されたダイビングを適切に実行すること。 

5. 以下の適切な手順をデモンストレーションする： 

a. 浮力コントロール。 

b. ADV使用。 

c. 救済措置 

d. マウスピースの取り外し。 

e. 登山のテクニック 

f. 安全停止。 

g. バディはチェックする。 

h. 緊急事態を想定。 

6. リブリーザーの故障とメンテナンスを適切に行う。 

7. 候補者は、各ダイビング日の終わりにログを取らなければならない。 

 

このコースの修了条件： 

1. TDIアドバンスド・トリミックス筆記試験に80％以上の得点で参考なしに合格し、各解答を入学

希望者に適切に説明できること。 

2. トレーニングおよび潜水計画とその実行に関し、慎重かつ的確な判断力があることを示す 
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3. オープンウォーターに必要なすべての項目を安全かつ効率的にクリアすること。 

4. 上級混合ガス・ダイバー・スタンダードのすべてのスキルの指導に熟練していることを証明する

。 

5. 高度な混合ガス閉鎖式リブリーザーに関するトピックについて、最低1回の合格レベルのプレゼン

テーションを行うこと。 

6. ユニットごとのダイバー・スタンダードでカバーされているすべての主題を提示し、評価する。 
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30. リブリーザーフルケーブダイバーインストラクター(
Rebreather Full Cave Diver Instructor) 

30.1 イントロダクション 

このプログラムの目的は、以下の基準に関してインストラクター候補生を評価することである： 

1. 包括的なTDIリブリーザー・ケーブ・ダイバー、リブリーザー・ケーブ・ダイバー入門、リブリ

ーザー・フル・ケーブ・ダイバー・コースを提供する知識、プロフェッショナリズム、熟練度の

レベル。 

2. 必要とされる陸上および水上での技能の発揮に熟達していること。 

3. TDIリブリーザー・ケーブ・ダイビング・コースに関連したアカデミック・セッションの情報を

プレゼンテーションする能力に長けていること。 

4. インストラクターと生徒の安全に対する総合的な態度。 

5. 熟練した、効率的な、よく教育されたダイバーを育成することによって、このスポーツが環境に

与える長期的な影響を軽減する。 

6. TDIの基準と手順を熟知していること。 

30.2 修了者に与えられる資格 

このプログラムを修了すると、修了者は TDI 
によって、以下のコースを指導し認定することを許可されます： 

1. TDI Rebreather Cavern Diverコース。 

2. TDIリブリーザー・ケーブ・ダイバー入門コース。 

3. TDIリブリーザー・フル・ケーブ・ダイバー・コース。 

30.3 指導できるインストラクター 

このプログラムは、TDI本部/日本事務局のトレーニングスタッフおよび/または 
TDI本部/日本事務局によってインストラクター候補生を評価するために承認された上級インストラクタ

ートレーナーによって開催される 

インストラクタートレーナーは、TDI 
が承認したリブリーザーのダイビングのインストラクター、および TDI 
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が承認したリブリーザーのダイビングのディルエントガスダイバー（または同等のもの）としての資格

が必要です。  

30.4 講習生とインストラクターの人数比 

アカデミックだ： 

1. 講習を行うために必要な施設等が整っており、かつ、時間を十分に確保できる場合は、講習生数

に制限はない。 

オーバーヘッド環境トレーニング 

1. 候補者と講師の最大比率は3：1。 

30.5 講習生参加前条件 

1. 最低年齢21歳。 

2. 国際的に認知されたスクーバトレーニング機関において、オープンウォーターインストラクター

として少なくとも2年間、現役の指導資格を有していること。 

3. TDIリブリーザー・フルケーブ・ダイバーまたは同等の資格を有すること。 

4. 200回以上のフルケーブダイビング経験、そのうち少なくとも100回がリブリーザーフルケーブ

ダイビングであることを証明し提出する 

5. 少なくともTDI CCR Air Diluent Decompression Procedures 
Instructorの資格、または同等の資格を有すること。 

6. リブリーザーの指導経験が1年以上あること。 

7. レベルを問わず、最低25名のリブリーザーダイバーを認定したことがあること。 

8. TDIリブリーザー・ケーブ・トレーニングの3つのレベルそれぞれにおいて、少なくとも2つのコ

ースをアシストした証明を提出すること。 

9. 候補生は最低1コースをアシストした TDI 
リブリーザーケーブインストラクターからの推薦状を提出する。なお、インストラクターエバリ

ュエーションコースを担当するインストラクタートレーナー以外からの推薦でなければならない

。 

 

注：現役のTDIフル・ケーブ・インストラクターは、以下の条件を満たせば、この等級にアップグレー

ドすることができる： 

1. オープンサーキットTDIフルケーブインストラクターの資格。 
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2. TDI Air Diluent CCR - Unit 
Specificインストラクター以上の資格を有すること（減圧ケーブダイブを実施する場合は、TDI 
Air Diluent Deco CCRインストラクターの資格を有すること）。 

3. あらゆるレベルで5つのリブリーザー認定証を発行。 

4. 20回のリブリーザー・ケーブ・ダイブを記録した証明を提出すること。 

5. 現役のTDIリブリーザー・フルケーブ・インストラクターと2つの完全なリブリーザー・フルケー

ブ・コースを共同指導したことがあり、日付と受講者を記載した共同指導活動を証明する手紙を

提出すること。 

30.6 コース構成と時間 

水の執行： 

1. TDIを利用することで、インストラクター・トレーナーは、必要なスキルを確実に理解し、実行

できるように、十分な時間をかけて、プログラムを構成することができる。 

プログラムの構成： 

1. 候補者は、最低2回のTDI監修のリブリーザー洞窟ダイビングに参加しなければならない。 

2. 候補者は、最低2回のTDI監修のリブリーザー入門洞窟ダイビングに参加しなければならない。 

3. 候補者は、最低2回のTDI監修のリブリーザー・フルケーブ・ダイブに参加しなければならない。 

コース時間： 

1. 最低45時間。 

 

トレーニングダイブの限界： 

 

キャバーン・ダイブ 

1. ダイバーは、1分間に1立方フィートあたり30リットル以上のSACレートを使用するか、または生

徒が算出したCO₂イベントを考慮したSACレートの高い方のレートを使用し、最も遠いペネトレ

ーションポイントから安全に脱出するために十分なベイルアウトを携行する。 

2. 地表から60直線メートル／200直線フィート 

3. 最大深度30メートル／100フィート。 

4. 減圧潜水はしない。 

5. 制限もなく、2人のダイバーが並んで通れないほど狭い場所もない。 
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6. 必要に応じて安全停止を行う。 

7. 継続的なガイドラインを維持する。 

8. 適切な洞窟ダイビング器材は、TDI認定のリブリーザーと共に使用される。 

9. 頭上環境において、生命維持装置を取り外すことは許されない。 

10. 洞窟の中から出口を確認するためには、視界が十分でなければならない。 

 

洞窟ダイブ入門 

1. ダイバーは、1分間に1立方フィートあたり30リットル以上のSACレートを使用するか、または生

徒が算出したCO₂イベントを考慮したSACレートの高い方のレートを使用し、最も遠いペネトレ

ーションポイントから安全に脱出するために十分なベイルアウトを携行する。 

2. 最大深度40メートル／130フィート。 

3. 減圧潜水はしない。 

4. 継続的なガイドラインを維持する（ジャンプなし、ギャップなし）。 

5. 適切な洞窟ダイビング器材は、TDIが承認したリブリーザーと共に使用される。 

 

フル・ケーブ・ダイブ 

1. ダイバーは、ペネトレーションの最も遠い地点から安全に脱出し、毎分30リットル／1立方フィ

ート以上のSACレートを使用して減圧停止を完了するのに十分なベイルアウトを携行するか、ま

たは生徒が計算したCO₂イベントを考慮したSACレートの高い方のレートを使用する。 

2. 最大深度45メートル／150フィート。 

3. 洞窟内は機材撤去禁止。 

4. 適切または必要に応じて、安全停止と減圧停止を行う。 

5. 継続的なガイドラインを維持する。 

6. 適切な洞窟ダイビング器材は、TDIが承認したリブリーザーと共に使用される。 

30.7 事務手続き 

事務手続き項目： 

1. 全ての講習生からコース費用を徴収する 

2. 講習生が必須器材を所有していることを確認する 



TDI スタンダード&プロシージャー 

  パート3：リーダーシップスタンダード 

 

 

Version:0124 Page 196 of 208 

 

 

3. 講習生にスケジュールを伝える 

4. 講習生は以下の書類の必要事項を記入する： 

a. TDI 免責同意書とリスクの告知書フォーム 

b. TDIメディカル・ステートメント・フォーム 

コース修了後、インストラクターは次の項目を実施すること： 

1. 1TDIダイバー登録フォームをTDI本部に提出するか、TDIウェブサイトのメンバーエリアからオ

ンラインで生徒を登録し、適切なTDI認定証を発行する。 

30.8 トレーニング教材 

必要な素材： 

1. TDI頭上環境でのダイビングマニュアル。 

2. TDI頭上環境でのダイビングインストラクターガイド。 

3. TDIダイビング・リブリーザー・スチューデント・マニュアル. 

4. CCRメーカーのマニュアルとアップデート。 

オプションの素材： 

1. TDI Diving in Overhead EnvironmentsInstructor Resource CD（オプション）。 

2. TDIダイビング・リブリーザー・パワーポイント・プレゼンテーション（オプション）。 

3. NACD Art of Safe Cave Diving. 

4. 基本的な洞窟ダイビング - サバイバルのための青写真。 

5. 人間には計り知れない洞窟 - シェック・エクスリー 

30.9 必須器材 

1. TDI公認の完全なリブリーザー。 

2. 最低1台のリブリーザー対応コンピュータまたはPO₂モニタリング装置。 

3. 船外のベイルアウトシリンダー（1本または複数本） - 計画ダイビングに適した容量。 

4. 残圧計と低圧オフボード（クイックコネクト）ガス供給ホースを装備したベイルアウトレギュレ

ーター 

5. パワーインフレーター付き浮力補償装置（BCD）。 

6. 潜水環境に適した露出スーツ。 
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7. 酸素濃度計を使用できること（インストラクターが用意する場合もある）。 

8. マスクとフィン。 

9. 最低2台の切断装置。 

10. スレートと鉛筆。 

11. 電池式ライト3個（プライマリー1個、バックアップ2個、それぞれ予定潜水時間に適した燃焼時

間）。 

12. 最低37メートル／125フィートのガイドラインを備えた安全リール。 

13. 15メートル／50フィートのガイドライン付きギャップリール。 

14. ダイビングに適した長さの洞窟ダイビング用リール。 

15. コンピューター、時計またはボトムタイマー、水深計。 

16. 鉛筆でスレートまたはウェットメモ。 

17. 水中用ダイブテーブルまたはバックアップ用ダイブコンピューター。 

18. 3方向のライン矢印。 

19. 3つの無指向性マーカー。 

20. 段階的減圧シリンダーには適切なラベルが貼られていなければならない。 

 

注：すべてのインストラクター候補生は、すべての水上アクティビティにおいて、洞窟装備のフル装備

でなければならない。  

30.10 学科アウトライン 

1. 洞窟ダイビングのポリシー。 

2. 心理学的考察。 

3. 機器の検討： 

a. ベイルアウト・シリンダー・オプション" 

i. シングルベイルアウトシリンダーとリダンダントベイルアウトの比較。 

ii. ベイルアウトのロングホースとショートホース。 

b. リブリーザー設定オプション。 

c. スクラバーのオプション。 

d. 浮力補償装置（BCD）/ハーネスのオプション。 
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e. リールのオプション。 

f. 適正ウエイト 

g. 機器構成。 

4. コミュニケーション 

a. 手信号。 

b. ライトシグナル。 

c. 接触信号。 

5. 水泳のテクニック 

a. 体の姿勢／トリム 

b. 浮力制御とリブリーザーの加重。 

c. 次のライン。 

d. 推進技術。 

6. 生理学： 

a. 呼吸法。 

b. ストレス管理。 

c. 減圧理論と洞窟ダイビングへの応用。 

7. 洞窟の環境： 

a. 地質学： 

i. 一番下だ。 

ii. 天井だ。 

b. 現地でのアクセス要件。 

c. 地主との関係 

8. 自然保護。 

9. 問題解決： 

a. 緊急時の手順 

b. 機器の故障。 

c. シルトの状態。 

10. 事故分析。 
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11. ダイブテーブルと減圧理論の復習。 

12. オープンサーキットダイバーと洞窟ダイビング： 

a. ベイルアウトの構成要件。 

b. 空気のない緊急事態。 

13. 洞窟ダイビングのエチケット 

30.11 スキル達成条件と修了条件 

どのような状況下であっても、講習生はループにおける PO₂ 
(酸素分圧)を監視することができなければならない。視界ゼロの訓練は、生徒が呼吸ループの状態をモ

ニターできる方法で行わなければならない。例えば、マスクはないがHUDをモニターできる、消灯して

いるがディスプレイのバックライトを使ってPO₂を見ることができる、など。また、ドリルにてベイル

アウトができなければならない。 

 

候補生は、TDI Diving in Overhead Environments 
Diverの教材に記載されている洞窟ダイバーの陸上/安全ドリルを実演することが要求される。また、講

習生は常に洞窟のマナーと適切なエチケットを教え、奨励していかなければならない。 

 

インストラクター候補生は以下のスキルを修了していなければならない。 

1. ガイドラインの適切な展開方法。 

2. ガイドラインの正しい守り方 

3. リールの正しい使い方：プライマリー、セーフティー、ジャンプ、ギャップ。 

4. サーキット、トラバース、T字、ジャンプ、ギャップ。 

5. ロスト・ダイバーの処置における安全リールの使用。 

6. ロスト・ライン・ドリルでの安全リールの使用。 

7. ガイドラインに従い、ボトル交換を含むベイルアウトを適切に行う。 

8. ガイドラインに従い、ゼロ視界を想定したボトル交換やタッチコンタクトを含むベイルアウトを

適切に行う。 

9. 以下の内容を含む状況/緊急事態のシミュレーション： 

a. ラインのもつれ。 

b. ガイドラインの破損または切断。 
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c. プライマリライトの故障。 

d. バルブ／レギュレーターの故障。 

e. フィンとマスクの故障。 

10. コミュニケーション。 

11. 光 

12. 手とタッチ。 

13. 受験者は、TDI Diving in Overhead Environments 
Diverの教材から、最低6つの講義（準備されたもの3つ、即興のもの3つ）を行う必要がある。 

 

候補生は、以下のイントロケーブダイビングに必要な水中スキルを習得しなければならない 

また、これらをデモンストレーションし指導できなければならない： 

1. ガイドラインを適切に展開する。 

2. 方向指示器と非方向指示器のラインマーカーを適切に使用する。 

3. ガイドラインにきちんと従う。 

4. 視界不良を想定したガイドラインにきちんと従うこと。 

5. ガイドラインに従って、チームメイトとボトルスワップの練習をしながら、ベイルアウト・エグ

ジットを行う。 

6. ベイルアウトの出口で、チームメイトとボトルスワップの練習をする。 

7. ガイドラインに接触している間は、マスクを外して交換すること。 

8. ライト/ハンドシグナルとタッチコンタクトを実演する。 

9. 保全と啓蒙技術。 

10. バックアップ・ナビゲーションとして参照。 

11. 適切なアンチシルティング・テクニックを示す。 

12. プライマリライトの故障をシミュレートし、バックライトを使って洞窟を出る。 

13. 計装照明のみを使用したロスト・ライン・ドリルを実演する。 

14. ロスト・ダイバー・ドリルを実演する。 

15. リールを使って、サーキットやトラバースで必要なジャンプやギャップを行い、オープンウォー

ターへの連続的なガイドラインを維持する。 

16. SCRモードでリブリーザーを飛ばして洞窟を出る。 
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17. ソレノイドの故障をシミュレートして洞窟を出る（該当する場合）。 

18. 以下の高度なナビゲーションテクニックをデモンストレーションする： 

a. 4回のジャンプ。 

b. 2回路。 

19. TDIコースカリキュラムに概説されているリブリーザー資格の現行レベルに準拠した、リブリー

ザーユニットに特化したスキルを実証すること。 

 

注：すべての状況・緊急時訓練は、すべてのダイビングのエキジット時に実施される。 

 

注：すべての洞窟ダイビングにおいて、オープンウォーターへの継続的なガイドラインを維持しなけれ

ばならない。  

 

上記に加えて、候補者は以下の条件を満たしていなければならない： 

1. TDI Diving in Overhead Environments 
Instructorの筆記試験を80％以上の得点で修了し、100％の補習を受けること。 

2. すべての陸上訓練と洞窟潜水の要件を安全かつ効率的に完了する。 

3. ダイブプランとその実行に関し適切な判断を行える。 

4. 洞窟の環境に対する適切なレベルの認識と敬意を維持する。 

5. 研修責任者から認定推薦を受ける。 

 

注：無責任あるいは軽率な態度は、認証を拒否する十分な理由となる。 

30.12 更新要件 

1. 少なくとも4名のTDI Rebreather Cavern DiversまたはTDI Rebreather Intro to Cave 
Diversと、少なくとも2名のTDI Rebreather Full Cave Diversを認定していること。 

2. 3コース以上を担当 

3. トレーニング以外の洞窟ダイビングを15本以上記録すること。 
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31. TDI インストラクタートレーナー 

31.1 イントロダクション 

インストラクター・トレーナー・ワークショップ(ITW)は、インストラクター評価コース(IEC)を単独で

実施するための完全な評価者としての候補者を養成します。各コースのITランクを取得するには、該当

するコースのアクティブステータスインストラクターであり、且つこのアウトラインに詳述されている

ように、最低認定数を満たしていなければならない。TDIインストラクターがTDI 
ITランクにアップグレードするには、ITWを修了する必要がある。ITWコースの要件は、SDI 
インストラクタートレーナースタンダードに記載されています。 

31.2 すべてのインストラクター・トレーナーのためのポリシー 

1. インストラクター・トレーナーは、国際研修世界本部および居住国の国際研修地域事務局に登録

する必要があります。 

2. インストラクター・トレーナー・ワークショップを修了したインストラクター・トレーナーは、

インストラクター・コースを積極的に教え続けていれば、再度インストラクター・トレーナー・

ワークショップを受講することなく、他のITレベルにアップグレードすることができる。 

3. TDIでは、すべてのコースで最低認定回数が義務付けられており、TDIインストラクターがそのコ

ースのインストラクター・トレーナー・レベルを取得するためには、最低ダイブ回数が義務付け

られているコースもあります。 

4. インストラクター・トレーナーは、2年ごとに最高認定レベルのコースを教えることが義務付けら

れている。 

 

ITアップグレードの要件は以下の通り： 

TDI レベル 

必
須
認
定
数

 

必
須
ダ
イ
ブ
数

 

ナイトロックス 10 25 

アドバンスドナイトロックス 10 50 

減圧手順 10 25 
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エクステンディッドレンジ/トラ

イミクス 25 100 

ヘリトロックス 15 50 

アドバンス・トリミックス 
30トライミクスまたはアドバンスドトライミックス; 

アドバンスドトライミックスインストラクターである必

要があります 
100 

セミクローズドリブリーザー 15 50 

ナイトロックスブレンダー 10 なし 

アドバンスドガスブレンダー 10 なし 

O₂エキップメントサービステクニシ

ャン 
10 なし 

キャバーン・エバリュエーター 洞窟ダイバー10名；フル・ケーブ・インストラクターで

あること 
なし 

洞窟エバリュエーター入門 洞窟エバリュエーター + 15人の洞窟ダイバー入門 + 
5人のTDI洞窟インストラクター；  

なし 

フル・ケイブ・エバリュエーター 
洞窟入門エバリュエーター 

+20人のフル・ケーブ・ダイバー（10人はTDIでなけれ

ばならない） +5人のTDI洞窟入門インストラクター 
なし 

CCRエアディルエント あらゆるレベルで25 200時
間 

CCRミックスガス 10(+エアディルエントIT) 300時
間 

CCRアドバンスドミックスガス 10(+エアディルエントITとミックスガスIT) 350時
間 

 

 

*Advanced Trimix ITはTrimixとAdvanced Trimixの両レベルをカバーする。 

 

注：特に指定がない限り、TDI 
ITレベルへのアップグレードを申請する前に、そのレベルで最低10名の生徒が認定される必要がありま

す。 
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32. International Training®クロスオーバーコース 

32.1 イントロダクション 

このコースは、International Training®のプロフェッショナルランク認定 - 
SDI、TDI、ERDI、PFI、First Response Training International - 
にクロスオーバーしようとする他教育機関のプロフェッショナルが、International 
Training®と共に活動するために必要なスキルと知識を習得することを目的としている。ここでは、事

務手続きによって実行できるプロフェッショナルクロスオーバープログラムの最低必須条件を扱ってい

る。ある特定のコースやエージェンシー、または地域によっては、クロスオーバープログラムの一環と

して、実技評価が必須条件となる場合もある。実技審査が必要かどうかについては、トレーニング部門

にお問い合わせください。 

32.2 修了者に与えられる資格 

このコースを修了した者は、認定された格付けやプログラムのトレーニングコースを実施し、認定証を

発行することができる。 

32.3 指導できるインストラクター 

1. 現役のインストラクター・トレーナーまたはコース・ディレクター。 

2. 国際研修承認機関の代表者。 

3. 世界本部トレーニング部。 

32.4 講習生とインストラクターの人数比 

アカデミックだ： 

1. 講習を行うために必要な施設等が整っており、かつ、時間を十分に確保できる場合は、講習生数

に制限はない。 

適用される場合、閉鎖水域： 

1. 講習を行うために必要な施設等が整っており、かつ、時間を十分に確保できる場合は、講習生数

に制限はない。 

オープンウォーター（該当する場合 

1. オープンウォーターの評価が必要な場合、適切な評価が提供できる限り、無制限。 
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32.5 講習生参加前条件 

1. International 
Training®承認の他教育機関プロフェッショナル資格を有すること。International 
Training®承認の他教育機関やコースのリストが必要な場合はトレーニング部門まで問い合わせ

ること。 

2. 品質保証(QA)の調査を現在受けていない、または過去にティーチングステータスやメンバーシッ

プをはく奪されたことがない。品質保証に関する事項は、本部研修部に提出し、検討することが

できる。 

32.6 コース構成と時間 

水中での実施。このコースが必要な場合、インストラクターの判断により、限定水域、オープンウォー

ター、またはその両方で、要求される技能のパフォーマンスに応じて実施しなければならない。 

水中評価が必須条件のクロスオーバープログラムの場合は、該当するコースの評価条件に従うこと。こ

れらは通常、対応するインストラクター・スタンダードの技能パフォーマンスと卒業要件のセクション

に記載されている。 

評価は、該当するレベルのITステータスを保持するアクティブステータスのインストラクタートレーナ

ーのみ実施可能 

 

コース構成： 

1. インターナショナル・トレーニングでは、インストラクターは参加する生徒の人数やスキルレベ

ルに応じてコースを構成することができます。 

コース時間： 

1. 必要な時間数は、受験者数とクロスオーバーするレベルによって異なる。 

32.7 事務手続き 

事務手続き項目： 

1. すべての候補者から交際費を徴収する。 

2. 生徒が必要な教材を持っていることを確認する。 

3. 候補者がオンライン慣熟コースを受講し、修了していることを確認する（その言語で受講可能な

場合）。 

4. 講習生にスケジュールを伝える 
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5. 講習生は以下の書類の必要事項を記入する： 

a. 適用クロスオーバー・アプリケーション。 

b. 水中での評価が必要なコースでは、免除と同意書を提出すること。 

c. 水中評価が必要なコースのメディカルリリース  

 

コース修了後、指導者は提出しなければならない： 

1. クロスオーバー・アプリケーション 

2. クロスオーバー・チェックリスト 

3. プロフェッショナル資格証明書のコピー、または代理店のウェブサイトから資格証明書をプリン

トアウトしたもの。 

4. 該当する場合は、専門職業賠償責任保険の検証。 

5. オンライン慣熟化コースを完了したプリントアウト。 

6. ITの評価が必要なレベルについては、評価するITがインストラクター登録用紙に署名する。 

32.8 トレーニング教材 

必要な素材： 

1. オンライン・プロフェッショナル慣熟コースのコード（言語/地域で利用可能な場合）。 

2. 適切なダイブマスター、アシスタントインストラクター、またはインストラクターの教材。 

3. クロスオーバー・チェックリスト 

4. 適切なクロスオーバーの適用。 

オプションの素材： 

1. クロスオーバー／慣れのパワーポイント。 

32.9 必須器材 

水中での評価が必要な場合のレベルクロスオーバーに適した機材。 

32.10 学科アウトライン 

下記のトピックをコース中にカバーしなければならない： 
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1. 管理要件とクロスオーバー・パッケージ。 

2. 国際トレーニングの歴史： 

a. TDI。 

b. SDI。 

c. ERDI。 

d. ファースト・レスポンス・トレーニング・インターナショナル 

e. PFI。 

3. グローバル代表： 

a. 地域オフィス 

b. ローカル・セールス・マネージャー 

4. テクニカル・ダイビング・インターナショナル 

a. 基準と手順。 

5. スキューバダイビング・インターナショナル 

a. 基準と手順。 

6. エマージェンシー・レスポンス・ダイビング・インターナショナル 

a. 基準と手順。 

7. ファースト・レスポンス・トレーニング・インターナショナル 

a. 基準と手順。 

8. パフォーマンス・フリーダイビング・インターナショナル 

a. 基準と手順。 

9. リスク管理： 

a. 権利放棄と免責。 

b. 医学的要件。 

c. 保険の必要条件 

10. 国際トレーニングによるマーケティング： 

a. マーケティング・リソース 

b. コンテンツ開発。 

11. 国際トレーニングのサービスと特典 
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a. ウェブサイトのツール： 

i. スタンダードへのアクセス 

ii. プロフェッショナルレベルの資格とアップグレードの登録。 

iii. ダイバーの登録 

iv. 会員資格の更新 

v. インストラクターのリソース 

b. 生徒用教材の購入 

c. 教材。 

12. 国際トレーニングの誓い 

32.11 スキル達成条件と修了条件 

ある特定のクロスオーバー認定には、水中スキルやその他必須達成条件を修了する必要がある。その情

報は、インストラクターコーススタンダードの「スキル達成条件と修了条件」を参照。 

 

クロスオーバーを完了させるために、候補者は次のことをしなければならない： 

1. 慎重かつ的確な判断力があること、そしてInternational 
Training®との活動について十分に理解していることを示す 

2. クロスオーバーは、ワールド本部トレーニング部がすべての書類を確認し、候補者がメンバー番

号と資格証明を受け取るまで完了しません。 
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